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NIS小 委員 会中間報告書発行に際 して

情報 処 理 の 発展 に と もな い 経営 情 報 システ ムの指 向 す る と こ ろは 、個 別 の 企 業 、

また は官 公庁 の枠 を越 え る情 報処 理 シス テ ム体 制 の形 成 、 た とえば グル ー プ、 コ

ン ビナー トな どの系 列 産 業集 団 、親 子 企業間 、取 引 関係 間 、各 官公 庁 相 互間 な ど

のみ な らず 広 く諸 情報 の相 互 流 通 を図 る ことが必須 となつ て きた。

この よ うな 動向 に着 目 して 、当 財 団 で は さき にNIS小 委 員 会 を 設置 し、 いわ

ゆ るナ シ ョナ ル ・イ ン フォ メー シ ョン ・システ ム(NIS)に つ きそ の発 展 の背

景 と需要 の見 通 し、 また 情 報処 理 サ ー ビス業の 展 開 と して の 将来 像 を描 き、 その

形 成 のた め の条件 の整 備 に必要 な 問題 点 の解 明を 期待 した 。NISと い う言 葉 に

は ・ まだ確 と した定義や概 念 は ない が 、 当小 委 員 会 では 、NISを もつ て 「個 別 の

企業 や官 庁 の情報処 理 シス テム の枠 を こえ て他 の シス テ ム との有 機 的 関連 に おい

て発 展 をは か る ことが 必要 な 情報 シス テ ム 」 と解 し検 討 が進 め られ た 。 この結 果 、

将 来 にお け るNISの 必要 性 と と もに 、標準 化 、通信 利 用 、 ソ フ トウエ ア開 発 と

流通 な ど多 くの問 題点 とそ の対策 が とりあげ られたが、今 回 の検 討 は 、主 と してユ

ー ザ ーサ イ ドか らの ア プ ロ ーチ で あつ た こ と もあ り、 特 にNISに お い て問題 の

多 い 情報 の 流通 手段等 につ いては二さら に一層 専 門的 な 調査 と研 究 を まつ て検 討 を

継続 す る必要 が あ る。

しか しなが ら 、当 小 委 員 会 に よつ て この段 階 で一 応 中間 報 告 と して、主要 な論

点 に関 す る各 般 の提 言が行 なわ れ る にい たつ た こ とは 時 宜 に 適 した 企 画 と考 え ら

れ るので 、 こ こに これ を公 刊 し 、以 っ て 広 く有 識 者 の ご批 判 とご意 見 を賜 わ る

こ とを期 待 す る もの で あ る 。

昭和43年10月

財団法人 日本情報処理開発センター

会 長 難 波 捷 吾
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1 総 論

1.1は じ め に

ナ シ ョナル'イ ンフ ォ メ ー シ ョン ・シス テ ム(「NIS」)を ∵ わnわ

れ は 「個 別 の 企業 や 官庁 の情 報 処理 シス テ ムの 枠 を こえて 他 の シス テ ム と

の有 機 的 関連 に おい て発 展を 図 る こ とが必 要 な情 報 シス テ ム」 と して 把 え

た 。 した が っ て こ こで は、NISは 、 ナ シ ョナル とい うこ とば か ら誤 解 を

招 きが ち では あ るが、 国 に よる情 報 シス テ ムを 指 してい るわ け では ない 。

NI8の 多 くの部 分 は民 間の 企 業 間 に形成 され る もの であ る し、 また この

ほ か、 官 庁 相 互 間、 企業 と官 庁 との間 な どの さ ま ざま な シス テ ムがNIS

に 含 まれ て くる。

個別 の情 報 処 理 シス テ ム の立 場 に立 って情 報 の 流 れ とい う観点 か らみ る

と、NISは 、組 織 的 に外 部情 報 を と り入 れ 、 また 内部情 報 を外 部 に提供

す るネ ッ トワ ー ク と考 え る こ とが で き よ う。 この場 合 、 情 報 の 流れ を 媒介

す る手 段 は 、通 信 回線 で あ る こ と も、ま た 文 書 、 図 面 な どの 画 像 や カ

ー ド、 テ ープ 、 デ ィス クな どの 記録 媒 体 な どの運 搬 であ る こ と もあ る。

NISの ネ ッ トワ ークは 、 オ ン ライ ン、 オ フ ライ ンの双 方 の ネ ッ トワ ー ク

を 包 含す る もの で あ る。

NISは 、 当初 は 、 親 会 社 と子会 社 との間 、 生 産 会 社 と取 引 先 商事 会 社

との 間、 特 定 の業 務 で密 接 な 関係 の あ る政 府 機 関相 互 の間 な どで局 部 的 に

形成 され 、 しだい に領 域 を拡 げ 、 複 雑 にか らみ 合 い 、 や が て は社 会 全 体 を

おお うネ ッ トワ ークへ 生成 してい くで あ ろ う。 の ち にみ る よ うに、NIS

は、 い わゆ る未 来論 の 中 に位 置す る もの では な く、 今 日の 社 会 で既 に生 ま

れ つ つあ り、 将 来 に向 っ て 確実 に育 ちつつ あ る一 つ の現 実 で あ る。
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マネ ジメン ト・イ ン フォ メ ー シ ョン ・シス テ ム(「MIS」)と い うこ と

ば が一 世を 風靡 し、 識 者 の 間 で そ の無 批判 な概 念 不 明 確な 用 語の 流 行 が批

判 を 招 いて い る・ これ らの 批判 は別 と して、 経営者層の人 々がMISを 唱 え

る場 合 、 トー タル シス テ ム と して のMISを 指 向す る もの では な く、 情 報

時代 に お け る経 営 を 支 え る効 果 的 な意 志決 定 と業務 処 理 の た めの 情 報 処 理

シス テ ムを 求 め る もの と理 解 す べ きで あ ろ う。 この よ うなMISは 、 今 日

の社 会 では、 内部情 報 と外 部 情 報 の総 合 化 、 す なわ ちNISの 基 礎 の うえ

に しか成 立 しな い 。MISとNI8は 、 不 可分 の一 体を なす もの と して、

企 業 に とっ て は経 営 そ の もの の重 要 な一 部 を 構成 す る もの と して 、 そ の成

否を共 にす る運 命 を にな って い る。

NISへ の ア プ ロ ーチ には 、2つ の対 照 的な 方法 が あ る。 そ の1つ は 、

複 雑 な イ ンフ ォ メー シ ・ン ・ネ ッ トワ ー クの総 合 体 と して のNISの 全体

像を 把 え、 コモデ ィテ ィ フ ロー分析 、 マ ネ ー フ ロー分 析 を行 な う よ うに イ

ン フ ォ メ_シ.ン フロ ー分析 を試 み てい く方 法 であ る 。他 の1つ の方 法 ぽ

個別 の情 報 処 理 シス テ ムの立 場 か ら外 部情 報 の需 給 シス テ ム としてNIS

を把 え、NISの 全体 像 に積 み 上 げ的 に接 近 してい く方 法 で あ る 。

前 者 の マ ク ロ的視 点 か ら把 え られたNISは 、社 会 をk・teう 巨大 な シス テ

ムであ り、 精 緻 な構造 を 持 ち、 社 会 の発 展 と と もに ビビ ッ ドに変 容 を続 け

ピ

て い くもの で あ ろ う。 この よ うなNISの 全 体 像 を把 え る こ とは 極 め て重

要 では あ る が、 同 時 に全 体 像 と して のNISが 余 りに も未成 熟な 現 段 階 に

おい ては 、 極 め て 困難iな、 また 予 想 の 要 素 が勝 ち す ぎる仕 事 で あ る 。

このた め 、 われ わ れ は 、NISを 後者 の ミク ロ的 視点 か ら把 え、 理 想 型

として の個 別 の情 報処 理 シス テ ム とNISと の連 関 を 「NISの ユニ ッ ト」

として検 討 し、 そ の発 展 とユニ ッ ト相 互間 の ネ ッ トワー クの 形 成 の方 向 と
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問題点 を さ ぐり、 最 後 にNISの 円 滑 な発 展 の疋 め に 必要 と され る対 策 を

提 言す る こ ととした ・

この報 告 書 は、 以上 の前 提 に基 づ く小委 員 会の検 討 の 中間報 告 で あ る 。

小委 員 会 としての 最 終 的 な結 論 を得 るた め には 、 更 に十 分 な 調 査 と検 討

のた め の 時間 が必 要 であ るが 、 中 間 的 な結 果 を 仮説 と して提 示 し、 おお か

た の批 判 と意 見を乞 う ことが 今 後 の検 討 のた め に有 効 と考 え、 十 分 な 吟 味

を また ぬ ま ま、取 扱 い の 慎 重 さ よ りも大 胆 さを優 先 して と り ま とめを 行 な

った もの で あ る。

1.2NISの 背 景

現 在 の 高度 資本 主 義 社 会 は 、 単 な る資本 力の競 争 、 技 術 力 の競 争 の 時代

か ら、 経 営 管理 力 の競 争の 時代 に 入 って い る 。

資本 主 義社 会 に お け る企 業 は 、 も と も と外 部環 境 に即 応 した 経 営活 動 を

もとめ られ る もの で あ るが 、

① 大量 消費 社 会へ の移 行 と消費 者 選 好 の 多様 化

② 都 市 開発 宇 宙 開発 、 海 洋 開発 な どの 巨大 プ ロジ ェ ク トの 出 現 と こ

れ に よる結 合 市場 の 出 現

③ 企 業活 動 の 分 業化 の進 展 の 反 面 と して の分 業化 された 諸 活動 の 総 合

化 の 必要 性 の増 大

④ あ らゆ る分 野 に お け る変 化 の テ ンポの 急速 化

な どに よ り、 マー ケ ットオ リエ ン トの思想 に立 った、 総合 化 され た 、 タ イ

ム リー な経 営管 理 力 の発 揮 が必要 とされ る よ うに な って きてい る。

この よ うな経 営 管 理 の た め には 、 外部 環 境 に 関す る的確 な 、 タイ ム リー

な 、広 い 範 囲の情 報 、 す な わ ち、 政 治 、経 済 、・社 会 、 科学技 術 、 市 場 等 々
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の情 報 を社 内情 報 と有 機 的 に組 み 合 わせ 、 総 合 化 して い くこ とが不 可 欠 と

な る 。す な わ ち、MISとNISと の かみ 合 わ せ 、 こ とばを か え てい えぱ

NISの 基 礎 に 支 え られ たMISの 確立 が これ か らの経 営 の 条件 とな っ て

い るo

さ らに、 わ が 国 に おい て は、 資本 自由 化 の進 展 な どに よ り開放 経 済 体 制

が本 格 化 し よ うと してお り、 企業 は一 方 では 、 外 部 情報 の範 囲を国 際的 な

もの に まで拡 げ る必 要 が あ り、 また 他方 では 、 「ア メ リカの 挑 戦」 の本 質

が 経 営 管 理 力 の挑 戦 に ある こ とにかん がみ て、 国 際競 争 力強 化 の要 件 と し

て 経 営 管 理 力 の 強化 を進 め な けれ ば な らな い。 この場 合 に、 海外 の 進ん だ

経 営 管 理 シス テ ムの長 所 を 積極 的 に と り入 れ る と と もに、 日本 の 風土 に立

脚 した 日本 的 な 経 営 管理 シス テ ムを 完成 す る こ とが 必 要 とされ る が、 この

こ とは 、NISに 対 しそ も、 単 に海外 の模 倣 では な く、 日本 固 有のNIS

の 確 立 を 求 め る もの で あ る。

NISが 形成 さnて い く1つ の典 型 的 な 過程 は、生産会社、商 社 、金 融 機

関な どの 系 列 産 業 集 団 内 にい わば 縦 系 列 と しての ネ ッ トワー クが 作 られ 、

次 に この よ うな 系 列 ネ ッ トワーク と他 の系列 とのネ ットワークが形成され、次

第 に 多 くの ネ ッ トワ ークが 直接 、 間 接 に社 会 全体 をお お う1つ の 網 の 目に

組 み 込 まれ て い くとい う よ うな過 程 で あ ろ う。 このほ か に もさ ま ざ まな形

成 の 過 程 が 考 え られ るが 、 過程 が どの よ うな もの で あ って も、NISの 形

成 には 常 に総 体 と して の効 果 マ クシ マ ムの 観 点 が重 要 であ る 。

個 々 の企 業 は 、 全 て 企業 の個性 、 経 営 の 個性 を 持 ち、 業務 の処 理 の仕 方 、

意思 決 定権 限 の 配 分 、 デ ー タの 構成 な どそ れ ぞれ 千 差 万 別 で あ る 。 系 列

産業集 団内 のNISの 形成に当って、集団内の支配的地位 にあ る企業が 自社の個性

に基づい たシステムを集団の シス テム として強 制 した場 合、多 くは集団 としての効
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果 マ ク シ マ ムは損 な わ れ る で あ ろ うo系 列 産 業集 団 にお け る効 果 マ ク シマ

ムの 追 求 は 、 系 列企 業総 体 と しての 利益 とい う価 値 観 に支 え られ て 、 まだ

比 較 的 容 易 であ るか も しれ な い。 しか し、 他 の 系 列集 団 との間 の 効 果 マ ク

シ マ ム、 更 に は 国 全体 の効果 マ ク シマ ムの追 求 は 、 価 値基 準 の確 立 自体 が

む つ か し く、 極 め て 困難 な 問題 で あ ろ う。

この よ うに重 大 で 困難 な 問題 一 －NISの 総 体 と して の効 果 マ ク シ マム

の達 成 ・ の イ ニ シア テ ィブ を 、基本 的 に は 自社 の利 益追 求 を第 一 義 とす

る民 間 企業 に任 ね て 良い の で あ ろ うか?NISの 形成 につ い て は、 強 力

な 国 家 意 志 の作 用 、 国家 権 力 の介入 が 必 要 な の では な か ろ うか?

これは、NISの ビジ 。ンを論 じ、NISの 発 展 のlcめ の対 策 を 論 ず るに

当 って 先 ず 提 起 され る重 要 な疑 問 で あ る。 更 に この疑 問の背 後 には,将 来

のあ るべ き社 会体 制 は何 か、 人 間 の幸 福 とは何 か とい う哲 学 の領 域 が 控 え

て い るo

結 論 を い え ば、 この疑 問に対 す るわ れ わ れ の 回答 は 、 否 定 的 で あ る。す

な わ ち、NIS形 成 の イニ シア テ ィブは、 あ くまで も個別 の情 報 処 理 シス

テ ムの 側 に あ るべ き であ る。 個別 の情 報 処 理 シス テ ムの 中 には 、 個 々の 官

庁 の 情 報 処理 シス テ ム も含 まれ るが 、 そ の 多数 は 民 間企 業 に よっ て 占め ら

れ る 。 他 面、NISの 形 成 に 関す る国 の 役 割 は 消極 的な もので あ つて はな.

らな い 。 国は 、 民 間 を 中心 と したNISの 形 成 のた め に、 さ ま ざ まな環 境

基 盤 の整 備 を積 極 的 に行 な うべ き であ る し、 また 民 間 に対 して、 産 業 政策

そ の もの の 根 幹 を なす もの と して、NIS形 成へ の意 欲 的 な ガ イ ドポ ス ト

を 示す べ きで あ る 。

この 結論 は 、NISは これ を 必要 とす る 個別 の 企業 や 官 庁 に とって、 経

営や 行政 そ の もの の有機 的な 一 部 を 構成 す る もの であ る とい う認 識 、 お よ
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び 戦 後 の わが 国産業 の め ざ ま しい発 展 を もた ら した 民間 企 業 と政 府 の それ

ぞ れ の 創意 と役 割 の仕 組 み に対 す る 信 頼 に基 づ い て い る。

な お、 誤解 を避 け るた め に附 言 す れ ば 、 この結論 は、 宇 宙 開発 、 都 市 開

発 な どの政 府 の 巨大 プ ロジ ェ ク トの た め の政 府 に よるNISの 形 成 を否 定

す る もの で も、 過 小 評価 す る もの で もな い 。 この よ うな 政府 に よるNIS

は 、 数 か らみ れ ば 全 体 系 の僅 か な一 部 を 占め る もの に過 ぎな い が 、 質的 に

は 極 め て 大 きな意 義 を有 す る もの であ ろ う。 われ わ れ が否 定 す るの は、

.NISに 対 す る国家 統 制の 思 想 で あ る。

1.3NISの ユ ニ ッ ト

個 別 の情 報 処理 シス テ ムの 立 場 か らNISの 最小 の ユニ ッ トを 構成 す る

た め に 、 さ ま ざまな 多様 性 を 持つ 情 報 処 理 シス テ ム(MIS)ig-一 つ の理

想型 と して 定 型化 す る こ とが必 要 で あ る 。 ここでは 、 外 部情 報 と の関 連 の

差異 に着 目 してMISを 構成 す る サ ブ シ ステ ムを 次 の よ うに類 型 化 す る。

情 報 処 理 シス テ ム

{
① オペ レー シ 。ナ ル シス テ ム

② プ ラ ンニ ング シス テ ム

① の オペ レーシ ・ナル シス テ ムは、 販 売活動 、 購 買活 動 な どの 業務 作 業

に お け る情 報 処理 シス テ ムで 、 コ マ ン ド機能 を 伴 って い る。② の プ ラ ンニ

ング システ ムは、 経 営 の た め の 各 種 計 画 の設 定 、 経営 の意 志決 定 に必 要 な

報 告 ・統計 等 の 作成 に お け る情 報 処 理 シス テ ムであ る 。 これ らの二 つ の シ

ス テ ムの一 部 と して・ 内部 情 報 外 部 騨 に共 用 され るデ ー タ フ ・イル が
,

あ り、 両 システ ム間 の情 報 の 交換 、 外 部 か らの情 報 の 受入 れ 、 外 部 へ の情

報 の 提 供 は、 全 て デ ー タ フ ァイ ル を経 由す る もの と考 え る 。 この よ うな
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MISの パ タ ー ンに基 づ くNISの ユ ニ ッ トは、 最 も簡 潔 に、 次の第1.1

図 の よ うに描 く こ とが で き よ う。

第1.1図 の 中で、AはMISの 主 体 とな る企 業 まfeは 官 庁 で あ り、Bは

Aと 業 務 上 密 接 な 関係 を 持p多 数 の 関 連企 業等 で あ り、CはAに 各種 の情

報 を 提供 す るサ ー ビス企 業 、 団 体、 政府 機 関等 で あ る。

第1.1図NISの ユ ニ ッ ト
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NISの ユ ニ ッ トに関 す る詳 細な 説 明は 第2節 に譲 るが、 上 記 の 簡 単 な

図か ら もMISとNISと の有 機 的 な 関連 、 更 にNISが 企 業に と つて経

営 その も のの 一 部 を 構成 す る もの で あ る こ とが 理 解 され よ う。

な お・、 上 記 のAを 中心 と した ユ ニ ッ トは 、B,、B2… …Bn、C,、C2

・Cmな どの それ ぞ れ を中 心 に して 同様 に描 き うる もの で あ り、 この よ

うに して 、 各 ユニ ッ トが 次 々に結 ばれ て複 雑 で 巨大 なNISが 形成 され て

い く もの で あ る。

1.4NISの 形 成

わが 国 のMISの 現状 をみ る と、 オ ペ レ ーシ ・ナル システ ムは 、 業 務 処

理 上 の 必 要 に 迫 られ て順 次 高度 化 の 方 向 に向 って お り、 今後 もい っ そ うの

発 展 が 予 想 され る 。他 方 プ ラ ンニ ング シス テ ムは、 外 部情 報 の入 手難 が 大

きな 原因 とな り、 著 しい 立 ち 遅れ を 生 じてい る。NISに つい て も、 オ ペ

レー シ ョナル シス テ ム と関連 した シ ス テ ムは取 引情 報 等 を 中心 に関 連 企 業

間で 徐 々に 形成 され つ つ あ る が、 プ ラン ニ ング シス テ ムに 関連 した シス テ

ムは い まだ 殆ん ど着 手 され て いな い 。 しか し、NIS確 立 の 必要 性 に 対 す

る企 業 の認 識 は 先進 的 な 企 業 を 中心 に急 速 に高 まっ て きて お り、 多 くの 計

画や 調 整 の 努 力 が 企業 間 で進 め られ る とと もに 、政 府 に対 しNIS確 立 の

た め の 各 種 の 施策 を 求 め る 声が強 くな って い る。

この よ うなNIS形 成 の状況 を製 造 業(公 益 事 業 を 含む 。)の 例 に っ い

てみ る と、 オペ レ ー シ ョナル シス テ ム につ いて は 、

① 原 材 料 、 部 品等 の 購 買 ・外 注 に 関 す る下 請 企 業 系 列企 業 との シス テ

ム

② 販 売 に関 す る商 社、 代 理 店 、 問屋 等 との シス テ ム
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③ 代金 支 払 に関す る銀 行 との シス テ ム

④ 原 材料 輸 送 、 製 品輸 送 に関 す る輸 送 会 社 との シス テ ム

⑤ コ ン ビナ ー ト企 業間 の シス テ ム

な どが 既 に一 部 形成 され 、 また は 計 画 され つ つ あ る。 また プ ラ ンニ ング シ

ス テ ムにつ い て は、 技 術 情 報 、特 許情 報 、 市場 情 報 、 海 外経 済情 報 、他 企

業 の 活 動 に 関す る情 報 な どが 求 め られ て い るが 、 これ らの情 報 の提 供 シス

テ ムが 欠 けて い るた め、 企 業 が 他方 面 の 原デ ー タを収 集 し、社 内 で処 理 ・

加 工 ・蓄積 等 を 行な って い る実情 で あ る。

しか し、 これ らの外 部 情 報 につ い ては 、 民 間 に お いて も、 総 合 商 社 、 銀

行 、 広 告代 理 業 、 工 業会 な どが 情 報 提 供機 能拡 充 の検 討 を 進 め て お り、 こ

れ らの既 存 の産 業 や 団体 の 情 報 処 理 産 業化 に よ り、 民 間ベ ース で もプ ラン

ニ ング シス テ ムに関す るNISの 形成 が進 む もの と予想 され る 。他 面、 プ

ラ ンニ ング のた め の外 部 情 報 の うち、 マ ク ロ、 セ ミマ ク ロの 情 報 は 主 と し

て 官 公 庁情 報 に依 存 せ ざる を えず 、 官 公 庁情 報 の 提 供 シス テ ムの 確立 が

NIS形 成 の要 件 とな ろ う・

これ らの シス テ ムを 通 信 回線 利 用 とい う観 点 か らみ る と、 オペ レ ー シ ョ

ナル シス テ ムに つ い ては そ の相 当 部分 が オン ライ ン化 の必 要 性 を 持 って お

り、 プ ラ ンニ ング シス テ ムにつ い ては 、主 として 回 線 コス トの 関 係 で、 当

面 そ れ 自体 として オ ン ライ ン化 を 目指す もの は 比 較 的少 部 分 であ り、 オペ

レ ー シ ョナ ル シ ステ ム と結 合 した 回 線 利 用が 行 な わ れ る程 度 で あ ろ うが 、

将 来 低 廉 な 交換 回 線 の利 用 が 可能 とな れ ば、 プ ラ ンニ ング シス テ ム も相 当

部 分 が オ ン ライ ン化 され る もの と考 え られ る。 な お、 現 状 にお い ては 、 通

信 回 線 利 用 の禁 止 的 な規 制 のた め 、 ご く例 外 的 な ものを 除 き通 信 回 線 の利

用 は行 なわ れ て お らず、 テ ー プ、 カ ーード、 デ ィス ク等 に よる情報 交換 とな
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っ て い るo

今 後 にお い て は 、標準化、通信 回線利 用の 自由化、官 公 庁情報 の 提供 等 の基

礎 環 境 の 整備 とあい ま って、 生 産 部 門、 流通 部 門、 金 融部 門、 マス コ ミ部

門、 官 公 庁部 門、 医療 部 門、 研 究 教 育 部 門な どの各 部 門 にお い て、 また こ

れ らの 部 門 相互 の 間 にお いて 、 特 に 関係 が 緊 密な 業 務部 門か らは じま り、 一

多数 の 企 業 、 官 庁等 を 結ぶ 地 域 的な 、 また 全 国 的なNISの 形成 が進 む で

あ ろ う。

1.5NISの 中 の情 報 処理 サー ビス業

NISの 中に お い て情 報 処理 サ ー ビス業 は どの よ うな 役 割をceTcし 、 ど

の よ うに位 置 づ け られ るの で あ ろ うか 。NISの 発 展 のfCめ には 、 情 報 処

理 サ ー ビス業 の経 営 は どの よ うな 姿 を とるべ き であ ろ うか 。

情 報 処理 サ ー ビス 業は 、将 来 極 め て 多様 な サ ー ビス 内容 を持 った 大 きな

新産 業 分 野 を形成 す る であ ろ うが、 これ らの サ ー ビス の 内容 につ い て は 、

各種 の 観点 か ら さ ま ざ まな類 型 化 を行 な うこ とが で きる 。 ここでは、NIS

との 関係 か らみ て 、 情報 処 理 サ ー ビス 業 を 次 の よ うに 分類 す る こ.と とす る 。

情 報 処理 サ ー ビス 業

① 処 理 サ ー ビス 業

② 情 報 サ ー ビス 業

③ リサ ーチサ ー ビス業

① の 処 理 サ ー ビスは 、顧 客 のた めに そ の 顧 客 のデ ータの 処理 を 行 な うサ

ー ビス で 、 マ シ ン タイ ムサ ー ビス、 受 託 処 理 サ ー ビス、 フ ァイル メイ ンテ

ナ ンス サ ー ビス等 を 含ん でい る 。 この うち 「マ シ ンタイ ムサ ー ビス 」 は 、
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大 型 コ ン ピュ ー タ ーを 時 間 貸 しす るサ ー ビスで 、 専業 者 のほ か 、 金融 機 関・

公 益事 業 な どの大 型 コ ン ピュー ター 設 置企 業 の空 き 時間 提 供 が 含 ま れ てお

り、 「受託処理 サー ビス」 は 、 各 種 の ア プ リケ ィ シ ・ン プ ログ ラムを あ らか

じめ 用意 してお き、 タイ ム シ ェア リング 方 式、 バ ッチ処 理 方 式 等 に よ り顧

客 のデ ー タ処 理 を 行 な うもの であ り、 「フ ァイル メイ ンテ ナ ンス サ ー ビス」

は、 大 容量 ラ ンダ ムア ク セス メモ リー を備 えた コ ン ピ ュ ー タ ーを用意 し、

在 庫 管理 デ ー タその 他 の 顧 客 のデ ー タを 保 管 し、 そ の 更 新 、 照 会 な どに応

ず る サ ー ビス で あ る 。

② の情 報 サ ー ビス 業は 、 情 報 を蓄 積 、検 索 し、顧 客 に対 して 情 報 提供 を

行 な うサ ー ビス で 、 イ ンク ァィ ァ リーサ ー ビス、 デ ー タ コ レク シ ョンサ ー

ビス 、情 報 配 布サ ー ビス等 を 含ん で い る 。 この うち 「イ ン ク ァイ ア リーサ

ー ビス 」 は、 判 例 、 株 式取 引 な どの情 報 を収 集 ・蓄積 し、 顧 客 の照 会 に応

答 す る サ ー ビス で あ り、 「情 報 配 布サ ー ビス」 は 、 イ ン ク ァイ ア リ ーサ ー

ビス の変 形 で、 顧 客 との あ らか じめ の契 約 に した が い 、 定 期 的 に、 また は

新 た な 情報 の入 手 の都 度 、 あ らか じめ 指 定 され た 情報 を 自動 的 に顧 客 に配

布す る もの で あ り、 「デ 一 夕 コ レクシ ・ンサ ー ビス」 は 、 列 車 、 ホ テ ル、

劇場 な どの予 約の た め に デ ー タを コ ン ピューターに入力 させ照 会 に応 ず るサ

ー ビス であ る 。

③ の リサ ーチ サ ー ビス は 、 巾の広 い 分 野 で、例 え ば特 定 商 品の 国 内需要

予 測 調 査な ど、 各 種 の 関係 デ ー タを収 集 、解 析 し、 高度 の 附加 価 値 を加 え

た 形態 で顧 客 に 提 供す る サ ー ビスで あ る 。

こnら 各 類 型 の サ ー ビス とNISと の 関係 をみ る と、 ① の 処 理 サ ー ビス

は、 主 と して オ ペ レ ー シ 。ナ ル シス テ ムの ネ ッ トワ ー クに組 み 込 まれ 、一
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部 プ ラ ンニ ング シス テ ムと 関連 す る もの とな り、 ② の情 報 サ ー ビス と③ の

リサ ーチ サ ー ビスは 、 主 と し て プ ラ ンニ ング シス テ ムの ネ ッ トワー クに組

み 込 まれ る もの とな ろ う。

情 報 処理 サ ー ビス業 の顧 客 とな る個 別 の 企業 や 官 庁 の立 場 か らみ る と、

オペ レー シ ョナ ル シス テ ム につ い ては 、 例 え ば フ ァイル 管理 のた め に は フ

ァイル オ リエ ン トな コン ピュ ー タ ーシス テ ムが 、技 術 設 計 々算 のた め に は

科学 計 算 用 の 高速 コ ン ピュ ー タ シス テ ムが必 要 とな り、 また 対 象 業務 の拡

大 に伴 い、 各 種 の 豊 富な ア ブ リケー シ 。ン ソ フ トウ ェア が必 要 とな る。 こ

れ らの すべ て の 要 請 を 自己の シス テ ム と して満 た す こ とは 非 経 済 的 で あ り、

また 多 くの場 合 は 不 可 能 で あ り、 フ ァイル オ リエ ン トな シス テ ムを 備 えた

フ ァイ ル メイ ンテ ナ ンス サ ー ビス 業 、 科 学計 算 用TSSを 備 えた 受託 処 理

サ ー ビス業 、 そ れ ぞ れ 分 野 ご とに豊 富な ア ブ リケ ー シ 。ン ソフ トウ ェアを

備 えた受 託 処 理 サ ー ビス 業 な どに依 存 す る ことが 必要 とな る。

また、 プ ランニ ング シス テ ムにつ い ては 、 多様 な 分 野 にわ た る膨 大な 外

部 情報 を 自ら収 集 維 持 す る こ とは 不 可 能 で、 そ れぞ れ 分 野 ごと に専 門情 報

を 提供 す る情 報 サ ー ビス 業 に依 存 す る こ とが 必 要 で あ り、 更 に マ ー ケ ッ ト

リサ ーチ、 イ ンベ ス トリサ ーチな どの 分 野 では 専 門 知識 に基 づ き複雑 高度

な情 報 処 理 サ ー ビス を 行 な うリサ ー チサ ー ビス 業 に依 存 す る こ とが 必要 と

な るo

この よ うに 、情 報 処 理 サ ー ビス業 は 、 オペ レー シ 。ナ ル シス テ ムの ネ ッ

トワ ーク、 プ ラ ンニ ング シス テ ムの ネ ッ トワ ークの 双 方 に組 み 込 まれ、 や

が てはNISの 不 可 欠 の重 要 な一環 を に ない 、 企業 、 官庁 のMISと 相 互

に 支 え合 って発 展 を 遂 げ る であ ろ う。

こ こで特 に リサ ーチ サ ー ビス業 につ い て ふれ る と、 わが 国 に おい て も総
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合 商 社 、 金 融機 関ビ 広告 代 理 業 、 市場 調査 業 な ど既 存の 産 業 分 野 に属 す る

大 企 業 が 、 相 次い で リサ ーチ サ ー ビスへ の 進 出計 画 を進 め つつ あ る こ とが

注 目され る 。 リサ ーチ サ ー ビスは 、 関連 す る 多様 な情報 の収 集 の能 力、 コ

ン ピ ュ ーテ ィ ング パ ワ ーを駆 使す る能 力、 お よび情 報 に高度 の 付 加価 値 を

与 える人 間 の知 恵 の 結 合 の うえに成 り立 つ もの で あ るが 、上 記 の よ うな既

存 の 産 業は 、 そ れぞ れ の本 来 の業務 上 これ らの 能 力 を備 えて きて お り、 ま

た本 来 の 業 務 の将 来 の発 展 のた め に も リサー チサ ー ビス機能 を 併 有 す る こ

とが 必要 とな っ てき てい る。

次 に 情 報 処 理 サ ー ビス 業 の 経 営 状 態 に つ い て み る と、 ① の 処 理 サ

ー ビ ス業 、 ② の 情 報 サ ー ビス 業 、 ③ の リサ ー チ サ ー ビ ス 業 の い ず れ

に つ い て も、 サ ー ビス 内 容 の 実 態 か らみ て 、 分 野 ご と に 複 数 の 企 業

が 競 争 しつ つ 自社 の技 術 、 サ ー ビスの 特性 を 発 揮 して い く こ とが 望 ま れ

る 。 おそ ら く、 競 争 原理 と ユ ーザ ー選 択 の 原 理 を 十 分に導 入 す る こ とが 、

この 新 しい産 業 の発 展 の基 礎 であ り、競 争 に伴 う・スは 、他 の 既 存 の諸 産

業 と比 較 して、 む しろ少 な い産 業 実 態 を持 つ もの とい うことが で き よ う。

Ttだ し、NISの 重 要 な 一環 を にな い 、 多 数 の企 業や 官庁 の 経 営 の 根 幹

と有 機 的 に 結 ばれ 合 うとい う社会 的機 能 準 公 益 的 と もい い うる機 能 一

にか ん がみ て、 競 争原 理 を阻 害 しな い範 囲 内 に拾 い て、 ユ ーザ ー保 護の た

め の 措 置 を と る こ とが必 要 とされ よ う。

1.6NISの 問題 点 と対 策

NISの 形 成 の た め に は 、 の ち に 第5節 で み る よ うに 、 解 決 を 要

`
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す る数 多 く の 問 題 が あ る が 、 基 本 的 な 問 題 は 次 の3点 に 要 約 す る こ と

とが で き よ う。

す な わ ち、 第1に は 、 緒 につ い た ば か りのNISを いか に して 早 い テ ン

ポで発 展 せ しめ うるか 、 そ のた め の基 盤 を い か に して 確立 す るか とい う問

題 、第2に は 、発 展 の 過程 で 、 いか に してNISの 効果 マク シ マ ムを 確保

す るか とい う問題 、 第3に は 、形 成 されTcNISに つ い て、 い か に して 運

営 の 適正 を 確保 し、 更 に よ り重 要 な こ とであ る が、 こ■しか ら の ます ます 急

激 に な る社 会 の変 化 に 巨大 なNI8が 弾 力的 に適応 し うる 仕 組み をい か に

してか た ちつ くるか とい う問題 で あ ろ う。

こnら の 問題 に対 処 して 、NI8の 円 滑 な発 展 を 期 待す る た め には 、 民

間 サ イ ド、政 府 サ イ ド、 を通 じて 多 くの 対 策 が必 要 とされ る 。 この 場合 に、

民 間 サ イ ドの対 策 につい ては 、 わ が 国 のNISの これ か らの 主 導 的 にない

手 と して の十 分 な 自覚 に基 づ き 、企 業 、 団体等 が 自らの 問題 と してそ れぞ

れ の 対 策 に取 り組 ん で い く こ とが 必 要 で あ ろ う。

また 、 政府 サ イ ドの対 策江 つい ては ・ 民 間 を 中 心 と しfcNISの 発 展 の

た めの基礎環境の整備 とNISの 発 展を促進す るた めの助成 お よび秩序づ

けを 任務 と して 施策 を 講 じ て い くこ とが 必要 であ ろ う。 この よ うな

観 点 か ら、 第6節 にteい て 次 の10項 目の 政府 施 策 を 提 案 す る こ と

とした。

① 標準化の促進

② 通 信回線利用の 自由化

③ ソフトウェアの価値 の確 立 と流通促進

④ 政府デ ータの民間へ の提供

⑤ 情報処理 サ ービス業にお ける国お よび外資の役 割の位 置づけ
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⑥ 情報処理サ ービス業の規制 と助成

⑦ コミュケイシ ・ン ・ギ ヤ ツプの解消

⑧ 技術開発の促進

⑨ 技 術者教育の促進

⑩ 政府施策推進体制の強化

項 目ごとの施策の具体 的な内容は第6節 に譲 るが、それぞ れの施策 の方

向づけを要約すると、次の とお りである。

(1)標 準化の促進

次表の ような基本的思想の下に、各種の標 準化 を早急に進 めるべ きであ

るo

＼ 標準 使用の法的強制 標準使用の経 済的効果

民 間 ナシ(使 用 は任意)

① 低 コス トが 得 ら

れ るo

② コ ンパ ーテ ィ ビ

リテ ィの 利便 が得

られ る。

官公庁 原則 として使 用義務

官公庁に対 して標 準使用 を義務づけ ることに より、民間がその標準を使

用する経済効果が一段と酷 り漂 鞭 用への太き嬬 戦 果が障 れよ

うが 、 他 面 、民 間の 多様 性 へ の 選 択機 会 を 閉 ざす べ きで な く、 民 間 に 対す

る法 的 強 制は 避 け るべ きで あ る 。
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(2)通 信 回線 利 用 の 自由化

現 在 の通 信 回線利 用 の制 限 が 、NIS発 展 の 最 大の 障 害 とな りつ つ あ

る こ とに かん が み て 、第1.2図 の よ うな情 報 処 理 と通 信 の 明確 な 概念 区

分 の 下 に、 早 急 に通 信 回線 利 用 の 自由化 を 行 な うべ きで あ る。

第1.2図

コ ン ピュ ー ター

処 理 の た め の デ に よ る デ ー
一 夕 の 伝 達

タ の 蓄 積 ・

コ ン ピュ ー タ ー 一 ～

加 工 ・検 索等

に よ る デ ー

タの 蓄 積 加

工 ・ 検 索 等
タ ー ミ ナ ル に よ

処 理 結 果 の 伝 達 る デ ー タ の 入

力 、 出 力
ー!べ 〉 ノ

情 報 処 理 通 信(デ ー タ通 信)

(3)ソ フ トウ ェア の価 値 の確 立 と流通 促 進

ソ フ トウェア の価 値 を確 立 し、 そ の 流通 を 促 進 す る た め、 政府 に よる プ

ログ ラムの 登 録 と公 開 の 制度 を設 け、 登 録 プ ログ ラ ムにつ い ては 、無 償 転

々流 通 の危 険 か ら プ ログ ラ ム保 有者 を 法 的 に保 護 す る措 置を とるべ きで あ

るo

(4)政 府 デ ー タ の民 間 へ の 提供

政 府 統 計 、特 許 情 報 、 科 学技 術 情報 、海 外 経 済 情 報 等 の政 府 デ ー タにつ

い て、 原 則 と し て有 償 で、 民間 へ の提 供 を 行 な うべ きで あ る 。 この場 合 に、

民 間 か らの需 要 に応 じて、 例 え ば、 統 計 の特 定 デ ィテ イル に よる集 計 な ど、
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一 次加 工 ま で行 な った うえ で の提 供 も含め る ことが 必 要 で あ る。

(5)情 報 処 理 サ ー ビス業 に お け る国 お よび外 資 の役 割 の位 置 づ け

情 報処 理 サ ー ビス業 の主 体は 、 国 内 の 資本 に よる民 間 企 業が に な うべ き

であ り、 第1.3図 の よ うな 情報 処 理 サ ー ビス業 の分 担 を 目途 と して 、 政府

の 情 報 処理 サ ー ビス は、 民 間 の情 報 処 理 サ ー ビスが 経 済 採算 上 期 待 で きな

い 分 野 に お い て のみ 行 な い 、 また 当該 サ ー ビス の経 済採 算 が可 能 とな った

時点 で は 民 間移 管 を行 な うこ と と し、 また 外 資 の情 報 処理 サ ー ビス 業へ の

進 出は 、 外 資法 に よ り、 当 分 の 間原 則 と して 抑 制 し、 ① 国 内 の情 報 処理 サ

ー ビス 需 要 喚 起 の た め の 効果 、② 国 内の情 報 処理 サ ー ビス 業 の技 術 向上 の

た め の 効果 とい うイ ンセ ンテ ィブ効 果 が期 待 され る もの に つい て の み 限 定

条 件 の下 に 外 資 進 出 を認 め る こ と とす べ きで あ る 。

第1.3図

非経済採算部門の補完

イ ンセ ンテ ィ ブ のた めの 限 定 補完

(6)情 報 処 理 サ ー ビス業 の規 制 と助成

情報 処理 サ ー ビス 業 の準 公益 的性 格 と、 全 て の情 報 処 理 サ ー ビス 業 を民

間 に開放 す る こ と にか ん が み て、 ユ ーザ ー保 護の た め に 、営 業 は 全 て 自由

としつ つ、 秘 密保 持 、 ユ ーザ ーサ ー ビス等 につ い て必 要 最 小 限度 の遵 守基

準 を 政府 が設 け、 これ を 守 る優 良事 業 者 に そ の 旨の表 示 を認 め、 ユ ーザ ー
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の 事 業者 選 択 に待 つ よ うな 制 度 を とるべ きで あ る。

また 、情 報 処 理 サ ー ビス 業 の 資金 調達 力 を 強化 し、 技 術 者 養 成 のた め の

企業 負 担 を 軽 減す るた め 、 国 に よる信 用保 証 制度 な どの資 金確 保 措 置 と税

制上 の優遇 措置 を 新 設す べ き で あ る。

(7)コ ミ=ニ ケ イ シ ヨン ・ギ ャ ップの 解 消

日米 の 通信 利用 に おけ る格 差(コ ミュニケィシ ・ン・ギャ ップ)を 解 消す るた

め、NISの た めの 高速 専 用 回 線 の整 備 を図 り、電 話 交換 網 に 計時 機 構 を

設 けた うえ遠 隔 情 報 処 理 のた めの 使 用を 可能 と し、 現行 通 信料 金体 系を 再

検 討 の うえ情 報 処 理 のた め の 回線 コス トの引下 げ を 行 な うべ き で あ る。

(8)技 術 開発 の促 進

ハ ー ドウェ ア、 ソ フ トフ ェア の 開発 を 政府 の プ ロ ジ ェ ク トと して 進 め る

ほ か 、 民 間 の先 導 的 な ア プ リケ ー シ ョンの 開発 に対 して、 補 助 金 に よる助

成 を 行 な うべ きで あ る 。

(9)技 術者 教 育 の促進

シス テ ムエ ン ジニ ア の量 の 確保 、 お よび プログラマーの質 の 向上 の た め に、

学 校 教 育 の改 善 、専 門 養成 機 関 の設 置 、技 術試 験 制度 の新 設 等 を 図 るべ き

で あ る 。.

ω 政府 施 策 推 進体 制 の 強化

NISと い う観 点か ら上 記 の広 範 囲 の施 策 につ い て、 政 府 全 体 と して の

統 一 施 策 を確立 し、 また政 府 の 最重 点 施 策 と して これ を 強力 に推 進 す る た

め 、 内 閣 に関 係 閣僚 に よる 「情 報 処 理 閣 僚 会議 」 を 設 け、 最 高方 針 の決 定 、

関 係 各 省間 の施 策 の 調整 、 全体 ど して の情 報 処理 施 策 の重 点 推 進 を 図 る.べ'

きで あ る 。
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2.NエSの 意 義 と 機 能

2.1NISの 意 義

2、1.1経 済発 展 とNISと の 関係

わが 国 の 産 業 構造 は、 昭和30年 代 に 始 まっTC高 度 成 長 の 結果 重化 学 工

業 が 急 速 に発 展 し、

① 第1次 産業 の後 退

② 第2次 産 業 の質 的 高度 化

③ 第3次 産 業 の急 速 な 進 展

とい う形 で 表 面化 して きて い るo

そ して この経 済発 展 は 、 国 内市場 を中 心 として 展 開 され た もの ではな く

海 外 市場 へ の依 存 を ます ます 大 き く して い る と ころ に特 色 が あ る。

この こ とは 、 わ が 国 の輸 出 貿易 の 年平 均 伸長 率 が 世 界 貿易 の 輸 出にお け

る 伸長 率 の約2倍 、 す な わ ち14.6%で あ る こ とに よっ て も理解 で き る。

一 方 輸 出貿 易 の質 的 側 面 を考 え てみ る と
、過 去 日本 の お家 芸 と して誇 って

い た 良質 多量 の労 働 力中心 の輸 出商 品か ら、 高 度 の付 加 価 値 を ともな った

産 業 製 品 にそ の内 容 が変 って き てい る。

す なわ ち 、1つ は、わ が 国 の 高度 成 長 に と もな う労 働 資 源 の需 給 の バ ラン

スが 崩壊 した こ と、 今1つ は 、低 開発 国 の工業 化 に よる軽工 業 化 製 品 に対

す る市場 そ う失 に よる 。

この傾 向は 、 日本 が 最 早や 低賃 金 国 では な く、 高能 率 高賃金 を 前提 と し

た 先進 国型 の 産 業 構造 の上 に立 った施 策 を とら ざる を得 な い こ とを意 味 し

てい るo

そ の上 、 世 界 の 経 済 大 国 に発 展 した わが 国が 開放 体 制 を求 め られ る こと
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は 自然 のな りゆ きで あ って早 期 に貿易 の完 全 自由化 と資 本 の 自由 化 にふ み

きら ざる を得 な い 。

と ころ で、 この 貿 易 の 自由化 や資 本 の 自由化 であ る が 、現 在 の 世 界経 済

の戦 略 は コス トを 中心 と した 技 術 開発 の 競 争か ら、一 歩 進 ん で技 術 開発 と'

資金 調 達 を 含 めた 経 営 管 理 体 制 の 革 新 に競 争 の場 が移 っ て きてい る の で、

そ の こ とを 充 分考 慮 しだ 対 策 が 考 え られね ば な らな い 。

す な わ ち 、 国 際競 争 は、 販 売 競 争 の 時代 か ら技 術 競 争 に移 り、 今や 経 営

競 争 の 時代 に入 った とい うべ きで あ って、 この 経営 競 争 こそ がMIS時 代

を ア メ リカに おい て 現 出 してい る理 由で もあ ろ う。

した が っ て、現 在 のMISと い う ものは コ ン ピ ュー タの有 効 利 用 を 目的

と した トー タル シス テ ム とは本 質 的 に異 な った 発 想 を もっ て お り、 トップ

が経 営競 争 を 感得 した 時 に、 自 らの努 力 に よって開発 され るべ きシステム で

あ る ことは い うまで もな い 。 この点 現 時点 にお け る 日本 のMISブ ーム と

は 非 常な へ だた りがあ る とい え よ う。

技術競争か ら経営競争に移行したい とい うことは・その必要 とする情報源が・技

術重点 のものあるい は社内重 点の ものか ら、政治、経済、社会、 科 学 技 術、 市場

等のすべてに広が り、かつその情報が総合 化、複合化され、企 業 活 動 に必 要 な も

の として 付 加価 値 を与 え られ ね ばな ら ぬ ことを意 味 す る。 もと も と企業 と

は、 外 部環 境 に即 応 した 経 営活 動 を 要求 す る もの で、 そ の た め には 外 部 情

報 を充 分 活 用 で き る情 報 処 理 の仕組 み が必 要 であ り、 しか も この よ うな 仕

組み が、 各 企 業 ご とのMISと うま くかみ 合 って い く ことが重 要 で あ る。

一 方、 資 本 の 自由化 は 、 日本 が過 去 にお い て繁 栄 して きた ロイ ヤ リテ ィ●

べ_ス の 「ノ ウ ・ハ ウ主 義 」 「ク ロ ーズ ド ・セ コ ン ド主義 」 を不 可 能 に し

た 。今 後各 企 業は 、 外 国 か らの技 術 導入 にた よる ことな く、 自力 開発 また
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は 「ク ロス ・ライ セ ンス 」 に よる以 外 にな い だ ろ う。 このた め に は 、各 企

業 は 組 織 的な 研究 陣 と膨 大 な 開 発 費 の 負 担 に耐 え得 る よ うな体 質 を 作 り上

げ る ことが必 要 で あ る 。 そ こに、 技 術 開発 と資金 調達 力 を含 め た経 営競 争

と して の本 来 の意味 が あ る 。

この技 術革 新 を生 む エ ネ ル ギ ー と情 報 処理 システ ムは、 日本 の よ うに経

済基 盤 の脆 弱な と こ ろでは 、 全 て を産 業 資本 に依 存 す る ことは 不 可 能 で、

そ の 多 くを 国家 と して の 施 策 と援 助 に まつ こ とにな るの は 当然 で あ ろ う。

国 際競 争 時代 の 経 営 体 制 に お い ては 、 経営 力を 充分 向上 させ るた め の研

究 、 開発 、製 造 、 販 売 に至 る総 力発 揮 が 問 題 にな って くる 。 しか もそれ は

企 業の 大 型 化や 合 併 とい う一 企 業 単位 として の 問題 だ け では な く、 系列産

業 あ る いは 企業 集 団 と して の 範 囲 に までお よぶ べ きで あ り、 そ れ らを包 含

す る情 報 処 理 シス テ ムが 真剣 に と り上 げ られな け れ ばな らな い 。

また 、 この ことは 、 来 る べ き情 報 化 時代 に 対す る大 きな 布 石 と して も考

え て おか な けれ ば な らな い 問 題 であ る 。

現 に起 りつ つ あ る情 報 革 新 時 代 は 都 市開発 、 宇 宙 開発 、 海 洋 開発 等 の 新

しい 市 場 は情 報 革 新 時 代 の 到 来 を 早 め る だろ うし、 また さ らに 新 ら しい

市場 を 創 り出す ことだ ろ うo

この よ うな事 態 に対 処 す るた め には マーケ ット・オ リエントテ ツドの思 想 に立

った 国 を あげ て の経 営 力 の競 争が 必 要 とな り、そ のた め に は 官庁 、 企 業 を

含 め た シス テ ムの整 合 化 が 必 要 とな るだ ろ う。

す な わ ち、 個 々 の企 業 の 経 営 管 理 の 限界 を、 企 業 間 シス テ ム、 さら には

官 公 庁、 民 間 を結 ぶ シス テ ムと して整 合 化 す る必 要 が生 ず る で あ ろ う。

仮 に国 際間 で相 互 の統 計 資料 の交換 をす る と して も、 そ の 資料 を 活用 で

きる情 報 処 理 シス テ ムを もった 国 とそ れを もた な い 国 との間 で は 、 非常 な
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格 差 を 生 む こと にな る。 この ことは 企 業 間 に おい て も同様 で あ る・

この よ うに考 え て くる と、 情 報 革 新 時代 に お け る情 報 シス テ ムの 優 劣は

そ の ま ま企業 の経 営格 差 につ なが り、 国 際競 争 力格 差 につ な が るの で あ る。

NISは この よ うな 観点 か らそ の 必 要性 が痛 感 され 、これ によって企 業 と

して の経 営 力 の増 強 と国家 的 見地 か らの 国 際競 争 力 の強 化 が 図 られ る こと

は 充 分 期 待 で きる 。

ま た 、 こ の よ うな 経 営 力 は 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 的 思 想 に も とつ く コ

ン ピ ュー タ ー ・ シ ス テ ム 化 に よ っ て達 成 さ れ る もの で あ り、 実 現 の

あ か つ き に は 、 社 会 全 体 が コ ン ピュ ー タ ー 化 さ れ た 社 会 構 造 を 形 成

す る こ と に な る で あ ろ う。

もち ろん 、 コ ン ピュ ー タ化 され た社 会 は 、人 間 性 を 失な わ しめ る もの で

な く人 間 を 人 間 ら しか らぬ労 働 か ら 解放 す る もの で あ り、 そ の意 味 にお い

て人 間 を よ り人 間 ら し く生 か す こ とを前 提 と して い る こ とは い うまで もな

い0

2.1.2NISの 要 請

前述 の如 く今 後 の 日本 を と りま く環 境 は 、 個 々の 企 業 とい う立場 か らで

はな く、 国家 とい う次 元か らの経 営 力 の競 争 とな つて き てい る。

そ れ ゆ'え 、 官 庁 、 企 業 、個 人 の生 活 を 含 めた シス テ ムの開発 がNIS

と して要 求 され る ので あ る 。特に来 たるべ き情報化 時代 には情 報 を 中心 とし

た情 報 付 加 価 値 の 国境 が地 下 資源 の確 保 を 中心 と した 地 域 的国 境 に とって

代 る で あ ろ う。

このよ うな時代 には人間 の頭の良 し悪 しが、そ の人 の入 手 した情 報 と これ に

対 す る付 加価 値 の 多 少 に よる ご と く、一 国 の能 力 も、 また その 国 が得 られ

る情 報 の量 とそれ に対 す る付 加価 値 の度 合 に よって 示 され るであ ろ う。
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そ して、このよ うな時代 に対処 す るた め には 、全 て の情報 を入 手 で き る コ ミ

ュニ ケ_シ 。ン ・ネ ッ トワ ー ク と、 得 られ た 情報 を 有 機 的 に処 理 で き る仕

組 とが必 要 とな る 。

この こ とは 前 述 の よ うに コ ン ピュ ー タを 中心 と した情 報 処理 機 械 に よっ

て 実 現 され る で あ ろ うが 、決 して道 具 で あ る コ ン ピュー タや その 他 の 機 器

が そ の主 役 を演 ず るわ け では な く、社 会 全体 を1つ の有 機 的な 仕組 み と し

て整 合化 して ゆ.く人 間 の英 知 こそ がそ の主 導 的役 割 を 演 じる ことは い うま

で もな い 。

しか も、こ う・いつた 情 報 化 時代 に は 国 際競 争 は 今 よりも つ と苛 烈な もの に

な るで あ ろ うか ら、 そ の時 代 に生 き ぬ くた め の 戦略 は よ り高度 な情 報 シス

テ ムの上 に しか な りた た な い だ ろ う。 そ して 国 際競 争 とい う性 格 か らこ の

シス テ ムは 日本 の 英知 に も とつ い た 独 自の仕 組 とな る で あ ろ う。

さて戦後、 日本 に導入 された米 国 式 の経 営学 は 日本 の企業 へ 幾 多 の貢 献 と

指 針 とを 与 えた が 、 日本 の 今 日の繁栄はむ しろ、米 国式 の経営管理 ではな く、

日本 的経 営 に よっ てい る こ とが 多い の で はな か ろ うか。 この意 味 におい て

日本 的 風 土 と土 壌 に青 くまれ た 日 本 的 経 営 管 理 シス テ ムに対 す る再 認 識

がな さnる べ きで あ り、 そ■Lをふ ま えTcNISの 開発 が要 望 され るの で あ

るo

別 の表 現 をす ■しば 、 こ こ にNISを 実 現す るfCめ に 日本 的経 営 管 理 シス

　

テ ム の開発 が 要求 され る理 由 があ る 。

次 に産 業 社 会 全般 を 通 じて考 えてみ ると、現 に物 流革 命 の 尖兵 と して宣 伝

さ れ てい る コ ンテ ナ リゼ エ シ 。ンの 包括 す る企 業 群 は 「バ イ ヤ ー、 商 社 、

メ ー カー、 銀 行 、 官 庁、 通 産 、 大 蔵 、税 関、 船 会社 、保 険 会 社 、倉 庫 会社 、

国 内 輸送 業 者 、 乙 仲、 問 屋、 最 終 需 要者 等 」 を 含 む 大集 団で あ りそ の荷 物
o
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の 流 オしと ドア ー ・ツ ー ・ ドア ー貫料 金 の仕 組 み は 荷 物 と共 に情 報 事 務 を と

もな っ て世 界 を か け 巡 るわ けで あ る。 そ こには 情報 シス テ ム とし て整 合化

の 問題 が あ るが 、 米 国 に生 れ た この シ ス テ ムは 日本 の業 界 に米 国 式 の シス

テ ムを押 しつ け て きてい るの で あ る。 勿論 米 国 式 の シ ステ ムに対 して 、常

に拒 絶 反 応 を 示 す 必 要は な い が 、 少 く とも今 後 、 日本 的 シス テ ム開発 に対

し破 壊 的な もの で な いか ど うか は充 分 検 討 され ね ば な らな い 。個 々の 企業

の枠 を こえた 一段 高 い次 元 か らの(NISの 立場 か ら)判 定 がな され な け

れば な らな い ○ こ こにNISの 早 期 確 立 の 要 請 が あ る 。

22NISの 機 能

2.2.1NISの 定義

前 節vak－ い て 、NIS開 発 の意 義 を 述 べ たが 、 そ の定 義 を 次 の よ うに 明

確 に してお く。

『個別 の企 業 や 官 庁 の枠 内 に と ど まら な い情 報 処 理 シス テ ムと有 機 的 関

連 を もって発 展 を 図 るべ き情報 シス テ ム』

2.2.2MISの 機 能

NISの 基本 的 な エ レ メン トは、 個 別 企 業 の経 営情 報 シス テ ム(MIS)

(行 政 機 関 にお い て も同様)で あ る 。

MI8は 、一 般 に 「経 営 にお け る意 思決 定を 正 確 か つ敏 速 に行 な うた め

の各 種 情 報 の総 合 的か つ 有 機 的 な 処理 シス テ ム』 と され てお り、 明確 な 定

義 は な いが 、 そ の 概念 を機 能 面 か ら理 解 して お く必 要 が あ る。

経 営情報 シス テ ムは、 第2.1図 に示す ような2つ の機 能 、 す な わ ち、 ①

『オペ レー シ ・ナ ル ・シス テ ム』 お よび 、② 『プ ラ ンニ ング ・シス テ ム』

に対応す る有機 的な情報処理機能 であ る。
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第2.1図

企 業内vateけ るMISの 機能
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『オ ペ レ ー シ ョ ナ ル ・シ ス テ ム』 とは 、 コ ン ピ ュ ー タ を 中 ・心 と す る 現

場 作業(た とえば 販 売 活 動 、 購 買活 動 な ど)に おけ る情 報処 理 機 能 であ り、

これ に は 、 『コン トロ ール あ るい は、 コ マ ン ドな ど』 の チ ェ ック機 能 や 制

御 機 能 が伴 い、 その 処 理 内容 には 、 オペ レー シ ・ナル な 情報 処 理 を 通 じて

『経営の意 志思 定に必要な報告書、統 計な どの作成』 を も含ん でいな けれ

ばな らな い 。

プ ラ ンニ ング ・フ ァ ン クシ 。ン に対 応 す る情 報 処 理 機 能 には 、上 記 オペ

レーシ ョナ ル ・シス テ ムか ら供 給 され る情 報 の ほ か に 『社 内外 の 関 連情 報

の供 給』 と、 これ らの情 報 の 『総 合 処理』 が そ の 内容 に 欠 く ことの で きな

い もの に な る。

オ ペ レー シ ・ナル ・シス テ ム(含 コマ ン ド機 能)は 戦 術 的な 機 能 であ り、

プ ランニ ング ・シス テ ムは 、 戦略 的機 能 の一 部 であ る 。

従 って、 それ ぞ れ の 機 能 に イ ンプ ッ ト ・ア ウ トプ ッ トさ れ る情 報 の ソ ー

ス ・ル ー ドお よび 特 質 を とらえ る こ とが、NISを 考 える上 で重 要 な こ と

に なる。

2.2.3オ ペ レー シ ョナ ル ・シス テ ムにお け る情 報 の 流 れ

オペ レ ー シ ョナル ・シ ス テ ムに お け る情報 の 流 れを 、 最 も単 純 化 す れば 、

eg21.2図 の よ うに示 す こ とが で き よ う・

オペ レ ー シ ョナ ル ・シス テ ムは 定 型 的 な業 務 処理 を 中心 とした 「情 報 の

流 れの 定 常 的 な サ ー キ ュ レ ー シ ョンを 形成 す る』 の が通 常 で あ り、 そ の意

味 で は 戦術 的情 報 の 流 れ で あ る 。

注:こ こでい う情報 のサ ーキュ レー ションとは、情報の内容 ・形態等が不変で・一定 の

時間 とルー トを条件 とするよ うな意 味ではな ぐ、たとえば・出荷に関連 する情報が

出てゆけば、入金 に関連す る情報が入って ぐるな どのよ うな意 味である。
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第2.2図

オ ペ レ ー シ ョ ナ ル ・ シ ス テ ム に お・け る
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当 初 は 、 定 型 的 大量 業 務 を 個別 に対 象 と して コ ン ピ ュ ー タ適 用 が な さ

れた が 、 現 在 で は 、 この よ うな個 別 に 自己完 結 的 に な りが ち で あ った対 象

業務 の 間 の 情報 の斉合 性 を 高 め る処 理 機能 が完 成 しつ つ あ り、 進ん だ 企業

に おい て は、 この よ うな処 理機 能 か ら、経 営 の た め の各 種 計 画設 定 に 必要

な報 告 書 、 統 計等 の作 成 、す な わ ち、 戦 略 的 機 能 に 役立 つ情 報 の供 給 を 可

能 にす る域 を 目指 して い る。

企 業 の 枠 を こえる情 報(社 外情 報)の 入 出力 は 、例 え ば、 販 売、 購 買等

相手 企 業 と の 定常 取 引 情報 等 が主 な もの で、 オペ レ ー シ ・ナル な企 業 活動

に伴 な うもの と して 、 企 業内 に お い て サ ー キユ レ ー シ ・ンを形 成 す る情 報

と同質 であ る とみ な し得 る 。

2.2.4経 営 の た め の計 画作 成 に対応 す る情 報 処 理機 能vateけ る情 報 の流

れ

いわ ゆ る プ ラ ンニ ング ・フ ァン ク シ ョンにお け る情報 の 流れ を整 理 す れ

ば、 第2.3図 の よ うに示 す ことが で き よ う。

オ ペ レー シ ョナル ・シス テ ムの 情 報 サ ーキ ュレ ー シ ョンか らプ ール され

た(サ ー キ ュ レー シ ョンの 機能 と して 定 型 的 に直送 され る もの は、 情 報 ブ

ー・・の時 間 を ・とみ る)情 報 の供 給 とオペ ‥ シ ・ナ万 システ ム以 外 〔

例 えば、 社 会 資本 の投 資 に よって整 備 され る統 計、 海 外 市場 情 報、 特 許情

報等 の経 営 情 報)か ら入 力 され、 プー ル され た情 報 の 供 給 とが、主 な もの

と して あ げ られ る。

後 者 の場 合 は 、 「情報 の ソ ース』 「情報 の 評 価』 「情報 の供 給 ル ー ト』

な どの 面 に 多 額 の経 費 を要 す る の が普 通 で あ り、 これ らの 点 につ い て 、社

会 資 本 の 大幅 投入 に よる ネ ットワー ク の情 報 処 理 シス テ ムが 完 備 され れ ば

理想 的 で あ る。
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第2.3図 プ ラン ニ ン グ'7・"シ ヨン陸 け る情 報 の 流 れ
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また、 マ ーケ ッテ ング情 報 の よ うな コマ ー シャル ベ ー ス に の る 内 容 の

もの に つ い ては 多 くの専 業 的 企業 が成 立 す る ことが 予想 さ れ る 。

2.2.5NISの 機能

以 上 の 経 営情 報 シス テ ムの 機 能 お よび 経 営情 報 の流 れ を 把 え た前 提 に た

ち、NISの 定 義 に対 応 す る機能 を 最小 の ユニ ットで考 え てみ る と、 第

2.4図 に示す よ うにな る。

企 業 の枠 を こえ る情 報 の 流通 と して、① は前 記、 オペ レー シ ・ナル ・シ

ス テ ムに対 応 す る もの で あ り、② は 、 プ ランニ ング ・フ ァン ク シ ・ンに対

応 す る もの の うち、 サ ーキ ュ レ ー シ ・ ン以 外 の もの で あ る 。③ は 、 直…接的

な フ ィー ド ・パ ッ クが 行 わ れ が たい ケ ースの情 報 提供 であ る。

① は、 今 後 のNIS形 成 に最 も多 く出 る ケー ス であb、 民 間 の 自律 機能

に よって 推 進 され る もの と考 え られ 、 適切 な誘導 政策 で 、 よ り円 滑 に発 展

す る 分野 で あ る とい え よ う。

と くに、ここで指摘 され な け れ ばな らない ことは、 この よ うな企 業 間 、 あ る

い は行 政機 関 の結 び つ きが 、 単 な る情 報 の 伝 送 に 止 ま らず 、 オ ン ライ ン

の場 合 は 、 オペ レー シ ョナ ル ・シス テ ムに よって、 例 え ば 系 列 企 業 グル ー

プの 連 結決 算 を 行な うな ど、 企業 活動 そ の もの の一 部 にな って くる ので 、

経 営 権 や行 政 権 が束縛 さ れた り、 そ の 円 滑 な運 用 が 妨げ られ な い よ うな条

件 が 絶 対 に必 要 で あ る とい うこ とで あ る。

② は、 情報 の整 備 そ の もの に 多大 の社 会 資本 の投 資 を 必 要 し・ 行 政 機 関

等 の情 報 処理 システ ムの サ ー ビス 機 能 に依 存す る こ と も多 くな る ケ ース で

あ る。 また 、 民 間 で 可能 な 分 につ い て は、 専 業 的 企業 を 積極 的 に育成 す る

必 要 の あ る分 野 とい え よ う。
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第2.4図NISの 最 小 ユ ニ ッ ト(A社 を 中 心 と し て)
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以上 、NISの 最 小 ユニ ットの機 能 をみ た が 、 この よ うな ユニ ットの結

合の 方 向 づ け につ い て は、 合理 的 な概念 が 総合 的 に打 ち立 て られ る こ とが

望 ま し く、そ の ア プ ロー チ の た め、 需要 サ イ ドお よび シス テ ム ・サ イ ドの

現状 か ら考 え られ る可能 性 を 含 め て、 具体 的考 察 を 、以 下 す すめ る こ とに

す る。
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5・ 需 要 サ イ ドか ら の ア プ ロ ー チ

3.1序 論

わが 国 の社 会 経 済 の発 展 に伴 ない 、 情 報処 理 に対 す る需 要 は 飛 躍 的 に増

大 しつ つ あ る。す な わ ち 、 わ が国 経 済 の国 際化 進 展 に よ り欧 米 の世 界 企 業

との競 争 は一 層激化 して お り、 他 方 国内 に あ つて は 産業 の再 編成 等 の 展 開

の なか で 、 各 企業 での生 産部 門、 販 売部 門は もと よ り、 サ ー ビス部 門、 研

究 開発 部 門の拡 充 が 、 ます ます必 要 に な って きて い る。 こ うした 産 業 全 般

に わた る企 業活 動 の発 展 の な か で、 政 府 ・公共 機 関 のな す べ き役 割 の重 要

性 は 日増 し に高 ま って い る。 加 え て 、 国民1人1人 の生 活 の 向上 は、 わ が

国 全体 に課 せ られ た問 題 で もあ る。

かか る意 味 にお い て 、 企 業 、政 府 ・公共機 関、 国 民生 活 を 密接 かつ 有 機

的 に 結び 付 け 、発 展 させ て い くもの が 「情 報 の有 効 利 用」 に ほ かな らな い 。

従 来 、 わ が 国 にお け る情 報 処 理 の 実情 は 、 口頭 に よる 処 理 、電 信 電話 に

よる 処理 、 文 書、 印 刷 物 な どに よる処 理 一 な どが 中 心 とな つて行 なわ れ

て きた 。 しか しな が ら、 近 年 、 コ ン ピュ ー タの普 及 に より、 遠 隔情 報 処 理

技 術 が発 展 しつつ あ り、 情 報 処 理 の 高 度化 を促 進 す る大 きな 要 素 の一 つ と

な ってい る。現 在、 情 報 処 理 にあ た っては 、 シス テ ム概念 が 導入 され、 た

とえば、一 企 業 の発 展 の ためにも、わ が 国 全体 の発 展の た め に も、 各 シス テ

ム間 の有機 的 な結合 を 実 現 し、組 織 に お け る情 報 の有 効 な 活 用 を 促 進す る

必 要 に迫 られ て い る。

企 業 を例 に と るな らば 、 将 来 の発 展 の ため に は① オペ レ ー シ ・ナル ・シ

ス テ ムと コ マ シ ド機 能 の 充 実、 ② 計 画 、意 思決 定 シス テ ムの 合 理 化 一 一が

必 要不 可欠 の条 件 とな つ てお り、① 、 ② を満 た す た め には 、 内 部 情 報、 外
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部 情報 を 問 わ ず 、情 報 体 系の整 備 が 重 要 な課 題 で あ る・

現在 、 わが 国 では 、 取 引 き情 報 処 理 の整 備 を 中心 と し、 オペ レー シ ョナ

ル ・シス テ ムお よび コマ ン ド機 能 は 、 順 次 高度 化 の方 向に 向 って お り、 今

後 もい っそ うの発 展 が予 想 され る。 しか しな が ら 、情 報 処 理 の 高度 化 に よ

る経 営 計 画 、意 思 決 定 シス テ ムの合 理 化 は か な り遅 れ てい ると 言わ な け れ

ば な らな い 。 そ の 大 きな原 因 は 、経 営計 画、 意 思決 定 に必 要 な 外 部情 報 の

処理 が、 一 企 業 だ け では解 決 で きな い 問題 を 含ん で お り、 情 報 処理 シス テ

ムの有機 的 な 連 関 が不 完 全な ま まに終 始 してい る現状 で あ る。 これ らの 問

題 を かか えて い る に もか か わ らず 、情 報 処理 の高 度 化 に対 す る努 力は 、 各

方 面 で進 め ら れ て い る一 方 、 わが 国 全 体 の 情報 の有機 的処 理 体 系、 すな わ

ち 、外 部 情 報 を 専 門 的 にサ ー ビスす る 公 共 的 な 性 格 を 持 つ デー タバ ンク

の設 立 を 含 あ、NISの 確 立 を早 急 に推 進 して ほ しい とす る声 も産 業 界 を

は じめ と して、 各方 面 で強 く叫 ば れて い る こ とも事 実 で あ る 。

本 章 では 、 か か るNISに 対す る需 要 を、 各 分 野 に わ た り、 情報 処 理 に

対 す る需要 面 か ら と らえ、以 下 各 論 を 次 の8節 に分 け まとめ た ・

① 生 産 部 門 に お け るNIS

② 流通 部 門 にお け るNIS

③ 金 融 部 門vatoけ るNIS

④ マス コ ミ(広 告 代 理業 を含 む)部 門vateけ るNIS

⑤ 政 府 ・公 共 機 関 にお け るNIS

⑥ 医 療部 門 に お け るNIS

⑦ 科学 技 術 、 研究 、教 育 部 門 に おけ るNIS

⑧ サ ー ビス お よび そ の 他 の 部 門vateけ るNIS
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3.2各 論

3.2.1生 産部 門 に拾 け るNIS

生 産部 門 に お け るNISを 鉱 工 業、 公 益 事業 に分 け て述べ よ う。

鉱工 業 、 公益 事業 に お け る企 業活 動 は 、綿 密な サ イ クルを も一 て 営 まれ

て お り、 概 ね ①発 展の た め の計 画 機 能(研 究 開発 、 設 備 投 資等)、 ② 管 理

機 能(購 買 、 外 注、 生 産 工程 等)、 ③ 販 売 お よび 流 通 関 係 機 能 に 分 れ ・

業 種 に よ り、 各 機 能は そ れぞ れ特 徴を も って い る ・

企 業 に お け る情報 処 理 機 能 は これ らの機 能 を 発 揮 す る と同 時 に、 外 部 の

関連 企 業 諸 団体 あ るい は諸 機 関 と有 機 的 な結 合 を 図 る もの でな け れ ば な ら

ないo

まず発 展 の た めの 計 画機 能 を 合 理 化 す る にあ た つて 、 企業 は 産 業技 術、

他 企 業 の動 向 、 内外 市 場動 向等 に関 す る情 報 を 必 要 とす る 。 これ らの 情報

は 、 一 企 業 内 で十 分 に得 られ る もの でな く、 官 庁 お よび 市 場 調 査会 社 、 広

告 会 社 、 工 業 会 、諸 団体 、 諸機 関等 民 間の 情報 提供 機 関か ら情 報 を得 て、

自か ら処 理 、 加 工 、分 析 、 蓄 積 す る必 要が ある 。 これ ら の情報 は企 業 の 意

思決 定 に当 っ て欠 かす こ との で きな い もの で あ り、 企業 の活動 力 を 高 め る

上 で 強 力な 武 器 とな る もの で あ るが 、 これ らい わ ゆ る 外部 情報 の供 給機 能

は決 して充 分 な状 態 にあ る とは い え な い の が現 状 である。今後、わが国経済

の発 展 の ため には、 こ う した計 画機 能 を発 揮 させ る外 部情 報 の供 給機 能 の

拡 充 を 国 全体 で解 決 す る必 要 が あろ う。 こ うした 実 情 を反 映 す る もの と し

て 民 間 企 業 で は 、 た とえ ば技 術、 特 許 情報 等 の サ ー ビス を望 む 声が 化 学 、

機 械 工 業 な どに 強 く、 また 諸 官庁 の 公 表 す る マ ク ロ、 セ ミマ ク ロの統 計 デ

ー タ につい て は磁 気 テ ー プベ ース での サ ー ビス に 対す る要望 が販 売 面 を 重

視 す る産 業(た とえ ば 消費 財 産業)で 一 般 的 に強 い ・
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米 国 に● い ては、 す で に宇宙 開発 、 原 子力 等 の技 術先 端分 野 を 中心 と し

て、 強 力な 情 報 サ ー ビス体 制 が と られ て お り、 情報 サ ー ビス機 関 と企 業 と

の 結 びつ きは 今後 ます ます深 ま ると み られ てい る。 また 各種 経 営 の 意 思決

定 に必 要 な情 報 の一 部 は 既 に 情報 サ ー ビス会 社 に よ り供 給 が 開始 され てお

り、 今後 も発 展 が 見込 まれ て い る 。 か か る米 国 の実 態 か らみ て もわが 国 全

体 の イ ン フ ォー メー シ ・ン ・シス テ ムの あ り方 を 早急 に打 ち た て る 必要 が

あ ろ う。

次 に 購 買 、外 注 な ど管理 機 能 の た め の 情報 の交換 は 、 多 くの場 合 カー ド

ベ ース で 行 なわ れ て い る のが 現 状 であ る。 この場 合 各種 コ ー ド等 が標 準 化

され て お らず、 業務 遂 行 の能 率 化 を 妨 げ て お り、 各種 標 準 化 を1日 も早 く

進 め てほ しい とい う要望 は 強 い 。 しか しな が らか か る問題 は未 解決 の ま ま

であ るに して も下 請 け企業系列 の企 業を 中心 に選 別 して、 情報 処理 網 を 実 現

して い く計 画 を持 つ 企 業 も少 くな く、 オペ レ ー シ ・ナル機 能 を拡 充 して形

成 され る イ ン フ ォー メー シ ョ ン ・シス テ ムの一 つ の典型 とな る動 きを 見せ

てい るo

この よ うな シス テ ムは 、本 来 、 関連 企業 相 互 の 自主性 に よって 形成 され

るべ き であ る が、 オ ン ラ イ ン ・シス テ ム形成 上 障害 とな る 問題 、 た とえば

通 信 回線 の 問 題 あ る いは上 述 した各 種 標 準 化 の 問題等 は政 府 の情 報 産 業 政

策 と して解 決 され るべ き もの で あ る とす る 声が 民 間 ユ ーザ ーに非 常 に強 い

こ とを 強 調 して お かね'ばな らな い 。

また、販 売 活動 に伴な って商 社、 代 理 店 、 小売 り店 、 問屋 な ど流通 機 構 と

の 情報 交換 が 必要 で あ り、特 に消 費 財 産 業 の よ うな、 マう プ ロダ ク シ 。ン、

マス セ_ル ス を 推進 しな け れ ばな らな い 産 業 に お いて この傾 向 が 強 い 。か

くして 販 売 にお け る情報 処理 網 の充 実 は 、 各 メ ーカ ーに とって マ ー ケ ッテ
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イ ング機 能 と も関連 して 重 要 な 課 題 とな り、 流通 機 構 の合 理化 とも合 わ せ

て、 大 きな 企業 間情 報 処 理 網 の 形成 が 必要 とな っ て きてい る 。商 社 と メ ー

カ ーの情 報 処 理 網 はす で に一 部 に 形成 され て お り、 こ うし た イ ン フ ォ ー メ

ーシ ・ン ・シス テ ムの拡 充 に よっ て さ らに ス ーパ ーな どの量 販 店 、 あ る い

は ボ ラ ン タ リー チ ェ ー ン本 部等 との 間 に情報 処理 網 が 形成 され る こと も考

え られ る。 .

企 業 の販 売活 動 、 購 買活 動 の うえ で輸送 が主 要 な位 置 を 占め てい る。特

に マス プ ロダ ク シ 。ン、 マス セ ール ス を行 な う産業 に お い ては 、 商 品 の 流

通 上 交換 され る情報 量 も多 い 。従 っ て、 た とえば輸 送 会社 との 情報 処理 網

が 形成 され る必 要性 が で て い る ・

一 方、 消費 者 の各 種 代 金 支払 い のた め、 電 力 、 ガス な ど公益 事 業 では す

で に、銀 行 で の振 り替 え 支払 い シス テ ムを 採 用 して お り、 他 の産 業 に お い

て も、銀 行 と直接取 り引 きに 関す る情報 の交換 シス テ ムを 導入 す る と ころ

が 少 な くな い 。 こ うした 金 融 機 関 、そ して消費者 との イン フォ ー メー シ ョン

シス テ ムは、 今 後 ま す ま す 活発 に な ろ う。

また、支払い以 外 に、各 種 の 資金 運 用 に伴 な う情 報 の 交換 シス テ ムが 金 融

機 関 との 間で 実 現 され る と思 わ れ る。

また、 今後 一 層 巨大 化 す る とみ られ る コン ビナ ー トに お い て は 企 業 間 の

相 互 連携 が 強化 す る と共 に、 コンビナー トセ ンター的 な情 報 処 理 網 が 形成 さ

れ る ことが 予 想 さ れ る。 コン ビナ ー トセ ンタ ーは 、 コ ン ビナ ー トに属 す る

企 業 を主 体 とす る情 報 網 で あ り、 地 域性 が強 い と ころに特 徴 が あ る 。

以 上 の よ うな 各企 業 に お け る情報 処 理の 高 度化 に伴 な うイ ン フ ォ ー メー

シ ・ン ・シス テ ムの発 展 に よって、既存の メーカー団 体 の 性 格機 能 は 必然 的

に変 化す るで あ ろ う。
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即 ち 、これまで の機能 に加 え 当然 情 報処 理 と提供 サ ー ビス機 能 が拡 大 さ れ、

い わ ゆ る産 業 部 門 にお け る専 門的 デ ー タ バ ンク機 能 を満 す こ と になろ う。

この点 は、 今 後 わ が 国 のNISを 形 成 す る上か ら必要 な点 で あ る。

以 上 を 要 約す れば 、 生 産部 門 にお け るNISの 形成 に あ た り、第1に 、

産 業技 術情 報 お よび市 場情 報 、企 業 情 報等 ・ 各 企 業 の技 術 開発 ・ 経 営 計画、

澄 よび意 思 決 定機 能 を 拡 充す るた め の情 報 の 供 給 機 関 をつ くる こ とが 急務

で あ り、 この ため 多 額 の社 会 資本 と適 切 な誘 導 政 策 が必 要 と され る 。

また 、購 買 、 外 注 、 販 売、 輸 送 等 の 機 能 に対 して は 、企 業間 に オペ レ ー

シ 。ナ ルな 情 報 処 理 網 が形成 され る と考 え ら れ る。 このた め には 企 業 の情

報 処理 の 高度 化 のた め の 自主 的努 力 をバ ックア ップす る諸 施 策 が必 要 とな

ろ う0

3.2.2流 通 部 門 に お・け るNIS

現 在 流通 業 は 大 きな変 革 期 に あ る 。た とえば 、 小 売 業 に お け るス ーパ ー ・

チ ェ ー ンス トア の急 成 長 、 百 貨店 の 巻 き返 しの なか で 中小 小 売 り店 は ボ ラ

ン タ リ ー ・チ ェ ー ンを 結成 して対 抗 し、 また、 メ ーカ ーや 商 社 は競 って 流

通 部 門 に進 出 す る。 こ うした 流通 機 構 の 再 編成 のな か で、 卸機 能 の あ り方

が再 検 討 され るな ど、 さま ざ まな動 きが み られ る 。情 報 処 理 部 門 も こ うし

た変 革 の動 きに つ れ急 速 な伸 展 が 予 想 さ れ る・ しか しな が ら、 情報 処 理 の

高度 化 とな る と現 段 階 で は、 商 社 、百 貨 店 、一 部 チ ェ ーンス トアや 卸 商 を

除 い ては 、 コ ン ピュ ー タの導入 す ら遅 れ てい る現状 で あるが、取 引合理化 の

た め の業 者 間 ネ ッ トワー クの形 成 を は じめ と して 、末 端 の小 売 り業 にお い

て も共 同 コ ン ピュ ー タ ・セ ン ターの 設立 な どマス セ ール ス時 代 に適 応 す る

た め の情 報 処 理 体 制 の確 立 へ の萌 芽 は 随所 に 見 られ る。

しか し、 これ ら 流通 部 門 では 、特 に若 年労 働 力 の不 足 と人 件 費、 流通 経
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費等 の コス トの上 昇 とい う大 きな 問題 が 深刻 化 して い るの が実 情 で あ る。

この よ うな 問題 の解 決 を 第1目 的 に して 、事 務 処 理 の合理 化 を進 め るた め

コン ピュ ー タを 導 入 し、 本 支 店 間 を統合 した情 報 処 理 シス テ ムを 確 立 す る

一 方
、 大量 生 産=大 量 販 売体 制 の 強化 を 推進 す る動 き が、 卸 、小 売 りあ る

いは ボ ラ ンタ リー ・チ ェ ー ンに強 くあ らわ れ て きてい る ことは 明 確 な事 実

であ る。

小 売業 に お け る動 きをみ る と、激 しい 変 化 の 中で 百 貨店 は 店舗 の 巨 大化

と多店 舗 化 を 進 め 、 ス ーパ ーマ ー ケ ッ トは チ ェ ー ン化 等 一 段 と規 模 の拡 大

を行 な 一・て い る 。

特 に百 貨 店 で は コ ン ピュ ー タを 利 用す る こ とに よ り、 商 品 に よつ て は本

部集 中仕入 れ 制 を 採 用 、 または 採 用 予 定の もの が 少 な くな い 。 また、 ス ー

パ ーは コ ン ピュ ータの 導入 に よ り本 支 店 間 で の商 品 の 単 品管 理 に よる メ リ

ッ トを追 求す るな ど して経 営 の 近代化 を 図 って お り、 オ ン ライ ン システ ム

へ の欲 求 は 現 状 では 遅 れて い る とい うもの の、 オ ン ライ ン シス テ ムへ の要

求 は将 来大 き くな る もの と予想 され る。

小 売 業 では 、 この ほ か に ボ ラン タ リー ・チ ェ ーン の動 きが活 発 で メー カ

ーを 中 心 とす る もの、 問屋 、 大 型 小売 店 を 中 心 とす る もの等 、 種 々 の ボ ラ

ンタ リー ●チ ェ ー ンが 誕 生 しっ つ ある。 ボ ラ ン タ リー チ ェー ンにおい て は

本部 と加 盟 店 間で 共 同 仕 入 に際 しての会 計 代行 を 始 め とし、 商 品管 理 、配

送管 理 、在 庫 管 理 が集 中的 に行 なわ れ る もの と思 われ る。

以 上 の よ うな 小 売 業 の 規 模 の拡 大 に よって は 、 全 国 的 な販 売 網 を 持 つ小

売 企業 が ます ます ふ え 、 同 時 に イ ンフ ォー メー シ ョン ・シス テ ム も、 ナ シ

・ナ ル ・ワ イ ドな もの に な ってい くで あ ろ う。 しか し、各 地 域 毎 に商 慣 行、

交通 事情等 が 異 な るの で、1企 業 だけ で は入 手 で き ない 市場 動 向、 消費 需
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要な どの情 報 サ ー ビス業 が地 域 毎 ある いは 経 済 圏 ごと に形 成 され 、 これ ら

の サ ー ビス 業を 中心 と して ネ ッ トワー クが つ くられ てい くこ と も じゆ うぶ

ん 考 え られ る 。

こ うした動 き のな か で 、 メ ーカ ー とス ーパ ー との 直接 取 引 へ の動 きが 一

層活 発 にな つ てお り、 そ れに 応 じて 「原 料 メー カ ー ーー一加工 メ ーカ ー 一

問屋 一 チ ェ ー ン ・ス トア あ るい は ボランタリー ・チェー ン」 「メー カー

ス ーパ ー」 とい った取 引 に 関す る ネ ッ トワー クの 形成 が 予 想 され る 。

卸 の分 野 で は、 現 在 、 メー カ ーの 流通 部 門へ の進 出 と、 小 売 にお け る ス

ーパ ーや ボ ラ ンタ リー ・チ ェ ー ンの成 長 に よる メ ー カー直 接取 引 きとの は

さみ うち に あ い、 卸機 能 自体 のあ り方 が 問題 に な りつ つ あ る 。 今後 の 卸 機

能は 在 庫 と配 送 の 面 で 十 二 分 に発 揮 され る必 要 が あ り、 同 時 に新製 品の 開

発 、 市 場動 向 の把握 に よ り販 路 の拡 張 を進 め る こ とが 急務 とな る であ ろ う。

かか る形 態 か ら推 して 、 内部 事務 処理 の 効 率 化取 引 きの合 理 化 は む ろん

の こ と、 今 後情 報 サ ー ビス や 消 費 市場 の適 切な 把握 に よる製 品 開発 の 方 面

に コ ン ピュ ータ の利 用 が 進 展 す る もの と思 わ れ る 。

か くして、 今 後 進 展 す る イ ン フォ ー メー シ ・ン ・シス テ ム と しては 、 商

社 は小 売 業 との ネ ッ トワー ク、 情 報 サ ー ビス の ため の メー カ ーや 小 売 業 と

の ネ ッ トワ ーク、配 送 に 関 す る輸送 業 との ネ ッ トワー クな どが 考 え られ る。

流 通 部 門 全体 の 変 革 の な か で 、商 社 は 今後 メー カー との協 力体 制 に よる

販 売分 野 の 開 拓、 ボ ラ ン タ リー ・チ ェ ーンの主 宰 、 ス ーパ ーへ の接 近 に 力

を入 れ る こと にな ろ う。 この た め情 報 サ ー ビス の機 能 の 充 実 が 一段 と要 求

され 、 メー カーに対 して は 製 品開発 の情 報 を 、 問 屋、 小 売 業 に対 して は 販

売 指導 が 行 な え るた め の 情 報 の サ ー ビス機 能 を 持つ ことが重 要 とな ろ う。

とす る と商 社 を 中 心 とす る ネ ッ トワー ク として 「'メーカ ー商 社 」 「問屋 一
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商社 」 間 の 需要 が大 き く、 扱 わ れ る情 報 も単 な る取 引 情 報 のほ か、 需 要 動

向 デ ー タ、 商 品情 報 、海 外 情 報 、 技 術 情報 等 多岐 に わた るで あ ろ う。 加 え

て オ ン ライ ン ・リア ル タイ ムへ の 要求 も大 きい 。 特 に商 社 は 国際 的 な 拡 が

りを 持 って お り、 海外 の 企 業情 報 、 商 品情 報 、市 場 情報 等 のサ ー ビス が 大

い に期 待 され よ う。

輸 送 業 、 倉 庫業 な どの 情報 処理 体 制 は 一 般商 業 に比 較 して、 現 在 進 ん で

お り、 既 に1社 内 での オン ライ ン ・システ ム も開発 され て い る 。 この 方 向

は 更 に進 み 、 国 内を い くつ か の ブ ロ ッ クに分 け、 各地 域 の 社 会経 済 事情 を

考 慮 した地 域 圏 セ ン ターの 結合 ネ ッ トワ ークが 形成 され て 、 効 率 的 な輸 送

体 系を 目指す こ とに な る と思 わ れ る。 自動 車、 鉄 道 、海 運 な ど異 な った 部

門 間 も コ ンテ ナの普 及 に よ り一 貫大 量 輸 送 とな りつ つあ り、 これが 実 現 し

た 場 合 には 、 パ ンフ レ ッ ト、 プ ール 機 構 、 輸 送業 、 倉庫 業 を 結 ぶ オ ン ライ

ン ・シス テ ムが実 現 し よ う。

最後 に農 林 漁 業 につ い て ふ れ よ う。

農林 漁業 は 、 わ が国 にお い て近 代 化 の遅 れてい る産 業 の一 つ であ るが 、

今 後 、 流通 の近 代 化 と して 大 きな役 割 をは た す こ とにな ろ う。農 林 漁業 は

元 来 「3.2.1生 産部 門 に おけ るNIS」 で取 り上 げ るべ きで あ ろ うが 、 中

心 が 農協 活 動 に ある と ころか ら本 節 で 述 べ る こと にす る。

近年 、農林漁業等 にお い ては 協 同 組合 活 動 が活発 化 しつ つ あ り、 イ ン フ ォ

ー メ_シ.ン ・シス テ ムの 中 核 と して も発 展す る もの とみ られ て い る 。協

同 組 合 の 活動 は 、 農 林 漁業 生 産 を 促 進 す るた め の信 用 事業 、 購 買 事 業 、 販

売 事 業 、 共 済 事業 等 が主 な もの で あ るが 、 そ の他 に運 輸 、 加工 、 貯 蔵 、 医

療 、 教 育 等 多方 面 に もわ た り、 地 域 経 済 の 中心 的 な役 割 を はた して い る。

例 を 農 協 に とる と、 各県 信 用農 協 連 合 会 、 農林 中 央金 庫 が県 、 全 国 の 資
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金 プ ール とな っ てい る。

販 売 、 購 買 につ い ては、 各 県 に経 済 連 な どを置 き、上 部 団体 と して 全国

販 売 農 協 連合 会、 全 国購 買農 協 連 合 会 が あ る。

現 在 、協 同組 合 は 資金 力 が強 く、 コ ン ピュ ー タ導入 も、県 経 済連 、 全国

連 合 会 を 中心 に進 め られて お り、協 同組 合 単 独 で小 型機 を 導入 してい る例

も少 な くな い ・

これ らの協 同 組 合 は 、県 経 済 連 、 全 国 連合 会 と の情報 交 流の必 要 性 が 強

く、特 に信 用事 業 を 中心 と した 系 列的 ネ ッ トワ ークが 形成 され る 可 能性 が

強 い と思 わ れ る 。

また 、協 同組 合 が 農 業 全般 にわ た り経 営 管理 的機 能 を農 業 全般 に満 たす

よ うに変 化 す る こ と も予想 され るが 、 そ の場 合 は 、県 経 済 連 、 全販 連 、 全

購 連 等 の 予 測 、計 画 面 の情 報 処 理 は よ り重 要 に な る と思わ れ る。

しか し、 現状 は 、 各 単位 協 同 組 合 、県 経 済連 、 全国 連合 会 が 、 個別 に コ

ン ピュ ー タを 導入 してい るため に、ネ ッ トワ ーク形 成 時 には 、標 準化 の 問題

が 重 要 にな る と思 わ れ、ま た通 信 回 線 の 利 用 も必 要 とな ろ う。

3.2.3金 融部 門 にお けるNIS

わ が 国 の急 激 な 経 済 発 展は 、 金 融 業 に お け る取 引 の 大衆 化 、 信 用 流通 の

増 大 を うな が し、 業務 の 多様 化 等 とな ・・て 現 わ れ て きて い る。 さ らに金 融

機 関 では 、競 争 が 激 し くな って お り、 資 金 調達 競 争に一 層 の拍 車 が か け ら

れ て い る 。す な わ ち 銀 行 業 では 、 激 しい 預 金 獲得 競 争 とな って 表 わ れ、 外

部 に対 しては 、 正 確 、 迅 速 で便 利 な サ ー ビ ス シス テ ム、内部 に対 しては

事務 コス トの 切 り下 げ 、 さ ら には 経 営 管 理 シス テ ムの 質 的 向上 を 目指す 業

務 の 機械 化 が行 な わ れて い る 。

特 に オ ン ライ ン ・シス テ ムは 、 最 も進 ん でい る業 種 の一 つ で あ ろ う。
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銀 行 では、 これ らサ ー ビス競 争 の激 化 に対応 してす で に一 部 の都 市 銀 行、

地 方銀 行 、 相 互銀 行 で 「本 店 一 支店 」 間 の ネ ッ トワー クが 形成 さ れ、

普通 預金 、 定期 預金 、 積 立 定 期 預 金 、貸 付 等 が オ ン ライ ンで処 理 され てお

り、 そ の他 の銀 行 にお い て もオ ン ラ イ ンで の 処理 システ ムの検 討 が進 め ら

れて い る。 他 方、信 用金庫、信 託 銀 行 等 で は、 共 同利 用 セ ン タ ーと して外 部

の情報 処 理 会 社 に業務 を委 託す る例 も見 ら れ、銀 行 業務 の機 械 化 が 急 速 に

進展 してい る。 また 、銀 行 間 で の国 内為替 業 務 とそ の照 合 等 を 行 な うネ ッ

トワー クす な わ ち.「都 市銀 行 一都 市 銀 行 」 「地 方銀 行 一共 同利 用 セ ン ター」

等 の ネ ッ トワ ークが増 大 す る動 き も活 発化 してい る 。

また 、 サ ー ビス強 化 の 一 つ と して 自動 払 い込 み システ ム(た とえ ば 「銀

行 一電 力 」 「銀 行 一ガス 」 「銀行 －NHK」 「銀行 一税務機関」 「銀 行 一保

険機 関」等)の ネ ッ トワー クを い っそ う整 備 す る 必 要が現 わ れ て い る。

さら に一 般 大 衆 の金 融 機 関利 用 が盛 ん にな つ て お り、 割 賦販 売 の 利用 、

ク レ ジ ッ ト、 給 与 の小 切 手支 給等 、 キャ ッシュレス ・ソサエティへ の 移 行 の

兆 候 も見 られ る。 か くして 「銀行 一割 賦販売会社」(自 動 車 の ロ ー ン、 不動

産 の ロ ーン等)お よび 「銀 行 一信 用 販 売会 社 」 の情 報 交換 の 必 要 性 が 今 後

一 層 高 ま る もの と思わ れ る ・

米 国に お い ては 、 こ うした キャ ッシュレス ・ソサ エティ の足 が か りと して

「銀 行 一小 売 り店 」 を タ ッチ トー ン電 話 で結 び 、 顧 客の 口座 か ら小 売 り店

の 口座 に 自動 的 に決 済 され る シス テ ムの実 験 が 行 なわ れ て お り、 わ が 国 に

お い て も 「銀 行 一百貨 店 」 に オ フ ライ ンな が ら1例 をみ る こ とが で きる こ

とか ら、 こ うした 方 向 に 向 う もの と見 られ てい る。

以 上受 信 面(預 金 、 信 託業 務)の サ ー ビスを 中心 にのべ て きた が 、上 の

シス テ ムが マ ネ ジ メン トの た め に豊 富 な 資料 を 提 供 す るのは も ち論 で あ る
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が 、 さ らに、 「銀 行 一 日銀 」 「銀 行 一大 蔵省 」 「銀 行 一証 券 会 社 」 「銀 行

一 中小 個別 金 融 機 関 」等 の ネ ッ トワー ク に よ り、 企 業分 析 、 預 金 の 予 測、

貸 付 予 測、 費 用 対 効 果 分 析 を 行な うた め 外部 情 報 の収 集 が増 大 す る もの と

考え られ る 。

これ ら外 部か ら の情 報 と委 託 業務 、 決 済業 務 等 の 内 部 か らの情 報 を 蓄積

し、 カス トマ ーに情 報 の検 索 サ ー ビス 及 び情 報 提 供 サ ー ビス も一 部 行 なわ

れ始 め てお り、 こ の傾 向は 強 ま って行 くもの と思 わ れ る 。 さ ら に高 度 な計

算 処 理 能 力 で 財務 に 関連 した計 算 サ ー ビス(給 与 作 業 原 価報 告 、 先 に上 げ

た各 種 ロー ン)を 行 な った り、 高 度 な マ ネ ジ メン ト ・コ ンサ ル タ ン トサ ー

ビス等 のい わ ゆ るACS(オ ー トメィテ ツド・カス トマ ー サ ー ビス)の 比重

も高 ま ってお り、 将 来 独立 した サ ー ビス セ ン タ ー も現 われ る もの と考 え ら

れ る 。

保 険業 にお い て も競 争 の 激化 は 同 じ よ うに現 わ れ て きてお り、 各種 サ ー

ビス を 折 り込 ん だ保 険 に よ り資金 獲 得競 争 が行 な わ れ てい る・ 業 務 の種 類

も増 加 の一 途 を た ど り、保 険 契 約 口座 の 照会 等 オ ン ライ ン化が 進 め られて

い る。 資金 の運 用 の た めの情 報収 集 は銀 行 と同性 格 であ る 。 この た め銀 行

と同様 な 外 部情 報 収 集 の た め の ネ ッ トワー クの形 成 が 想 定 さ れ る一 方 、損

害 額 の査 定 お よび そ の 支払 業 務 の 面 か らの ネ ッ トワー ク(た とえ ば 「保 険

会 社 一輸 送 業」 等)も 考 え られ よ う。証 券 会社 に あ つ て も、銀 行 同様 、業

務 内容 お よび サ ー ビス 、信 用等 で競 争 が行 な わ れ るで あ ろ う。 まず 証 券 会

社 に おい て は 投 資 情報 サ ー ビス を手 始 め と して、 証 券 取 引 きあ る い は投 資

コ ンサ ル タ ン ト業務 の 比重 が高 ま るで あ ろ う○ この情 報 サ ー ビス 機 能 が発

展 し、 「証 券 会 社 一証 券取 引 所 」 「証 券会 社 一 マス コ ミ」 「証 券 会 社 一カ

ス トマ ー」 のつ な が りが 出て くる こ と も予想 され る 。 現 在米 国 では 証 券取
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引 所 が テ レ タ イ プ、 音 声応 答 装 置 を利 用 した電 話 で 、 出来 値 、 気配 、 出来

高 等 をサ ー ビス して お り、 日本 で も早 急 に この 種 のサ ー ビス 体 制 が で きる

で あ ろ う。

金 融業 は そ の性 格 か ら して 多 くの 企業 、 団体 、 諸 機 関 との つな。が りが 強

く、 資金 決 済 の 円 滑化 の た め に も、有 機 的 な 結合 が 求 め られ てお り、 各 種

コ ー ドが 統 一 さ れ れ ば、銀 行 の決 済機 能 が 一 層 強 まる もの と思 わ れ る。

3.2.4マ ス コ ミお よび 広告 代 理 業 に お け るNIS

現在 、 新 聞、 放 送 、 出版 関係 お よび 広告 代 理 業 は 、将 来 の情 報 処 理 の高

度 化 には 大 き な 関心 を もっ て い る。

中 で も 「マ ス コ ミお よび 広 告代 理 業 」 にお け る情 報 処 理 網 を もっ と も積

極 的 に推進 し よ うと して い る とこ ろ の一 つが 広 告 代 理 業 で あ る 。広 告代 理

業 を 中心 に発 展 が 予想 され るイ ン フ ォー メ ー シ ・ ン ・シス テ ム と しては 、

「広 告代 理業 一民 間放 送 局 、 新 聞社 、 出版 社 」 をあ げ る こ とが で きる 。 こ

の イ ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン ・シス テ ム の大 きな 特 徴は 、広 告代 理 業 と各広 告

媒 体 と の オペ レ ー シ ョナル な 情報 の交 換 とい う点 で あ る 。す な わ ち、 広 告

業 務 活 動 に 関 す る一 切 を、 オ ン ライ ン化 して業 務 処 理 のス ピー ドア ップ を

図 る のが第 一 のね らい で あ る 。

同 時に 広 告代 理 業 そ の もの の変 化 に基 づ き、 イ ン フ ォー メー シ ョ ン ・シ

ス テ ムが発 展 しつつ あ る こ とに も注 目す る必 要 が あ る 。広 告 代理 業 は、 近

年 、 これ まで依 頼 主 か ら広 告 の製 作 を委託 され、 これを新 聞、放送 な ど媒 体

機 関 に あ つせん す る こ とを主 た る業 務 と してい た 。 しか しな が ら、 大量 生

産 、 大量 販 売体 制 を進 め る企 業 の要 請 に応 じ、消 費市場を調査 し、需要 の 創

造 、 喚 起 を図 る こ とに重 点 が か か れ る よ うにな っ て きて いる ○ か く して、

さ き にパ タ ー ン化 した イ ン フ ォ ー メー シ ョン ・シス テ ムにお・い て は、単 に
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オペ レ ー シ 。ナル な 情報 の みな らず 、経 営 の意 思決 定 に必 要 な外 部 情 報 を

も提供 す る極 め て大 規 模 な シス テ ム とな る こ とが 予想 され る 。す で に 一部

の 大手 広 告 代理 業 では 、 こ うした 試 み を部 分 的 な実 行 に移 行 して お り、 オ

ン ライ)`fvaよ る実 施 試 験 も進 め て い る 。

次 に、放送関係の インプ》 一 メ'一シ 。ン ・シス テ ム に言 及 す る と、NHK

民間 放 送 各社 と も、 コ ン ピュ ー タを 中心 と した イ ンフ ォ ー メ ー シ 。ン ・シ
L

ス テ ムの 拡大 が 検 討 され て い る 。 民放 の場 合 、 システ ムの 中心 とな る のは 、

東 京 を中心 と した5つ の キ ー局 が、 そ れぞ れ既 存 の番 組 ネ ッ トワ ー ク局 と

の情報 交換 シス テ ム(す な わ ち東 京 キ ー月 一地 方 局)を 組 む こ とにな る こ

とが 考 え られ る 。 これは 、 放 送 番 組 に関す る情 報、 お よび そ れ に伴 な う経

理 情 報な どオペ レ ー シ ・ナル な 情 報 の処 理 に よる ものが 中心 とな ろ う。

放 送会 社 が シス テ ムの 開発 に積極 的な 理 由は 、番 組 制 作 経 費 の増 加 に よ

る経 営 の合 理化 を迫 られ 、 放 送 機 材 、人 材 の効 果 的 な利 用 が必 須 の課 題 と

な つてい るか ら で あ る。 また 、 カ ラ ー放 送 、全 国 的 な多 元放 送 に よる番 組

編成 の多 角化 に 対す る要 請 が 視 聴者 の間 で強 い ためで あ る。

さら に民放 各 社 は 新 聞社 と、 資本 的 に 強い 関係 のあ る もの もあ り、 ニ ュ

ース の提供 、 交 換 な どで イ ン フ ォ ー メ ー シ ョン ・システ ムを確 立 して い く

こと も考 え,られ る。

一 方
、 新 聞社 を 中心 と した イ ン フ ォー メー シ ョン ・シス テ ムは 、他 産業

と比 較 して、 コン ピュ ー タの導 入 そ の もの が 遅 れ てい るため に、具 体 化 し

てい る もの は 現 状 で は少 な い 。 しか しな が ら、 そ うしたな か で も新 聞 製 作

工 程 の合 理 化 に対 して コ ン ピ ュ ータ を利 用 す る 研究 準備 が 着 々 と進 め られ

てい る。 コン ピュ ー タの指 示 に よって 、 製 作 工程 での箱 組 み 作 業 、 紙 面 の

割 り付 け をは じめ と して、 数 値 制 御 輪 転 機 を連 動 させ、 コ ン ピュ ー タに よ
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る トー タル ・シス テ ム化 を図 ろ うとい うもの も出 てい る。新 聞社 は以 上 の

よ うな社 内の情 報 の処 理 を早急 に高度化する と同時 に既 存の 通 信 社 や 支 局な

どの 出先 き機 関 との情 報 網 の 強 化 に よ り、 イ ン フォ ー メー シ ョ ン ・シス テ

ムを確 立 して い く動 き を見 せ て い る 。

こ うした経 営 に 拾 け る コマ ン ド機 能 の確 立 と同時 に 現 状 の ま まで は本 来

の 情報 産 業 と して の役 割 をは た し得 な い とい う危 機 意 識 は、 各 社 の経 営者

層 に かな り強 く、 将来 は デ ー タ ーバ ンク、 あ るいは 情 報 サ ー ビス セ ン ター

の機 能 を併 せ る計 画 を持 って い る企業 が少 な くな い 。

具 体 的 には 、 現 在 の取 材 体 制 を有 効 に活 用 し、入 手 す る情 報 を 蓄 積、 分

析 、 検 索 、紙 面 の 質 的 向上 を図 る と同 時に 、一 般 か ら の要 求 に対 して も、

一 般 経 済 情報 、 産 業 情報 、 企 業 関係 情 報 、 市場 動 向 お よび 市 況 、商 品情 報

お よび 海 外経 済 産 業 情報 を提 供 し よ うとす る もの で あ る 。

こ うした動 きは 、 将来 、 普 及 が 予想 され る家庭 フ ァ ク シ ミ リ新 聞 の 出現

に対 して も、 また読 者 へ の サ ー ビス の強 化 の うえで も、大 きなNISと し

て、 成 長 す る可 能 性 が あ る 。

最 後 に 出版 関係 界 にお け る イ ン フ ォー メー シ 。ン ・シス テ ム につ い てふ

れ よ う。 出版 関係 業 界 にお・い ては 、 今 後 出版 取 次 業 が 、 シス テ ムの 中心 と

な って い くもの とみ られ る 。す な わ ち 、.出 版 関係 に お いて は 出版 取 次業 が

大 手 二社 で、 全体 の シェ アの 約65%を 占めて お り、業 界 で 主 導 的 な地位

にあ る こ と、 第2に 出版 社 、 書 店 と も零細業 者 が 多 く、 い ず れ も単 独 では

イ ン フ ォ ー メー シ ョ ン ・シス テ ムの 中心 と な り得 な い こ と、 第3に 出版物

は年 々発 行部 数 で10%以 上 伸び て お り、市 場 動 向 を把 握 し得 る の は取 次

業 が もnと も適 切 で あ る こ とな どに よる もの で あ る 。 予想 され る シス テ ム

のパ タ ー ンと しては 、 出版 社 一 一出版取 次業 一一 書 店 と流通 経 路 全 般 にわ
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た って シス テ ムが つ くられ る もの とみ られ る 。

3.2.5政 府 公共 機 関 に お け るNIS

政 府 公 共 機 関は 現在 組 織機 構 の簡 素 化 に よる事 務 の 能 率 向上 とサ ー ビス

面 の充 実 が求 め られ て お り、 同 時 に政 策決 定 、 実 施 に際 して合 理 性 の 追 求

が必 要 とさ れ て い る。 政 府 公共 機 関 に お け るNISの 形成 にあ た つて は以

上 の 観点 か ら の 要請 が 大 きい 。

現在 各 官 庁 、 地 方 公 共 団 体等 にお い ては 、 レベ ルの 差 は別 と して個 々 に

給 与 計算 、入事 管理 、内部 管 理 お よび 統 計 作成等 の情 報処 理 が 実行 さ れて い

るo

一 方
、 年 金 、 保 険 、 輸 出入 管理 、 税 、登 録、 照 会 、 紹介 お よび 気 象情報 、

市場 情報 サ ー ビス 等 の 固有 業務 につ い ては 、 中央 官 庁 と地 方 出先機 関 、 地

方 公 共 団体 等 を結 ぶ 全国 的 な ネ ッ トワ ー クが 組 織 され てお り、 中 には オ ン

ライ ン処 理 が 行 わ れ て い る例 もあ る 。

た と えば 、 労 働 市場 セ ン ターの職 業 紹 介 、 失 業保 険業 務 に お け る各安 定

所 お よび都 道 府県 との ネ ッ トワー ク、 警 察庁 の 犯 罪 手 口照 合 、盗 難 品 照会 、

銃 砲 登 録 、 運 転 免 許不 正 取 得 防 止業 務 に関す る都道 府 県 警 察本 部 との ネ ッ

トワー ク等 が あ げ られ る 。

これ ら固有 業 務 に つ い ては ネ ッ トワ ークの拡 大 、 緻 密化 が進 み 、 中央 と

地 方 に また が る年 金 、 統 計(入 口、 給 与 実態 等)の よ うな業 務 に 関 して も

ネ ッ トワ ー ク化 が 推進 さ れ てい る 。税 、 公共 料 金 な どの計算 の よ うに民 間

との 間 の情 報 交換 の 多 い もの に つい て は対民 間 交換 網 の形成 も行 わ れ よ う。

官 庁 国有 業 務 に つ い て の情 報 シス テ ムの 形成 に対 して 、異 な る官 公 庁 間

の情報 の交 換 、 処 理 シス テ ムは な い に等 し く、 米 国 に おけ る 官公 庁 間 の情

報 交 換 シス テ ムの 分析 が 進行 して い る 事実 と比 較 して、 遅 れ てい る とみ ら
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れ る 。 しか し、 官公 庁 間 で の情 報 交 換 シス テ ムが 部分 的な が ら検 討 が 開始

され てい る事 実 を ここで 指摘 して お く必要 が あ る。

例 え ば 、 統 計、 各 種保 険、 税 務 等 共通 業 務 では 事業 所 フ ァイル 共通 化 の

研 究 が進 め られ、 また、 固有業 務 間 の デ ー タ補 完 を 目指す もの と して 、警

察庁 一運 輸 省 間 の 自動 車 関係 情 報 網 、 国税 庁 一社 会 保 険 庁 一 労 働 省 間 の

所 得 に 関 す る情報 網 の形 成 に対 して努 力が払 われてい る。さらに行 政判 断 の

高度 化 のた め に経 済情 報 に関 して 、 企 画庁 一通 産 省 一農 林 省 一運 輸 省 一労

働省 間 の 情 報 交 換 網、 海 外 、 貿易 情 報 に 関 して 外 務 省 一大 蔵 省 一通 産 省 間

の ネ ッ トワー クの よ うに情 報 の 有 機 的利 用 をは か る方 向が 検討 され て い る。

以 上 の よ うな 情報 ネ ッ トワー クに加 え、 ユニ ー クな試 み と して共 通 業 務

の処 理 プ ログ ラ ムの 交換 や コ ン ピュ ー タの共 同利 用 等 の開 発 計 画 が あ り・

注 目 さ れ てい る。 こ の活 動 の母 体 と して 、 全省 庁 よりの委 員 か らな る 「コ

ン ピュ ータ利 用 に関 す る技術 研 究 会 」があ りこれ に呼応 して工 業技 術 院 の

大 型 プ ロジェ ク トに おけ る大型 コン ピュー タ開 発 の アプ リク ーシ ヨン題 材

の ひ とつ に 各 省 庁間 を結 ぶ総 合 情 報 セ ン タ ー設 計 が取 り上 げ られ てい る こ

とは 、今後 のわが 国 にお け るNISを 形成 してい く上 で注 目 に値 す る。

以 上 の よ うな 中 央 省庁 間 のNISの 形成 は、 順 次地 方公 共 団体へ も波 及

し、 より適 切 な オペ レ ー シ 。ナ ル機 能 、 よ り総 合 的な 行政 判 断機 能 の確 立

が な さ れ る で あ ろ う。

官 庁 の情 報 サ ー ビス に対 す る産 業 界 か らの需 要 も増 大 しつ つ あ る○ 民 間

企 業 にお い て は 各種 統 計 、 予 測 資料 、一 般経 済 情報 、 海外 情 報 、特 許 「技

術 情 報等 を収 集 、処 理 す る こ とは経 営 戦 略上 不 可 欠 であ る に もか か わ らず 、

個 々の企業が行 な うことに は 困難 が あ る。 そ の た め 官庁 の 固 有業 務 に よっ て

生 み 出 され る 情 報 お よび 官 庁機 構 に よって 、収 集 、整 理、 蓄積 され る情 報

t
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'

の対 民 間サ ー ビス機 能 の 飛躍 的 充 実 強化 が 必要 とされ て い る 。 この よ うな

機 能 に よ り民 間 企業 、地 域 住 民 へ の行 政 サ ー ビス の 向上 と と もに産 業 の 活

動 力 を高 め る こ とが可 能 とな り、 い わ ゆ るデ ー タバン クの設立 が進 め られ

よ う。

公 共 機 関 に よる デ 一 夕 バ ン グ に お い て は 、 扱 わ れ る情 報 の 入 手 ル ー ト

が 官 庁 特 有 で 、 公 共 性 、 普 遍 性 の 大 き い もの が 対 象 とさ れ る で あ ろ う

が、 これ に対 して、 民 間情 報 サ ー ビス 業 は 流通 、輸 送 、 金 融 の よ うな各 部

門 で発 生 す る商 品情 報 、 企 業 情報 な ど採 算 に合 う情報 処理 を 目 ざす点 で異

な る。 さ らに公 共 デ ータ バ ン ク設立 に 際 しては 、産 業 界 の特 殊 性 を 考慮 し、

た とえ ば 農 林 漁 業 ・ 中 小 企 業 等 にお け る潜 在 需 要 を見 きわ め ・ 産 業 的 に

考慮 の払 わ れ る こと が望 まれ る 。

な お、JETROと)よ うな特 殊 法人 が 官 庁、 民 間 とネ ッ トワ ー クを形 成

し、 将 来 の情報 サ ー ビス部 門 に お い て 中核 的 な役 割 を果 す こ と も考 え られ

る0

3.2.6医 療 部 門 に お・け るNIS

現在 、 わ が 国 の 医 療部 門 では 、 コ ン ピュ ー タ利 用 に よる イ ン フ ォ ー メー

シ ・ン ・シス テ ムの 開発 は他 と比 較 して 遅 れ てい る状 態 にあ る。 しか しな

が ら 今後 国民 全 体 の 健康 管 理 に対 す る関 心か ら 、いっそ う高ま りインフ ォ ー

メー シ ・ ン ・シス テ ム を駆 使 した 施 療 の合 理化 に対す る要 求 は ます ます 強

まる で あ ろ う。 ア メ リカ、 ス ウ ェ ーデ ンで は病 院 一病 暁闇 の シス テ ムが普

及 し、 す でに 地域 総 合 シス テ ム を完 成 させ て い るが 、 日本 で も 「医 療 セ ン

ター 一病院 」 「保 健所 一病 院 」 等 の結 び つ きに よって 、 ベ ッ ド、 看 護 人 の

割 当 て の ゴ ン トロ_ル 、病 歴 フ ァイル 等 の 整 備 に よ り医 療診 察の 合 理 化 が

よ り進 も う。

一50一



次 に、学 術、 研究 に必 要 な 医 学情 報 は 「海外 医学 研究 機 関 一医学 会 」

「医学 会 一開業 医」 が個 々に 情 報 の 交換 を行 な って い る に過 ぎな い ・ 今 後

わ が 国 の 医学 の発 達 のた め には 、 こ うした イ ン フ ォー メ ー シ ・ン ・シス テ

ムの現 状 を改善 し、後 章 に述 べ る 科学 、 技 術 、研 究 機 関 と同 じ よ うに、 医

学 情 報 の入 手 、 蓄 積、 分析 、 加 工 、検 索 を行 な う医学 情報 セ ン タ ーの 設立

に よ り医学 会 、 開 業 医、 医 師会 な どを結 ぶ 有 機 的 な イ ン フ ォ ー メ ー シ 。ン ・

シス テ ムの形 成 に対 す る必 要 性 も感 じら れ てい る。

さ ら に情 報 シス テ ム と しては 、銀 行 、 医 薬品等 の 企業 との結 び つ きに よ

って保 険 業務 、 医 薬 品在 庫 管理 の合 理化 、 厚 生 省、 地 方 衛 生 局 、 消 防 省 と

の イ ン フ ォ ー メー シ ョン ・シス テ ムに よって 環 境衛 生 、 伝染 病 予防 、救 急

処 理 の徹 底 が進 め られ る であ ろ う。

3.2.7科 学技 術 、 研究 、 教育 部 門にお け るNIS

戦 後 にお け る わ が 国 の 高度 経 済成 長 は、 欧 米諸 国 の最 新技 術 の 導入 に よ

る技 術 革新 に よる と ころ が大 きい 。今 後 も経 済 を発 展 さぜ て い くた め に、

わ が国 の 自主 技 術 の 開発 が重 要 であ る 。

科学 情 報 と して発 表 され る文 献 論 文 の数 は 年 々増 加す る一 方 であ り、

しか も技 術 開発 とい う課 題 に強 く迫 られ て い るた め近 年 、技 術 開発 の 体 制

が 研究 担 当 部 門 で話 題 とな っ て きた 。す な わ ち 膨 大化 す る 科学技 術 、学 術

関係 文 献、 論 文 等 の 情報 をい か に処理 し、 研究 の効 果 を あ げ る か とい うこ

とが 早急 に解決 しな け れ ば な らな い課 題 とな って お り、 この た め 必 要 に迫

られ て、 不 完 全 な が ら企 業 内 で、 研 究 文 献、 特 許文 献 の入 手 蓄 積 、 検 索 が

行 なわ れ て い る 事 例 もい くつ かみ られ る よ うにな つ てい る ・

しか し、 科学 技 術 情報 と くに学 術研究 情 報 は 広 く公表 され 、 利 用 され る

こと に よって 次 の 研究 を促進 し、 同時 に研 究 の成果 を拡 大 してい くも ので
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、

あ る。 す で に学 術 研究 情 報 の供 給 を 目的 と して 、 日本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ

ーが そ の活 動 を 開始 して い る。

この よ うな 、専 門 的 で な いに しろ一 般 的 に 重 要 な情 報 を サ ー ビス し、情

報 の所 在 を知 らせ る ク リア リ ング機 能 も含ん だ総 合 情報 セ ン タ ーは 科学技

術 の 細分 化 に伴 う弊 害 を 少な くし、 境 界領 域へ の ア プ ロ ー チ を容易 にす る

意 味 で重 要 で あ り、 そ の機 能 の充 実 が 強 く要 求 され てい る。

学 術研 究 の一 方 の潮 流は 、 細分 化 、専 門化 で あ り、 この よ うな潮 流 に対

処 して、専 門分 野 に重 点 的 に デ ータ を収 集 蓄 積 した 専 門情 報 セ ン タ ーの情

報 サ ー ビス が 必 要 とさ れ て い る 。現 状 では 、主 として学 会 、協会が この機 能

を果 して い るが、 これ ら の サ ー ビス は 建 築学 会 、 日本 自動 車 技 術 会な どわ

ずか の 例 を 見 る に 過 ぎな い 。

将来 、 この よ うな学 会、 協 会 を 中心 に、専 門 情報 セ ン ターが しだ い に形

成 され てい くもの と思 わ れ る が、 そ の場 合 、総 合 情 報 セ ン ター、 専 門情 報

セ ン ター間 で の 情報 交 換 シス テ ムも必要 にな る と思わ れ る 。

同時 に、 学 術 研 究情 報 の性 質 は 本 来 国 際 的 であ るの で、 と くに 欧米諸 国 と

の 情報 交換 が 行 な わ れ る こ とに な ろ う。

一方 、特 許 産 業技 術 情報 は、 経 営 に と って 自社 で 開発 す る製 品、技 術の

権 利 内容 を示 す もの で あ り、 また製 品 開発 に 直結 す る重 要 性 を もつ の で、

経 営情 報 とみ な され 、 企 業 に おい て は と くに重 要 で あ る 。

しか し、 現 状 では 企 業 内 に お いて は 、 これ ら情 報 の 蓄 積 は わず か の例 を

見 る に過 ぎな い 。

特 許情 報 、 産 業技 術情 報 は 国 際 的 に流通 す る必 要 性 が 強 い こ とな どを考

慮 した うえ で、 早 急 に この 種 の 情報 の入 手 ル ー トの研 究、 評価 、 蓄積 、検

索 、 サ ー ビス を行 な うデ ー タ バ ンク機能 が 拡充 され る必要 が あ る。
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な お 、 教 育部 門 に拾 い ては 、 コン ピュ ー タ利 用 あ るいは 高 度 情報 処理 技

術 を駆 使 した教 育 方 式 が 研究 され て い る ものの 、 現 状 の 需要 面か らは 、近

い将 来 広 範 なNISの 形成 が 現 在 化 す る見通 しは か な り弱い とい え よ う。

3.2.8サ ー ビスお よび そ の他 の 部 門 にお け るNIS

わ が 国経 済 の発 展 と国民 生 活 の向 上 に よ り、 今後 各 種 サ ー ビス業 は 大 き

く発 展 す る こ とが予 想 され て い る。 す な わ ち、 所 得 の 向上 、 レジ ャ ー時 間

の 増 加 に よ り、 サ ー ビス業 に対す る 需 要 は一 層 強 まろ う。

か か る意 味 か ら、 現在 の 旅行 あ っぜん 業 は 、 今 後サ ー ビス部 門 に お い て、

情 報 産 業 に進 む もの とみ られ てい る。 す な わ ち 、 旅行 あ っせ ん 業は 顧 客 に

対 し て情 報 を提 供す る こ と に よ り成 り立つ もの であ るか ら に他 な らな い 。

こ うした 観点 か ら、 現 在 「旅 行 あつせ ん 業 → 交通 機 関 」とのオンライ ンに

よる座 席 予 約 シス テ ムが開 発 され て い る が、 近 い将 来 い つ そ う発 展す る 見

込 み で あ る 。

旅 行 あ っせん 業 を 中心 とす る イ ン フ ォー メ ー シ 。ン シス テ ムは 、 単 に交

通 機 関 とを結 ぶ 座 席 予 約 シス テ ムの み と どま る もの では な い 。 旅 館 ・ホ テ

ル券 な ど着 札 精 算 が 今後 ます ます 普及 す る とみ られ る ことか ら、 これ ら ク

ーポ ン券類 は 、 協 定 した 金 融機 関 で精 算 す る よ うに な る。 か くして 「金 融

機 関 一 旅行 あ っぜ ん 業 」 との イ ン フ ォ ー メー シ ・ン ・シス テ ムは 、 今 後 大

規 模 な システ ム とな ろ う、 さ らに 海外 、 国 内、 旅 行 のた め の ロ ーン の普 及

は 、 金 融 機 関 と旅 行あ っせん 業 との有 機 的 な 情 報 処 理網 の発 展 を促 進 す る

こと にな ら う。

旅 行 あ っ せん 業 の イ ンフ ォー メー シ 。 ン ・シス テ ムは さ らに観 光 開発 を

め ざす地 方 公共 団 体 と も密接 な 関連 を持 つ よ うにな ろ うし、 気象 情 報 セ ン

タ ーの よ うな機 能 と も有 機 的 な イ ン フ ォー メー シ ・ン ・シス テ ム を組 む ご
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とにな ろ う。

な お、 座 席 予約 シス テ ム につ い ては 、 単 に 「旅 行 あ っせん 業 一 交通 機 関」

の シス テ ムだ け で な く、 た とえ ば、 航空 会 社 独 自の座 席予 約 シス テ ム も大

規 模 な オ ン ライ ンに よる シス テ ムが 開発 され発 展す る こ とにな ろ う。 この

種 の 座 席予 約 シス テ ムは 、 米 国 の 航空 会 社 では す で に実 用化 され て お り、

一 つの イ ン フ ォー メー シ 。 ン ・シス テ ム として は かな り大規 模 で あ る。特

に この シス テ ムの 設 計 にあ た って は、 単 に座 席 を リザ ーブす れ ば よい とい

うこ とだ け でな く、 乗 客個人 の 塔 乗 記 録 を も合 わ せ て リ トリーバ ル し うる

よ うに つ くられ て お り、 乗 務 員 の乗 客 に対 す る サ ー ビス 内容 の 向上 のた め

に重 要 な役 割 をは た して い る。 わ が 国 に お け る 航空 会 社 も、 こ うした シス

テ ムの 開発 は 国 際 競 争 に打 ち勝 つ た め に も必要 にな って い る。

この ほ か、 一 部 で はす で に実 施 され て い る が、 今 後 サ ー ビス業 で発 展 す

る と予 想 され る イ ン フ ォー メー シ ・ン ・シス テ ム と して 「旅行 あ っせん 業

一 ホ テ ル 」 な どが 考 え られ る 。 この た め の 旅行 あ つせ ん 業 の部 では コ ン ピ

ュー タ ー を中心 とした 情 報処 理 の高 度 化 に着 手 して い るが、 これ は 情報 の

処 理 その もの が旅 行 あ つせん 業 の 固有 業務 で あ るか らに他 な らな い 。

また 、 顧 客 が不 得 定 多数 で あ り、 その 要 求 も千 差万 別 であ る 。 した が っ

て顧 客 の満 足 を得 る こ とが企 業 の発 展 を約 束 す る もの で あ り、 この た め情

報 処 理 の 高度 化 が不 可 欠 な条 件 とな っ てい る。

既 存 の各 種 サ ー ビス業 とは別 に 、将 来各 種 の新 しいサ ー ビス 業 が 社会 の

要 請 に よつ て誕 生 す る可能 性 が 強 い。代 表 的 な例 と して情 報処 理 サ ー ビス

業 を あ げ る こ とが で き る。 しか しなが ら、現 在 、情 報処 理 サ ー ビス 業 は 、

ぺ

い わゆ る 「街 の計 算 セ ン タ ー 」を除 い て、 ほ とん ど見 当 た らな いの が実 情

で あ り、 情報 そ の ものが 企 業経 営 にお け る意 思 決定 に対 して重要 な役 割 を
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は た す こ とは 明 らか で あ るの で、 今 後 情報処 理 サ ー ビス業 を 拡充 し、発 展

させ る必要 が あ る。

特 に、 こ うした情 報 処 理 サ ー ビス業 は一 企 業 一 個 入 では入 手 、 蓄積 、 分

析 、 加工 、 検 索 が不 可 能 な 専 門的 な デ ー タ、 情 報(た とえ ば 科学 技 術情 報 、

経 済 マ ク ロ統計 な ど)の 提 供 サ ー ビス を推進 す る こ と にな ろ う。

さ らにつ け 加 え るな らば 、 こ うした 情報 処 理 サ ー ビス が 新 しい一 産業 と

して発 展 が 予 想 さ れ る だ け で な く、 同 時 に各種 研 究 機 関、 産 業 団体 な ども

当然 情 報 処 理 サ ー ビス業 あ る いは機 能 と各 企業 、 あ るい は 諸 団 体 との イ ン

フ ォー メー シ ・ ン ・シス テ ムが拡 大 してい くこと も想 像 に難 くな い。

ただ 、 こ うした情 報 処 理 サ ー ビス業 は、 よ うや く発 展 の緒 につ い た ば か

りで あ り、 今 後政 府 と して も何 らか の育 成 策 を 国 民 経済 的な 見地 か ら講ず

る 必要 が あ る とい う意 見 が 産業 界 に強 い こ とを付 記 して お く・,

3.3結 言

以 上 、 わ が 国 にお け る情報 処 理 の実 情 を主 と して 需要面 か ら定 性的 にア プ

ロ ーチ し述べ て きた が、 この 面か ら も推 測 され る よ うに今 後 情 報 の 高度 処

理 に対 す る需 要 は い っ そ う強 まる もの とみ られ る 。特 にわ が国 は 、 い ま 資

本 取 引 の 自由 化 に突入 して お り、 国 際化 時代 へ の 幕 は 切 っ て落 され つ つ あ

るo

欧米 の ワール ド ・エ ン タ ープ ライズ の激 裂 な競 争 に打 ち勝 ち 、 企業 の 維

持 と発 展 を図 るた め には 各 種 の情 報 の 収集 を推 し進 め、 そ の 蓄積 、 加 工 、

分 析 に一 段 と力 を注 ぎ、 国 際競 争 力 をつ け る必 要 が あ る。

また 、 これ らわ が 国 の 産 業 経 済 の問題 のみ に とど まる こ とな く国 民生 活

の 安 定 と向上 は 今後 の わ が国 全体 に課 せ られ た至 上 命 令 で あ る。
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これ らの重 要 な 課 題 をす み や か に解 決 し、 わ が国 を 「ゆ たか な 社 会」 た

らしめるため 「情報 の 利 用 」 が 新 しい角 度 か ら再 認 識 され、 その 処 理 の 高度

化 は各 方 面か ら痛 感 され 始 め て い る 。

す な わ ち、 わ が 国 の 産 業 界 に あ つ ては 、一 部 の企 業は そ の業 務 上 の 二 一

ヅ(NEEDS)か らす で に 自社 内(系 列 企業 、下 請 け企 業 を含 む)の オ

ン ライ ン、 オ フライ ン に よる情 報 処 理 の 高度 化 に着 手 してお り、 また異 企

業間 に おい て も、 た とえ ば 「鉄鋼 業 一 商社 」 間 、 「広 告代 理業 一 放 送 業」

間な ど、 業 務上 密 接 な 関係 に あ る企 業 間 に新 し い情報 処 理 網 が形成 され よ

うと してい る。 これ らは 各論 に お い て具 体 的 に述 べ て き た通 りで あ る 。重

要 な こ とは 、 これ らの 新 しい 情報 処 理 網 は単 に経理 事 務 等 自己完 結 的 な業

務 の 遂 行 だけ に と ど ま る こ とな く、 さ らに他 企 業 の 情報 シス テ ム と有 機 的

な 関連 を保 つ こ とに よって 相 互 の業 務 を維持 、 発 展 ぜ しめ る とい う積極 的

な意 図 の あ る こと を十 分 理 解 す る 必要 が あ る。

か か る観 点 か ら考 察 す るな らば 、 今 後 わ が国 にお け る 。 いわ ゆ るNIS

の発 展 は経 済 、社 会 の 各 分 野 で活 発 に展 開 され る こ と にな る だ ろ う。NI

Sの 発 展 段 階 を 考 察 す る な ら ば 、 次 の 通 り と な ろ う 。 ま ず 産 業 界 全

般 に わ た り 「本 社 一支 社 、 また は工 場 」 「親 企 業 一 下 請 け 企 業 」 のN

ISが 完 成 し て い く。 同 時 に 、 異 企 業 間 に お い て も取 り引 き上 、密

接 な 関係 の あ る 企 業 は 、 い ち早 く オ イ ラ ィ ン化 に よ る情 報 処 理 の高

度 化 を 達 成 し て い こ う 。 換 言 す る な ら ば 、 こ の よ うに し て形 成 され

る イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ムは 、 ほ ぼ オ ン ラ イ ン に よ る も の

とみ られ 、特 に オペ レ ー シ ・ナ ル な 内部情 報 、 つ ま り取 引 き業 務上 の ニ ー

ヅに基 い て 推定 され る もの で あ る 。わ が 国 に おけ る、 か か る オペ レ ー シ 。

ナル な 内部 情 報 シス テ ムは 遂 次 シス テ ム化 さ れつ つ あ る半 面 、経 営 の意 思

決 定 に 必 要不 可 欠な 外 部 情 報 に つ い ては 、各 企 業 と もほ とん どその シス テ

ム化 は 行 なわ れ て い な い の が 現状 で あ る。特 に 官庁 の 公表 す る各種 統 計、

科学技 術情 報 、海 外 情 報 な どは 各 企 業 と もほ とん どシス テ マテ ィ ック に処
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理 す る こと が で きない で い る。 しか しな が ら、 か か る意 思決 定 に不 可 欠 な

外部情報は遂次情報 サ ー ビス業 の発 展 に伴 な い シス テ ム化 され て い く気 運 に

あ る。具 体 的 に は 科学 技 術情 報 、 海 外 市場 情 報な ど専 門化 され た情 報 サ ー.

ビス セ ン タ ー また は デ ー ター バ ンクが 設 立 され 、 これ らの情 報 処 理 サ ー ビ

ス 業 を 中心 とす るイ ン フ ォ ー メ ー シ ・ ン ・シス テ ムが完 成 し、 わ が 国 の

NISが 形 成 さ れ る こ とに な る 。

さ ら にNISを 確 立 す る場 合 には 地 域 的な 広 が りを考慮 に入 れ る必 要 が

あ る 。 「情 報 」 は 元来 、 各 種企 業体 あ るい は 国 民1入1人 の経 済 的,社 会

的活 動 に伴 な い 、 各地 域 で ず い 時発 生 す る もの であ る。 これ らの情 報 は、

それ ぞ れ 固有 の価 値 を有 す る もの で あ り、 そ の有 効な 利 用 に よっ て、 さ ら

にわ が国 の 産 業経 済'医 療、 教 育 な どの知 的 活 動 分 野 に フ ィ ー ドバ ッ ク さ

れ、 わ が 国社 会 経 済 全体 の 向上 に 資す る イ ン フ ォー メー シ 。ン ・シス テ ム

の形 成 に 向 お う。

か か る意 味 にお い て そ の情 報 の 性格 か ら して

① 全 国 的 な インフォーメーシ。ン・システムとして有櫛的な処理体制 を持つもの。

② 地域的あるいは地区的なイ ンフォー メーシ・ン ・システムにとどまる もの・

と の2つ のNISが 形成 され て い く こと にな ろ う。

特 にわ が国 にお い ては 、 産 業 お よび 人 口の特 定 地 域へ の 集 中 が進 展 す る半

面、 地 方 経 済地 域 産 業 も独 自な発 展 を 遂げ て お り、情報 の発 生処 理 な どの

面 で現 在 さ ほ ど重要 視 され な い地 方 に お い て も、 た とえ ば農 協活 動 な どの

活 溶化 、 地 域 産 業 の発 展 等 に より、 新 たな 情 報 処 理 網 の形成 が 必要 に な!・

て くる可 能 性 があ るか ら で あ る。

3・4補 節(イ ン フォー メー シ ョ ン ・シ ステ ム の パ ター ン化)

前 節 で述 べ た イ ン フ ォ ー メ ーシ 。ン ・シス テ ムの 内容 を例 示 的 に掲 げ る

と次の通 りとな る。 な お、 表 中左 の 欄 は パ タ ー ンを、右 横 には 情 報 を

① オペ レ ーシ ・ナ ル ● よび コ マ ン ドに 関す る情報

② プ ラ ンニ ング お・よび意 思 決 定 の た め の情 報

この二つ に分けて述べ、 さらに そ の説 明 と して()中 に主 に 流通 す る情

報 を あげ た 。
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流 通 部 門

パ タ_ン

(問 屋,チ ェ ー ン ス トア,輸 送 業)

中 央 セ ン タ ー 一 地 方 セ ン タ ー

(ボ ラ ン タ リー チ ェ ー ン)

本＼ ≡

鰯∴
齪∵;

輸 送 業 倉 庫 業

商 社

問 屋

大1コ顧客

保 険 業

パレットプール機 構

陸 運 業 一 一国鉄

情 報 の 内 容

①(取 引情報)

〃

〃

① ②(取 引情 報 、市 場情 報).

〃

②(海 外市場情報)

①②(取 引情報,市 場情報)

①(取 引情報,市 場情報)

〃

〃

〃

①②(取 引情報、輸送情報)

①(取 引情報)

〃

〃
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金 融 部 門

銀行

轄辮
電 力 会社

ガ ス会 社

HK

税 務 機 関

商社,問 屋,小 売 り業

信 用 販 売

割 賦 販 売

海外 市場 情 報 セ ン ター

デ ー ターバ ン ク

中小金融業 一 計 算セ ン ター

②

①

①

②

①

①

①

①

①

②

②

①

③

②

①

報

(取 引情報)

(委 託計 算 業 務)

(企 業 情報)

(統 計)

(料 金払 い 込 み)

(決 済)

(決 済,信 用 情 報)

(決 済)

(海 外 市場 情 報)

(統 計)

(委 託 業務)

(投 資 情報)

(株 式取 引 情 報)
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政 府 公 共 部 門

一60一

①(命 令,報 告)

①(統 計)

①②(統 計,行 政情報

報告命令)

①②(国 有業務の各 種照合

統計)

①(統 計)

②(海 外情報 科学技術情報)

②(学 術研究情報)

①(決 済)

②(海 外 市場,情 報,特 許情報,

科学技 術情報,統 計)

〃

①②(事 務連 絡,地 域情報)



、

マ ス コ ミ 部 門

パ タ ー ン 情 報 の 内 容

広 告代理業 新 聞 社 ①(広 告業務)

放送会社 〃

出 版 社 〃

放送会 社(東 京 キー局)一 地方放送局 ①(連 絡 取引関係 放送番組)

新聞社 ①(ニ ュ ー スの 交 換)

新 聞 社 一 通 信 社

出 版 社 一 出版 取次業

書 店/

市場調査会社 放 送 会 社

広 告 代 理 業

社

社

桁費

開

版

硝業

新

出

企

①(ニ ュ ー スの 提 供,取 引情 報)

① ②(取 引 情 報,市 場 情 報)

〃

②(消 費動 向ト商品需要情報)

〃

〃

〃

〃
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サー ビス部 門,そ の 他の 部 門

旅行斡旋業

空 港

計 算 セ ン ター 一 ・企

デ 一 夕バ ンク ー 企 業 団体

交通機 関

ホ テ ル

金 融

地 方公共団体

気 象情 報 センター

ホテル,旅 館

業

①

①

①

①

①

①

①

①

(座 席予 約,積 算)

(室 の予 約)

(決 算)

(観 光 情報)

(気象情報)

(室 の予 約)

(委 託計 算)

(市 場 情報,、各 種 専 門情 報)
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科学 技 術 研 究 部 門

総 合情報 センター 専 門情 報 センター

専 門情報 センター 一 海 外 の セ ン ター

＼.業.

特 許情 報 センター

産業 技 術 情 報 センター 一 特 許 庁

(学 術研究情報)

〃

(特 許情報)

(産業技術情報)
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生 産 部 門

パ タ ン

生産会社 系列会 社

下請 会社

銀 行

工 業 会

商 社 問屋

代 理 店

輸送会社

海外噛 時報 三ン。一

統計ダ 一 夕バ ンク

特 許 デ ー タバ ン ク

許 情 報 セ ン タ ー

[
算 サ ー ビス 会 社

広 告 代 理 店

コンビナートセンター

　＼蕊

＼
チ ェ ー ン ス トア

情 報 の 内 容

①②(取 引情報,報 告命令)

①(取 引情報)

①(決 済)

①②(統 計)

①②(取 引情報、市場情報)

〃 〃

〃 〃

②(海 外市場 情報)

②(統 計)

①(委 託 計算)

①②(市 場情報 広告依頼 、)

①(業 務情報)

②(市 場情報)

①②(取 引情報)

〃
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医 学 部 門

パ タ ー ン 情 報 の 内 容

中央病院 地区病院
/①
(健 康 管理情報)

＼① ②(運 営 ,事 務情 報)

医 学 会 一 開 業 医 ②(医 学情報)

/
(医 学 情報 セ ン ター)

医療情 報 セ ン ター 病 院
/

'

/

①(医 療情報)

②(経 営情報)

保健所

開業医 ①(健 康 管理情報)

、

、
①②(医 療情報)＼

1

健康 管理情報 センター中央 官庁 /②(伝 染病情報)

(厚 生,自 治) ①(保 険業務情報)

病 院 ＼①(健 康管 理情報、 保険 業務)
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4 NISの 展 望

4.1拡 大 す る情報 処 理 需 要 に応 え るNlSI

経 済 活 動 の高度 化 、 社 会環 境 の 複雑 化 に伴 っ て、 あ らゆ る産 業 分 野 にわ

た つ て、 旺 盛な 情 報 需要 、 情 報 処 理 需 要 が生,まれ ることが 予 想 さ れ、そ れ に

応 え るため に、 個 々 の企 業 、 或 は 官公 庁 の 部 内情 報処 理 シス テ ムが、 拡 大 、

高 度化 す る だけで な く、 それ らが相 互 に 結 びつ い て、 情 報 の流 通 、 処 理 が

行 なわ れ る よ うに な る だろ うとい うこ とは、 既 に前節 まで に 述べ た 。

この よ うな事 業 体 の 枠 を 超 え た シス テ ムが 生れ る 動機 を整 理 してみ る と、

① 情 報 自体 が 多 様化 し、 広域 化 す る と と もに、 事 業 体 の範 囲を 超 え て流

通 す る情 報 が 増 加 す る た め に、 そ れ を 円滑 に流 通 させ、 か つ 、処 理 す る必

要 が 増大 す る。

② 情 報 を収 集 し、 整理 し、 それ を 維 持 す る には、 高 度 の専 門知 識 とぽ う

大 なマ ンパ ワーを 要 す るの で、 努 力 の 重 複 を 防 ぎ、 効 率 的 に処 理 す るた め

に情 報 自体 と、 そ れ を処 理 す るた め の シス テ ム を共 用 す る こ とが 望 ま れ る。

の2つ に な る と考 え られ る が、 わ が 国 の よ うに従 来 か ら産 業 団 体 、取 引先

企 業 、 下 清 企 業 等が 密 接 な連 繋 を保 ち つ つ、 企 業 活 動が 続 け られ て きた社

会環 境 で は、 急 速 に この よ うな シス テ ムが 実 現 し、 成 長 してゆ く もの と考

え られ る。'

しか し、 この よ うな需 要 を充 た す た め には 、官 公 庁、 企 業 の個 々の シス

テムを有 機的に結合す るだけでは不充 分であ る。 す なわ ち、 ある企業が必

要 とす る情報 を得 るた め に、 北海 道 か ら九州 ま での あ らゆ る情報 源 を 結 び

つ け る こ とは 困 難 で あ る し、 海 外 の 情 報 に 及 ん では、 不 可能 とい うほ か な

い。 こ こに、 情報 サ ー ビス 業の 生 れ る理 由が あ る。 科 学技 術 情 報
、 統 計 情
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報 、 市 場 情 報、 雇 傭情 報 、 等 々、 それ ぞれ を 専 門 とす る情 報サ ー ビス 機 関

が 不断 に情報 を 収 集 、整 理 してお き、 求 め に応 じて 提供 されれ ば 、 企 業活

動 に与 え る利 益 は 測 り知 れ ない ものが あろ う。 情報 処 理 につ い て も、 同様

の こ とが 言 え るわ け で、 プ ア イル管 理 な らば プ ア イル オ リエ ン トな設備 を

有 す るAセ ンタ ー へ、 機械 設 計計 算 な ら科 学 計 算 用 の 高速 電算 機 を 備え た

Bセ ンタ ーへ 、 経 営上 の 予 測 を必 要 とす る と きは経 済 計算 関係 の ア プ リケ

ー シ ョ ンの 豊富 さを誇 るCセ ンター へ 、 とい うよ うに、 最 も迅 速 、 かつ 、

経 済 的 な情報 処 理 サ ー ビス を 選択 、 活 用で き る よ うになれ ば、 どれほ ど便

利 な こ と託 あ ろ うか 。

この よ うに、 拡大 す る情 報処 理 需 要 に応 え るNISは 、 個 々 の企 業、

官 公 庁 の 情 報処 理 シス テ ムを 結 び つ け た ものだ け でな く、 情報 サ ー ビス、

情報 処 理 サ ー ビス を 提供 す る こ とを 事 業 とす る数 多 くの サー ビス 企 業 を生

み 、 これ ら と、 官公 庁 、 企 業 が結 びつ け られ てゆ くもので あ る。

しか しなが ら、こ こで注 意 しなけ れ ば な ら ない こ とは、 ナ シ ョナル ↓シス

テ ム とい い、 或 は イ ンフォ ー メ ー ショ ン ・ネ ッ トワー ク とは言 い なが ら、

その す べ てが 電気 通 信 網 に 接続 され た 「オ ンラ イ ン ・ネ ッ トワー ク」を 意

味 す る もの で は な い,と い う こ と で あ る。 この 点 は とか く誤解 を生 むお そ

れ の あ る と ころ で あ るが 、 例 え ば、 米 国 でCOSATI(科 学 技 術 情報 委

員 会)を 中心 に すす め られ てい る科 学 技 術 情報 ネ ッ トワー クは、 オ ンラ イ

ンで 文 献情 報 を 提 供 す る よ うな シス テ ム で な ぐ・ 情 報 を組 織 的 に収 集 し、

整 理 し、 あ らか じめ周 到 に計 画 された 地 点 に配 布 して 蓄積 し、 需要 に応 じ

て取 出 す 「仕 組 み」 を 「ネ ッ トワー ク」 と呼 ん で い るの で あ る。

しか し、 オ ンラ イ ンにせ よ、 オ フ ラ イ ンにせ よ個 々の企 業や 官公 庁の 内

部 に留 ま らず 、 これ が 相 互 に 結び つけ られ た 、 或 は表 現 を 変 え れ ば、 これ
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が相 互 に情 報 の送 受 を 行 な う よ うな 「シス テ ム」 が つ ぎつ ぎに実 現 し、 そ

れが 円滑 に 運用 され るた めに、 あ らか じめ 個 々の シス テ ム の 間 の有 機 的 な

関 係を 十 分 に考 慮 して お か なけ れば な らない ことは 、 電力 の周 波 数 の 不統

一 の 問題 、鉄 道 に お け る レー ル、 ゲ ー ジの 問 題 の例 を ひ く まで もな く自明

の こ とで あ る。 しか も、 この よ うな広域 的な 情 報 の 流通 、 処理 が 、 組織 的、

効 率 的 に行 なわ れ た 場 合 に、 わが 国の経 済 界 、 産 業 界 が うけ る利益 が極 め

て大 きい こ とを 考 え れ ば、 この よ うな広 域 シス テ ムが 自然発 生的 に形 造 ら

れ た場 合 の 弊 害 を 除 くとい うよ うな、 消極 的 な態 度 でな く、 積極 的 に将 来

の あるべ き姿 を 画 い て、 その 実現 を促 進す る よ う、 環 境 の 整備 、 施策 の 推

進 を 図 る 必要 が あ る。

さて、 この よ うな シス テ ムの ビジ ョ ンを 、 画 くに あた つ て、 まず 、 個 々

の 企業 、 或 は 官公 庁 の 枠 内 に留 らない シス テ ム、 また他 の 企業 、官 公 庁 に

情 報 サ ー ビス 、 或 は 情 報 処 理 サ ー ビス を提 供 す る シス テ ム には、 どの よ う

な ものが あ り、 又、 考 え られ るか 、 現状 か ら想 定 で きる もの を 類型 化 し、

そ の あ とで これ を 実 現 す る方法 を 検 討 してみ る こ と と し よ う。

4.2N|Sの 類 型 化

まずNISを 体 系 的 に類 型化 して第4.1図 に示 そ う。

4.2.1個 別 情報 シス テ ムの リンク

こ こで は、 純粋 に 企 業 の 内部 で行 なわ れ る 情報 処 理 、 す なわ ち、 本 社 内

の シス テ ム、 同一 企 業 内の 支店 、 営業 所、 工 場 な どを リンク した シス テ ム

な どは 除外 して 考 え る。 官公庁 ど企 業 は本 質 的 な差 は ない が、 規模 とか 組

織 の複 雑 性 に差 が あ るの で、一 応 別 に して考 え る こ と とす る。
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(1)企 業 情 報処 理

企 業間 にわ た る 情報 処 理 シス テ ムに は、 独 立 の企 業 の 部 内 シス テ ムを

相 互 に結 び つけ た もの と、 同種 の企 業 が 共通 の 需要 を 満 たす た め共 用 で

シス テ ムを設 置 運 営 す る場合 の2つ が あ る。 前 者 は さ らに子 会社 、下 請

会 社 な ど縦 の結 合 と、取引先 、銀 行 な ど横 の 結合 に分 れ るが 、 縦 の 結合 は、

他 企 業 とい え ど も、 一企 業 内の デ ィ ビジヨ ン或 は セ ク シ ョ ンと同 じ取扱

い方 を し てい るわ け で あ る。 この よ うな場 合の 典 型 的 な例 と して は、 ウ

ェ スティングハ ウス ・エ レク トリッ ク社 が あ る。 この や り方 を み る と、

端末 装 置が150台 セー ル ズ オ フ イスに お かれ、 さ らに350台 が、 デ

ィス ト リビュー タ ー、 修 理 セ ンター、 倉 庫 な どに お かれ てい て、 この 中

に子 会 社 が 含 まれ て い る。

七 一ル ズ ォ フ イス の 端 末 装 置か らは カス トマー オ ー ダー が 直 接 コ ン ピ

ュー タに入力 され、コ ンピュータは オー ダーを処理 し、在 庫を チエ ツク し、

出 荷命 令を適 当 な倉 庫 へ送 信 し、 プ ラ ン トヘ ス トツク補 充 を 勧 告 す る。

七 一 ルズ オ フイ ス 以外 の350の 端末 か らの入 力 は、 コ ン ピ ュ ー タに

一 た ん受 信 したの ち、 適 切 な宛 先 へ 自動 的 に 送 られ る。 即 ち、 一 種 の メ

ッセー ジ ・ス イ ッチ ングが 行 なわれ る ことが多 いが
、 中 には メッ セ ー ジ

の 宛先 が コ ンピ ュー タ その もの に なつ てい る場 合 が あ り、 その場 合 には

適 当 な プ ログ ラ ムが呼 び 出 され、 メ ッセー ジが 処理 され る。 米 国 に お い

て も、 この よ う に進 ん だ シス テ ムを 採用 してい る ところは 多 くはな く、 ロ

ッキ ー ド社 、 社 参保 険 庁
`などで は、 端末装 置か らテ レ ックス を通 じて送

られ た入 力 を 、 一 た ん 磁 気 テー プに 記録 し、 それ を バ ッチ処 理 す る方 法

を とつ てい る。 通信 回 線 と コ ンピュー タの 使 用 効率 か ら考 え る と、 この

よ うな オフ ラ イ ン方 式 の方 が経 済 的 な場 合 が 多 い の で、 巨大 企 業 以 外 は
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第4.1図NISの 分 類

ナ シ ョ ナ ル 。 イ ン フ ォ ー

メ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム

個別 情 報処 理 シス テ

ムの リンク

情 報処 理 サー ビス

一 斗

行政情報処理

企 業情 報 シス テ ム の リンク

共同情報処理シス テム

(例:地 銀協、 都信用金庫協会)

[
子 会 社 、 下 請企 業 な ど縦 の リン ク

(例:ウ エ ス チ ングハ ウス 社)

取 引 先 、 銀行 、事 業 団体 な ど横 の リンク

(例:メ ー カ ー 一 商 社 一 電 力会 社 一 銀 行)

官 庁 情報 シス テ ム の リンク

(例:通 産 省 と統 計 局、 自治 省 と府 県庁 、

官_　 _テ ム_⊥

企 業情報処理 と行政情報処理の リンク

処 理 サ ー ビス

情 報サ ー ビス

市役所 間)

共 同 セ ンタ ー

(例:GSAの 計 画)

情 報交 換 セ/タ ー

(例:ス イッチングセンター、情報案内 センター)

マ シ ン ●タ イ ム ・サ ー ビス(オ ー プ ン シ ョ ッ プ ・主 に ユ ー ザ の プ ロ グ ラ ム を 処 理 す る。

(例:銀 行 の コ ン ピ ュ ー タ 時 間 貸 し)

受 託 処 理 サ ー ビス(各 種 の ア プ リケ ー シ ョ ン を 開 発 、 用 意 し、 利 用 さ せ る。)

(例:GEイ ソ フ オ ー メ ー シ ヨ ソ ・プ ・セ シ ング ・セ ン タ ー)

フ ァ イル ・メ イ ン テ ナ ンス サ ー ビス(顧 客 の デ ー タを 保 管 し、 更 新 、 照 会 に 応 じ る 。)

(例:キ イ デ ー タ 社 ベ テ レデ 一 夕 社)

イ ン ク ア イ ア リー サ ー ビス(み つ か ら デ ー タ を 収 集 維 持 し、 照 会 に 応 じ る 。)

(例:バ ン カ ー ラ モ 社 、 ロ ウ ・ リサ ー チ 社)

デ ー タ コ レク シ ョ ン(デ ー タ を 入 力 さ せ 、 照 会 に 応 じ る。)

(例:座 席 予 約 、 ホ テ ル 、 劇 場 予 約)

情 報 配 布 サ ー ビス(新 しい 情 報 を 入 手 の 都 度 、 選 択 的 、 自 動 的 に 配 布 す る。)

(例:商 品 情 報 、 海 外 情 報)

リ サ ー チ ・サ ー ビス(例:ス タ ン フ ォ ー ド ・ リサ ー チ 社)
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この よ うな方 式 か らス ター トす る もの とみ られ る。

メー カー と商社 とい つた 横 の 結 びつ きの 例 は まだ少 な いが 、 わ が 国 で

も、 商 社、 証 券 会 社等 で 計画 を す す め てお り、 遠 か らず、 実 現 す る だ ろ

う。

共 同 情報 処 理 シス テ ム の例 と しては、 地 銀 協 の為 替 交 換 シス テ ムが あ

る。地 銀 協 の場 合 運 用は す べ て寛 々公 社 が行 な うとい う特 異 な形 態 でス

タ ー トした が、 実 務 の ナ ペ レー シ ヨ ンを地 銀 協 以外 の人 間が 行 な うと、

責 任 問題 が 生 ず る ので、 結 局 、 電 々公 社は 、 施 設の 提 供 と保 守 の み を行

な い、 実際 の オペ レー シ ョ ンは地 銀 協 の 職 員が 行 なっ てい る。

都信用金庫協会の場合 は預金 業務 であるが これ も今 の ところ同 じよ う

な運 用 形 態 にな る もの とみ ら れ て い る。

今 後 は、 卸 業 者 が共 同 でセ ンター を運 営す ると か、 中小 企 業 が 共 同 で

コ ン ピュー タを利 用 す る とい う形 で 、企 業 の共 同 情報処 理 シス テ ム は増

加 す るで あろ う。

(2)行 政 情報 処 理

官 公庁 の 場合 に も、 企 業 の場 合 と同様 に それ ぞれ の 官 庁 の シス テ ムを

リンクす る場 合 と複 数 の 官 公 庁 が共 同 で セ ンターを 運用 す る場 合 の 二 つ

が あ る。 動 機 の 面か らみ る と、 マ シ ンタ イムの余 裕 を互 に有 効 に 利 用 し

よ うとす る場 合 と、 デ ー タ を互 に交 換 して無 駄を 省 こ うとす る場 合 の2

つ が あ り米 国のGSA(共 通 役 務 庁)の 場 合 は コ ンピュー タ経 費 を節 約

し ようとす る ブル ソクス 法 の 精神 か ら前 者 の マ シ ンタ イムの 有 効 利 用 を

重視 して お り、 わ が国 の行 政EDPグ ル ー プで検 討 され てい るの は、 主

に デー タ の有 効 利 用 の面 か らで あ る。 マ シ ンタ イ ムの有 効利 用 の観 点 か

ら だけ か らみ れ ば 、 シス テ ム の リンク化 に して も、共 同の セ ンタ ー に し
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て も、 比 較 的 実 現 し易 い が デ ー タ の有 効 利 用 の 面 か らみ ると、 問題 は

非 常 に多 く、 一朝 一 夕 には 実 現 しない で あ ろ う。 米 国 のGSAで も米 国

の 官 庁 の 業 務 処 理方 式 は まち まち で、 情報 シス テム を共 通 化 す る ことは

当分 不 可能 として 「サ ジ」を投 げ た 形 で あ るが、 米 国 に較 べれ ば、 官庁 組

織 の整 然 と してい るわ が国 にお い て も、 シス テ ム に収 め た情 報 を 各 官庁

が 共 通 に利 用 で きる よ う にな る まで に は、 コー ドの 統 一 に始 まっ て、 フ

ァイ ル様 式 、 記 録様 式 の統 一 など、 多 面 的 な標 準化 がす す まな ければ な

らな い。 そ れ に も増 して 重要 な こ とは 、 デー タ の メ イ ンテ ナ ンス で あ り、

収めた デー タを常にア ツブ ・ツ ・デー トす るには相当のマ ンパワーを要 す る。

デー タを収 集、整理す るのはそれぞれ の官庁以 外では困難 であるか ら、結 局、

デー タの メイ ンテナンスは個 々の官庁 が責任を もつ ことにするほかはな い 。 し

た が つ て、 そ の デー タの保 管 は それ ぞ れ の 官庁 が行 な い、 他 の 官庁 は 必

要 に応 じ、 そ こか ら、 デー タを入 手 で き れ ば よい こと にな る。 す なわ ち、

実 際 の デー タ の処 理 と維持 は 各 官庁 が行 な い、 共 同 の セ ン ターは デー タ

又 は情 勢 の照 会 応 答 とそ れ に付 随 す る サー ビス の機能 を もつ こ とにな る。

これ が 、 情 報 案 内 セ ン ター の 構 想 で あ る。 別 に共 同 の情 報 処理 セ ン

ター も必 要 に な る場 合 もあ ろ うが、 そ れ は情 報 の共 同利 用 の観 点 か らで

な く、 マ シ ンタ イ ムの有 効利 用の 面、 即 ち 、個 々 に コ ン ピュー タを保 有

す るほ どの 情 報 処 理 需要 が な い場 合 に 限 られ るで あろ う。

各 省 庁 の 情 報 を相 互 に 有効 利 用 す るた め の 情 報 交換 セ ン ター の検 討 は、

コー、ドの標準 化 等 情 報 の 互換 性 の検 討 と併 せ て早 急 に着 手 す べ きで あ ろ

う。
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4.2.2情 報 処理 サ ー ビス

(1)処 理 サ ー ビス

情 報 処 理 サー ビス に も、 各種 の 形 態 が考 え られ る。 マ シ ン タ イ ム ・サ

ー ビス は、 機械 の時 間貸 し と同 じで 、 オ フ ラ イ ンの もの も、 オ ンラ イ ン

の もの も考 え られ る。 米 国 で は、銀 行 が通 信 回線 を 介 して コン ピュー タ

の 時 間貸 しを行 ない、 サ ー ビス ビュー ロー か ら銀 行 業 務 を 超 えた もの と

して提 訴 され る事 件 が あ つ たが、 結 果 的 には、 この よ うなサ ー ビス も提

供 で き る こ とが 確認 され てい る。 銀 行 に限 らず 一般 の 企 業 に お い て も、

コン ピュ ー タは 、100パ ー セ ン ト稼 動 してい る とは限 らず 、 空 き時 間

は 必ず あ る。 コ ンピュ ー タは1シ フ トよ り2シ フ トさら に3シ フ トで使

用 す る方 が経 済 的 であ り、 また オ ンラ イ ン利 用 の場 合 は オ ペ レー ター が

1～2人 で十分 稼 動 で き るの で あ る か ら、 わ が 国 で も通 信 回 線 の 利用 が

自由 になれ ば 、大 企 業 は 、 コ ンピュ ー タの空 き時 間を 回線 を 通 して売 り、

シス テム を保 有 す る余 裕 の ない 中小 企 業 がそ れ を利 用 す る とい う形 が 実

現 す る もの とみ られ る。 した が つ て一 般 の情報 処 理 サ ー ビス 企 業 は、 単

な る マ シ ンタ イ ム ・サー ビス で は、 上 の よ うな大 企業 の サ イ ドビジネス

に 対抗 す る こ とが難 し く、 した が つ て、 ア プ リケー シ ョ ン ・ソフ トウエ

アの豊富 さと利用 の し易 さで競 うことになるだろ う。 米国では、軍事 関係の計算

需要が大 きいからこの種 のTSSセ ン ターが成 立 つ、 との考 え も あ るが、,
実 際 に は 、 軍 需 と 関 係 の な いMobiloil、TWA、AA、Du-Pont

VisualStatistics、 シ ェル 石?由、 ソ フ トウ エ ア 会 社 な どが 盛 ん に

こ れ を 利 用 し て お り、 わ が 国 で も相 当 の 需 要 が 見 込 ま れ る。 た だ し、 こ

の 種 の セ ン タ ー が 容 易 に 利 用 さ れ る に は 、 コ ン ピュー タ入 口 の増 大 即 ち コ

ン ピュ ー タ 関 係 教 育 の 普 及 が 前 提 と な る こ とは 当 然 で あ る。
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フ ァ イ ル ・メ イ ン テ ナ ンス ・サ ー ビス は 、 主 に 事 務 分 野 を 狙 う もの で

あ るが、 オ ンラ イ ンの場 合 は 、 ラ ンダ ム ・アク セス ・メモ リーを 使 うの

で コス トは高 い。 したが つ て、 オ ンラ イ ンで プ ア イル を 使 う場 合 は用 途

が 比 較 的 限 られ た もの に な るだ ろ う。 米 国 では例 えば 自動 車 の 部品 の在

庫 管理 には 、 オ ンラ イ ン フ ァイル を利 用 して も十 分採 算 が とれ るで あ ろ

ううミ、 タバ コ の よ うな 安価 な商 品 の管 理 には 使 え ぬ とい う意 見 で あ り、

よ く言 わ れ る、 病院 の カル テ を記 録 す る に も、 未 だ コス トが 高 過 ぎて使

.用で きな い との 意見 が 多 い。

(2)情 報 サ ー ビス

イ ンクア イ ア リー ・サ ー ビス は、 対 象 分野 も応 用 範 囲 も 広 く、 最 も興

味 深 い もの で あ るが、 事 業 と して成 立 す るか ど うかを 見究 め るのが 最 も

難 し く、 また運 営 の方 法 も千差 万別 、経 営 上 の 創意 が もの を 言 う分 野で

あ ろ う。

この イ ンク アイ ア リー ・サ ー ビス を オ ン ラ インに 限 っ て しま うと、極

め て経 済 的 に不 利 な、 従 っ て実 現 性 の うす い もの にな る。 これ は 、 所 謂

tlデ ー タ ・バ ン ク|1と 呼 ば れ る分 野 で あるが 、 米 国 で も、 オ ン ライ ンで

成 立 つの は 、株 価 情報 な ど、 レス ポ ンス ・タ イ ムが 決定 的 な意 味 を もつ

ものが 中心 で、 現 実 に デ ー タ ・バ ンクの構 想 が あ る のは、 郵 便 な どで 情

報 を入 手 す る方 式 が 多い。
`

勿 論、 情報 を記 憶 し、検 索 す るに は コ ン ピュ ー タの 力を 借 りな けれ ば

な らない で あ ろ うバ、 オ ン ラ イ ンで なけ れ ば 、 コス トの 安 い磁 気 テ ー プ

を用 い る こ と もで き る し、 郵送 に よれば 輸 送 コス トも無 視 で き るほ どで

あ るからである。 デー タコレク ションは、通常イ ンクアイア リーを伴 うので 特

掲す る必要 もないようにも考 えられるが、米国法務 省によるサービスの分類 には別 掲
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され てい る。 た しか に、 サ ー ビス 企 業 が積 極 的 に デー タを 収集 、維 持す

る 必要 の あ る デー タ ・バンクとは 、若 干 色 彩 を異 に してい る。 これ は 、 コ

ス トも利 用 の可 能性 も比較 的検 討 し易 い もの で、処 理 サ ー ビス と並 行 し

て運 用 で き る もの で あろ う。

情報 配 布 サー ビス も、 一 種 の デ ー タ ・バ ンク で あろ うが、 顧 客 か らの

要 求 が な くと も 自動 的 に情報 が配 布 され る のが ポ イ ン トで、 例 えば 商 品

情 報 な どは、 ダ イ レク ト ・メ イル と似 た効果 を もつ か らデ ー タが 積 極 的

に提 供 され る もの と考 え られ る。

情 報処 理 サー ビス は、 各 種 各様 の もの が 考 え られ る し、 その 組合 せ 如

何 に よつ て企 業化 の 可 能性 は 大 き く左右 され る。 また デー タ ・ノミンクの

中 には ど うして も民 間 に は無 理 で 、 国 或 は 公共 機 関が実 施 した方 ゐミ、 無

駄 を省 く意 味 で 好 ま しい場 合 が あ る。 例 え ば統 計 情報 、 科 学 技術 情 報 、

特 許 情 報 、 海 外情 報 な どで あ る。 これ らに つ い ては、 民 間 の 活 動 を禁 ず

る必 要 は ない が 、 国 に おい て 積極 的 に実 用 化 の努 力 を進 め る こ とが 望 ま

しいo

(3)リ サー チ ・サー ビス

リサ ー チ ・サー ビス は、 巾広 い対 象分 野 で さ ま ざま なサー ビス が 行 な

わ れ る もの と考 え られ るが、 例 えば 特 定 の商 品 の将 来 の国内 需 要 予 測 の

ため に は、 消 費人 口の 推移 、 消費 者 選 好 の推移 、 所得 の推 移 、 類 似 商 品

の 動 向等 各 種 の 関係 デ ー タ を収 集 、 解 折 し、 これ に基 づ い て、例 え ば地

域 別、 季 節別 の 需要 予 測 をた て る な ど、 高 度 の データ収 集 能力 、 コ ンピ

ユ ー テ イ ソグ パ ワー を駆 使 す る能 力 、人 間 の 知恵 に よ り情 報 の高 い 附 加

価 値を 生 む 能 力 が 必要 と され る。

リサ ー チ ・サー ビス には 、 新 た に 設 立 され る企 業 のほ か、 総合 商 社 、
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金 融機 関、'広告代 理業 、 市 場 調 査 会 社 な ど既 存 の大 企 業が 進 出の 計 画 を

持 っ て お り、 将 来、 ユ ー ザー は、 各種 の 分 野 の リサ ー チ に つい て、 ます

ます 多 く これ らの リサ ー チ ・サ ー ビス 業 の専 門サ ー ビス に依 存 す る こ と

にな ると考 え られ るう

4.3NlSに お け る情 報 伝送 方 式

広 域 に わ た る シス テ ム におけ る情報 伝 送 の方 式 と しては、

① 文 書、 デー タ シー ト、 マ イ ク ・フ イル ム な ど通 常 の記 録媒 体 に よ る

もの。

② 紙 テ ー プ、 カー ド、 磁気 テ ー プ、 磁 気 デ ィス クな ど、 コ ン ピュ ー タ

で直 ち に処 理 可 能 な記 録 媒 体 に よ る もの。

③ 通 信 回 線 を介 して電 気信 号 に よ り伝 送 す る もの。

な どが あ る。

現 在 は 勿 論① が 多 いが、 流 通 す る情 報 量 が 増 大 す るに つ れ て、② の方 式

が 次 第 に 増 え るで あ ろ う。 現 に本 店、支 店間 で磁気 テー プに よつ て デー タ

を 輸 送 して い る例 は多 く、 航 空 会社 の間 の 料 金 決済 、 国連 な ど国際 機 関 と

各 国 政 府 機 関 との 間 の統 計 デー タの 交 換 は磁 気 テー プに よつ てい る。

こ こで、 通 信 回線 の利 用 が 必 ず し も急速 に普 及 しな い理 由 を さ ぐるた め

に、 磁 気 テー プ1巻 に記録 され た 情 報 を通 信 回 線で 送 る場 合 の時 間 と コス

トを検 討 し てみ よ う。

磁 気 テー プ1巻 に 収め られ て い る デ ー タ は、 通 常 の記 録 密 度 で約500

万 字で あ るか ら、 これ を仮 りに1,200ボ ー(120字/秒)の 電 話回 線 で

送 る とす る と、 ネ ッ ト伝 送 時 間 だけ を とつ て も約12時 間 を 要す る。

仮 りに、 これ が 東京、'大 阪 間 で あ る とす る と、1,200ボ ー 回 線 の
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専用同級 び㈱ 繍 の使用料醐 間約・・万円で鮪 から・ ・碑 間分(半

日)で13,000円 か か る こ とに な る。

この よ うに大 量 の デー タ を通 信 回 線 で送 る こ とは 、経 済的 で ない の で、

通 信料 金 が大 幅 に安 くな らな い限 り、 磁 気 テー プ1巻 分 を 送 る とい うよ う

な場 合 は 、今 後 も当 分 の 間鉄 道航 空機 な どに よつて輸 送 す る方 法 が と られ る

もの とみ られ る。

しか し、 比較 的 少 量 の デ ー タを高 速度 で送 る には 通信 回 線 が有 効 で あ る

こ とは 勿論 で あ る。 現 に米 国 で も タ イム シェ ア方 式 に よ る技 術計 算 や リモ

ー トバ ッチに よ る事 務 計 算
、 病 院事 務 処 理 な どが通 信回 線 を 介 して 行 な わ

れ て お り、 使 い方 に よつ ては、 十分 採 算 にの せ得 る ことを 示 して い る。

この場 合 、 端末 機 器 か らの入 力 を直 接 コン ピュー タ に イ ン プ ソ トす る

方 式 は比 較 的少 な く、 一 た ん磁 気 テー プで デ ータ を うけ とめ、 これ を バ ッ

チ処 理 す る方 式が 多 い。 これ も通信 回 線 とコ ン ピュー タの マ シ ンタ イ ムを

有 効 に活 用す るため で あ る。

磁気テープ1巻 分 のデータを送 るというような場合は、通信 回線を利 用す ることが経

済的 に不利 である ことを述べ たが、普通 デー タを送受す るのは もつ と少量 の場 合が

多 くイ ンクアィア リー の場合 には統計デー タを照会す る とか、 文 献 の コ ー ドを

数 個 呼 び 出す とか い う場 合 が多 い で あろ う。 通 常の 書 籍1頁 分 は相 当 の 情

報 を 盛 り込 む こ との で き る もの で ある か ら仮 りに これ を東 京 大 阪間 の

通信 回線 で 送 る と して み よ う。1頁 分 は400字 詰 原 稿 用 紙約3枚 即 ち、

1,200字 、 漢字 ま じ りと して1字 を2字 分 に数 え れ ば 、2,400字 で あ

る。1,200ボ ー 回 線 で送 る と する と これ もネ ッ ト伝 送 時 間だ け を み て、

20秒 か か る。

東 京一 大阪 間 の 専 用 回 線 、 設備使 用 料 は 前 述 の よ うに80万 円/月 で あ
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るから、仮 りに通信 回線 を無駄な く使用 したとして1秒 当 りO.31円 、20秒 で

6円 余 りで あ る。 専 用回 線 で な く、 普通 の電話 交 換 網を 用い ると東 京～ 大

阪 間は4秒 間 で7円 、 これ も極 限の密 度 で使 っ た と す れば20秒 で35円

で ある。通 信 回 線 を この よ う に極 限 の密 度 で使 用 す る には後 述す る よ うに、

通 信 の コンセ ン トレー シ ヨ ンな どの手 法 が 必要 で あ るが、 と も角通 信 回 線

を 極 限 迄有 効 に利 用 す る とす れ ば 通信 料金 を無 視 で き る範 囲 で相 当 の情 報

を 送 る ことが で き る ことが判 る。

また さらに、 通 信 回 線 の伝 送 速度 が 上れ ば単位情報量当 りの伝送 料金 は安

くな る。例 えば ア メ リカの例 を と ると既 に商 用 化 され てい る50万 ボー回

線 の伝 送 速 度 は1,200ボ ー 回線 に 比 べ て416倍 で あ るが 、東 京 ～大 阪

間 の距 離 で較 べ て料 金 は25倍 にす ぎない。 この こ とは一 定 情報 量 当 りの

伝 送 料 金が17分 の1に な る こ とを 意味 してお り、 前述 の 磁 気 テ ー プ1本

分 を 東 京 ～大 阪 間 で伝 送 す る とい う例 の場合 も約800円 とな り、 これ な

ら十分 実 用 し得 る とい え よ う。

ここで、 この よ うに遠 距 離通 信料金 を 低減 す る方 法 の1つ と して通信 の

コ ンセ ン トレー シ ヨ ンに つい て述 べ よ う。

これ は、 通信 回 線 の 共 用(sharing)を 前 提 とす る もの で、わが国で も、

又米国で も、現行 の通信制度の もとでは実 施困難 な事情 にあるカ＼米国廿 ま法 務省が

この 容認 を 強 く勧 告 して お り、 わ が国 で も通 信 回 線 の 有効 利 用の 面 か らこ

れ が実 施 で きる よ うに な る こ とが強 く望 まれ る の であ る。

通信 回 線 の共 用 に は二 つ あ る。 一 つ は 周波数 分 割(Channelizing'ま

た は、Subdeviding)で 、 バ ン ド巾の広 い チ ャ ン ネルを 使 用 し、 それ を

狭 い バ ン ドに分 割 して共 用 す るや り方 、 も う一 つ は、 時 分 割(Time

ing)で 、 回 線 を 時 間 的 に分割 して共 用 す るや り方 で あ る。 これ に
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はTSSシ ス テ ムの よ うに極 め て 短 い 時 間 に分 割 して(Timeslice)

サ イ ク リック に利用 す る や り方 も あ る し、 午 前はAユ ー ザー、 午 後 はBユ

ーザ ー、 夜 はCユ ー ザ ー とい うよ うに大 き く分割 す るや り方 も考 え られ る。

専 用 回 線 を通 信会 社 か ら借 りてい て も、 それ を1日24時 間 、 フル の 伝送

密 度 で使 っ てい る訳 で な く、 利用 の 隙 間、 即 ち 、 ユー ザー 側 か らみ れ ば 無

駄 に回 線 料金 を 支払 っ て い る時 間 が極 め て多 い の で ある。 した が つて、 あ

る地 点 で 、 コ ンピュー タを使 っ て その 地 域 の通 信 需要 を 集 中 し、 専 用回 線

で送 れ ば、 伝送 コス トは極 端 に低 減 で きるの であ る。 使 い方 に よつ ては 、

東京 一 福 岡 とい え ども、 市 内回 線 と同 じ低 い コス トでデ ー タ 伝送 す る こ と

が で き、 広域 情報 処 理 に革 命 的 な変化 を もた らす 可 能 性 もあ るの で あ る。

この よ うに コ ンセ ン トレー シ ョ ンを 専 用 回線 を 借 りた企 業 体 が 自由 に行 う・

こ とが で き る ことが 望 ま れ るの で あ る。

通 信 回 線 で デー タを送 る場 合 に問題 に な る こ とが まだ他 に あ る。 その1

つ は 市 内 回線 の使用 方 式 で ある。 米 国 で は 市 内 回線 も、 ビジネス ・フ ォー

ンは 時間 制 で、1ユ ニ ッ ト時 間(通 常3分)毎 に料金 が 上 る よ うに な つ て

い るが 、 わ が 国 では この よ うな シス テ ムに なつ てい ない。 即ち 、 市内 回 線

に 関す る限 り何 時間 接続 してい て も今 の料 金 制 度 で は7円 で あ る。 電話 の

場 合 は 接 続 し続 け、 とい うことは 考 え られ ない が、 デー タ伝 送機 器 を 接続

す る よ うに な る と、 数10分 連 続 使 用 とい うこ とは十 分 考 え られ、 そ れ に

7円 しか課 金 で きな い と い うの では 電 々 公 社 の経 営 に支 障 を及 ぼす 可能 性

が ある。

しか し、 この よ うな事 情 か ら電話 交 換 網 に コン ピュー タ な どを 接 続 して

デ ー タ 伝送 を行 なわ せ な い とい うの で あ れ ば 、 問 題 で あ つ て 、 デ ー タ

伝送 需 要 に ミー トした課 金方 式 を直 ち に確 立 す る必要 が あ ろ う。
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この 場 合 に 全国 の 電話 回線 の すべ て に、 計 時 機構 を 設 け る とす る な らぽ、

投 資 額 も老大 に な り、 一朝 一 夕 に望 む わ け にい か ない が、 デー タ伝 送 を 行

な う旨の 契約 を結 ん だ加 入者 の み につ い て計 時 装 置を 具 え、 その 施 設 費は

当該 加 入 者 に転嫁 すれ ば よい の で あ る。 計 時装 置を 電話局 に設 置 す るこ と

が 、 困 難 であ れば 、 加 入 者の 事 業 所 毎 に 設 置 し て定 期的 にテ レメー ター す

る こ と も考 え られ よ う。

4.4NISの 運 用形 態

4.4.1個 別 情報 処理 シス テ ム の リンク

個別 シス テ ムを リン クす る場 合 には、 そ れ ぞれ の シス テ ムの 運 用 主体 が

あ るわ け で あ る か ら問題 は ない。

通 信 回 線は、 自ら設 置す る場 合 と寛 々 公 社 の 専用 回 線 また は 交 換 網 を 利

用す る場 合 が考 え られ るが 、 寛 々公 社 の 施 設 と料 金 体 系が 合 理 的 で あ れば

それ を 利 用す る こ とが 通 信 施 設 に対 す る投 資 効 率 からみ て望 ま しいであろ う。

複 数 の 機 関が 共 同 で情 報 処 理 施 設 を 設 け る場 合 に もその 運 用 主体 は 自由

で あ るべ き で、 異 な る企業 の間 の 情 報処 理 を行 な うとい う理 由 で通 信 企業

が そ れ を行 な う必 要 は な い。

4.4.2情 報処 理 サ ー ビス

既 に述 べ た よ うに、 こ のサ ー ビス には処 理 サ ー ビス と情 報サ ー ビス とが

あ る。

ま た、 特 定顧 客 にサ ー ビス す る 場 合 と不特 定 多 数の 顧客 にサ ー ビス す る

場 合 が あ る が、 これ らのい つれ で あ つて も、 この種 の サー ビス は 国 内 の 資

本 に よる民 間企 業 が主 体 となつ て す ふめ る こ とが 望 ま しい。

米 国 に お いて は 、 民 間 の さま ざま な企 業 が この分 野 に進 出 して、ヴ ア ィ タ

～
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リテ イ にあ ふれ た経 営 手 法 で 、 市 場を つ ぎつ ぎ に創 出 し、 輝 か しい未 来 を

開 拓 してい る。

この よ うな 事 業分 野 は 、 絶 え 間 な い創 意 工夫 の競 争 が マ ー ケ ッ ト ・ポ テ

ンシャ ル を押 し上 げ て ゆ く もの で、 国 や 公共 資本 が これ を 一 元 的 に 運用 し

よ うとす るが ごと き動 きは この 産 業 の発 展 を抑 制 こそ す れ、 発 展 さ せ る こ

とには な らないo

しか し、 サー ビス の 中に は 、 民 間 では 採 算 にの らな い た め こ こ当分 伸び

が 期 待 で き ない ものが あ ろ う。 た とえば 情報 サー ビス の 分 野 で は、 科学 技

術 情 報 、 政府 統 計 情報 、 海 外 情 報、 特 許 情報 な どの サ ー ビス で あ る。 この

よ うな特定分 野 に お い ては、 民 間に おけ る動 きを 抑 圧 す る こ とな く、 政 府

また は 公共 機関 が 補 完 的、 一 時 的 にこれ を 運用 す る こ とが 考 え られ よ う。

さ て、 わ が 国 で は1!デ ー タ通 信"と い う語 が 混 乱 し て用 い られ て い るの

で、 この 際定 義 を 明確 に してお くこ と とす るが、 通 信 とい うの は 、音 声、

符号等 を"送 り、伝 え、受 け るIIと ころ まで で あ る こ とは、 わが 国 の 通信 法

制止 も、 また 、 米 国 法務 省 の 見 解 か ら も 明 らか に され て お り!注1)。 の関

係 を 図 示 す る と図2の よ う に な る。 した がつ て 、送 られ た デ ー タを 処

理 、 加 工 する、 所 謂Tt情 報 処 理ITは 通 信 で は な く、 仮 りに 特 定 の ケース で、

軽 微 な 情報 処 理 を 通 信 の 過 程 で 行 な うこ とが 加入 者 に利便 を 与 え る こ とが

あつ て も、 それ は"通 信nに 付 帯 す る別 種 の サ ー ビス であ る ことを 前提 と

し、 あ く まで付 帯 的 な 範 囲 に と どめ るべ きで あ ろ う。

通 信 企 業が 、 情 報処 理 を 兼 業 す る場 合 に は、一 般 の 情 報 処理 サ ー ビス 業

に較 べ て、 有 利 な 地 位 に た ち 、 一 般 企 業 を 圧 迫 す る 結 果 に な る こ と

は綱 法 網 醐 摘 して い る ・ころ(注2)で あb、 ・わ 姻 に勒 て も廿

注意 す べ き こ とで あ る。
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4.4.3情 報 伝送 網

文 書 や、 磁 気 テー プ、 磁気 デ ィス ク な どを 輸送 す るの は従 来 か ら あ る鉄

道網、 航 空 網 な ど輸 送 ネ ッ トワー クを利 用 す るので あ る か ら大 きい 問 題 は

ない 。 これ か ら期 待 され るの は 通 信 ネ ソ トワー クの 拡 充、 整備 で あ る。

通 信 施設 は 、 全 国 的 な構 想 の も と に建 設 され る必要 が あ り、 また投資 効

率 を 高 く保 つ こ とが 望 ま しい か ら、基幹的通信 ネットワークの建設、 運 営 は 日本

電 信 電 話公 社が 主 体 と なつ てす ふめ る こ とに なろ う。

しか し、 この場 合 に そ の運 用 は、 新 しい 情報 処 理 の 時 代 に ミー トした 形

態 で あ る こ とが要 請 され るの で あ り、専 用 回線 の 第 三 者 との 間 の利 用制 限、

交換 回 線 網へ の コ ンピュ ー ター 、 ター ミナル の接 続 制 限 な ど、通 信 回線 の

保 全 上 必 要 な 限度 を 超 え た利 用 の 制 限を 課 す こ とな どに よつ て国 内の 情 報
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処 理 を 阻 害す る結果 を もた ら した り、 民 間 サ ー ビス業 の発 展を 抑 制 す る よ

うな こ とが あ つ ては な らな い。

では 、 基幹 的 通 信 ネ ッ トワー ク で な く、企 業或 は 官 公 庁の 集 合 体 、 或 は

情 報 処 理 サ ー ビス 業 と一 般 の 事業 体 を 結 ぶ専 用 サ ブネ ッ トワー クは どうで

あ ろ うか。

この場 合、 可 能 な限 り、 寛 々公 社 の 既存 施 設を 有 効 に利用 すべ きで あ る

が 、 電 々公 社 は常 に全 国 的 に バ ラ ンス の と れた投 資 を す ふめ て ゆ く必要 が

あ り、 個 々の サ ブグ ルー プの 要 請 に逐 一 応 え る こ とはで きな い で あ ろ うか

ら、 そ の よ うなサ ブグ ルー プが 別 途 専 用 ネ ッ トワー クを建 設 、 運用 す る こ

とを 妨げ る理 由は ない で あ ろ う。

ス イッチ ング機 能 に つ い て い え ば、 公 衆交 換 網 の ス イ ッチ ングは 、 寛 々

公 社 が 運用 す る こ と と なろ うが、 専 用 回 線 の 間の ス イ ッチ ング、 前述 の コ

ソセ ン トレー シ ヨ ン ・サ ー ビス、 メッ セー ジ蓄積 応 答 サ ー ビス(天 気 予 報、

ニ ュー ス等)な どに つ い て は通 信 回 線 の 効率的 な利 用 を促 進 す る観 点 か ら

民 間 も実 施 で き る ことが 強 く望 まれ る。

(注1)わ が国の公衆電気通信法にょれば、電気通信とは 「有線 無線その他の電磁的方

式にょり、符号、音響又は影像を送 り 伝え又は受けること」と定義されている。

nデ ータ通信 「tという語は
、通信法制上は見 られないが、これが 「t通信dで ある以

.上、上の定義に含まれなければならないものである。 この場合のAデ ータ 「tという'

語は 「las号化された情報4と 理解されるから、したがつてftデータ通信dと は、

「………その他の電磁的方式にょり符号を送 り、伝え又は受けること」、と考えてよ

いであろう。送 り出した符号を受けた時に符号が変っていたとすると、それは伝え

たことにならず、一種の θ誤 り"を 発生したことになるから、この 祠送 り・伝え又

は受ける祠というプロセスの中には、符号を処理したり、加工したりすることは含

まれていないと理解 され るべきである。勿論、符号を伝える途中で変調、復調によ

つて符号の形式が変ることがあつても、受けだ時に復元 されていれば、 面伝えた 司こ
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とになるの は 勿 論 で あ り・d送 り、 伝え又は受け る 「iために必要 な通信回線の制・

御や、誤 りの検 出、訂正は当然、"電 気通信 パの 中に含 まれ ると考 えるべきである。

この ように吟味すれ ば、it通 信 「tの中 にit情 報 処理dそ の ものは含 まれておらず、

この2つ は別個の ものとして取扱 うべきである ことが判 る。このよ うな ことは、米

国 でも検討 されてお り、連邦政府法務省は、FCC(連 邦通信委員会)に あてた意

見 の中で、"d通 信ftと は 禰情報を変えることな く伝達 することAで あるか ら、it遠

隔 情 報 処 理(Remoteaccessdataprocessing)eは"通 信dで は

な く、 した が つ て 通 信 法 に 基 く規 制 の 対 象 に は な ら な いdと 述 べ て い る。

(注2)通 信企業は 回線の共用制限な ど、回線の利用についての制限を利用者 に課 している

ので、一般企業 と相並 んで、通信回線 を利用す る事業を営 む際には非 常に有利 な地

位 にたつので ある。

例 えば通 信企業 は前述の通信 のコンセン トレーシヨンを利用 して回線 コス トを低

減し得 るが、一般企業は現行 の制度の もとではそのよ うな手段 を用い ることができ

ない。米国法務省は通信企業がこのよ うに競争上有利な条件下 にある限 り、通 信企

業が情報 処理サ ー ビスを行な うことを認 めてはな らない と、FCCに 勧告 している。
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5NIS展 開への基本的問題点

現在 日本におけ る、情報処理技 術の進 歩は技術 的側面か らのみ考えれば、

決 して米 国 の そ れ に劣 る もの で は な く・ 或 る面 に おい ては 凌 駕 して い る部 分

す らあ るが、 情 報 処 理 の シ ス テ ム に つ い て考 え て み る と、 ま だ ま だ であ

る。

これ は合 理 主義 に育 つ た 歴 史 の 違 い ともい え るが、何 れ に して もシス テ ム

に関 す る理 解 の問 題 で あ り、 この面 で の優 劣 が技 術 の領域 を 遙 か に こえ て い

るか らで あ る。

今 後の 問題 と しては 、 シス テ ム に ウエ イ トの おかれ た 検 討 が 必 要 で ある。

さき に も 国際 競争 力 時代 に は経 済 規模 の脆 弱 さを何 等 か の かた ち で埋 め な

け れば な らぬ ことを 述 べ た が 、そ の 有 力 な手 段 と して、 企業 間、 官 庁 を 通 じ

た 情報 処 理 の 仕 組み の 整 合 化 、 シス テ ム化 が あ る。

現 に企 業 サ イ ドでは 製 造 メーカー、商社、輸送業者、ユー ザー とい う縦 の つ なが

りとそれ等 を 横 につ なげ る企 業集 団、 あ るいは 産 業集 団、 系列 企 業 間 で の 個

々の企 業 を こ えた シス テ ム に 対す る相 互 研究 が 真 剣 に と りあげ られ てい る。

今 迄 に も大 企業 が そ の 下 請 企 業 に対 し て、 自社 中心 の 事 務 処 理 シス テ

ム、 生産 管理 シス テ ムを 一 方 的 に押 しつ けた 時 期が あ り、 今 で もそ の よ うな

動 きを 示 して い る企 業 も あ るが 、心あ る企業 においては 自社 中 心 か ら くる下 請

企 業 へ の しわ よせが 、 企 業 間 の トー タル ・シス テ ムと しては 効 果 マ ク シマ ム

に つ なが らぬ こ とに気 付 き、 そ の対 策 に乗 り出 してい る。

も と もと下 請 企 業の 管 理 体 系は人 中心 に仕組 まれ てい る の に対 し、 親企 業

においては職能権限が それ な りに規 定 され て い る情報 中心 に 仕 組 まれ てい るた

め、 親企 業 との 整合化 も同 一 企 業内 シス テ ムを 開発 す る よ りは 遙 か に 問題が

一87一



多い。

しかも親企業に はシス テムを組む専門家の確保が可能であるが、下請はそ

のよ うな専 門家を もつ余裕が 少な く、勢い親企業偏重の システ ムが作 りあげ

られ ることが多い。

日本の産業構造が、 先進国型 に移行 しつつある とは云 え、現 実には まだま

だ二重構造的後進性 も多 く包 含 してお り、情報処理 システ ムも大企 業中心に

自社中心の仕組が発達 して来 て、下 請関連企業 の立場を考慮 した情報 処理 シ

ステムは 出来 てい ない。

例 えば、下請企 業 に対する注文書、親企 業に対す る納品書、 請求書等の事

務処 理 帳票は勿 論、 製品 コー ドか ら発注番号、工程管理の指示に至 るまで全て

親企 業 中心 の仕 組 となつているため、下 請企 業は 親企 業 か ら押 しつけ られ た仕

組 と自社 独 自の仕 組 を 両 立 させ た 重複 作 業 を行 っ てい る。

も し、 これを 関 連企 業全体 の 立 場か ら考 え た シス テ ムの 整合 化 が な され る

と同 一 帳票 の重 複 の 排 除、 事 務 管 理、 工 程 管理 、 在 庫 管 理、 販 売 管理 等 全て

の 面で 能 率 化 を 計 れ る こ とは いう まで もな い。

今 少 し詳 し くい うな らば、仮 に製造 メーカーと輸送 業者 との仕組みを考 えて み て

も、 個 々の 立場 か らいえば製造 メーカーは生産部 門においてIE的 な精 一 杯 の努 力

を払 っ た 生産 体 制 を っ く り上 げ て お り、そ の限 りにおいての 効果 マクシマムを選

ん でい る。 しか し、も しそ こに製造 メーカー 一 輸送業者 一 ユーザ ー の ラ イ ンを

もつた シス テ ムを 考 え てみ る と きには、 製 造 メー カー中 心 の生 産 方 式 は次 の

よ うに変わ るで あ ろ う。

もともと製造 メーカーの生産は需喪家の需要 に 見合 つた 生 産 と資 材 手 当の 仕組 を

考 慮 した 生産 管理 方 式 が 考 え られ るべ きで あ る。すなわち、輸送 との 接 点 を考 え

てみ る と、 生 産 され た製 品が 在庫 あるい は 仕 訳 の行 程 な しに 直 接需 要 者 に納
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入 され、 そ れ が 需 要 者 に 対 して も都 合 の 良 い 仕 組 で あ る こ とが最 も望 ま

しい こ とに な る。 そ の た めに は 、 ユー ザ ー か ら さか の ぼつた 仕 組み 、す なわち、

マー ケッ ト中心 の仕 組 み が考 え られ る必 要 が あ る。 そ と まで発 展 させ な く

と も、需 要 者 に運 び込 まれ る ま で の輸 送 部 門 と メー カー との間 に は 倉 庫 を

どち ら サ イ ドが 用意 し、 そ の大 きさを ど うす るか 、主 た倉庫その ものを 配送 セ

ンター と考 え るか 、一 般 倉庫 と考 え るの か を決 定 す る 問題が あ る。

これ 等 は異 種 企業 を 含 め た企 業 間 シス テム と して 解 決 を計 る問 題 で あ り、

個 々の企 業1に お け る 効 果 ひ タ シマムを 狙 うだ け で は 解決 出来 ない 問題 で あ

る。

さ ら に最 近 、 合 併 を 決定 した 大 手 企 業間 に お い て起 っ て い る 問 題 で あ る

が、 両 社 が もと もとは単 一企 業 であつた にもかかわ らず、分離後10数 年 の 間 に

経 営 者 の方 針 、 地 理 的 な条 件 か ら一 方 は完 全 な集 権体 制 を とつ て お り、 他 方

は分 離 体 制 と な つ てい る。 そ こで合併 に 際 しての 経 営 体 制 の調 整 は もち ろ ん

の こ と、 両 社 経 営 体 制 の もた らす 帳 票、 コー ドも 体 系 に至 る事 務 システ ムの

相異 点 の一 体化 は 大 変 な時 間 と労 力 を 必要 とす る こ と にな る。

この こ とはNISを 進 め て行 く上 で 同 種 企業 間 とい え どもそ の標 準 化、 パ

ター ン化 が 容 易 で な い こ とを示 して い る。

また、前 に も述べた大手 メー カー、 商 社 、大 手 ユァ ザ ー(メ ー カ ー)間 にお

い て も、 早 くか ら生 産 分 野 にIE体 制 を導 入 し、 こ の思想 を経 営 管理 全般 に

お よぼそ うと努 力 して い た メー カー と、売 買取引 が錯綜 し、 そ の事務 処 理 の 多 種

多 様性 か ら メー カー に 比 べ管 理 シス テ ム の近 代 化 のた ち遅れ てい る傾 向 に あ

る商 社 との 間 で は、 取 引 に 伴 う情 報 処理 シス テ ムの 面 で格差 が あ り、 メー カ

ー、 商 社、 ユー ザー 、三 者 間 の新 シ ステ ム作 りに苦 慮 す る ケ ー ス が 出 て い

る。

-89-一



この ことは、 理 想 的 に は、 石 油 精 製 企 業 と化 学 品 メー カー との間 に おけ る

コ ン ビナー ト ・シス テ ム と同 じ よ うに、 メー カー、 商 社、 ユー ザー 間 で の取

引、 輸送 、金 輸 業 者 な どを包 含 した情 報 処 理 の コ ン ビナー ト ・シス テ ムの 形

成が 望 ま しい こ とは い うまで もな い。

しか も、 メ ー カー 、商 社 、 ユ ー ザ ー、 い つれ も通 常 同一 商 品 に つい て 多数

の取 引先 と 多 種 多 聞 な 取 引 関 係 を もつ てお り、 その組 合 せ の数 に応 じた コ

ン ビナー ト・シス テムを 形成 す る こと は伸 々 の大事 業 で あ る。

現 実 に、 情報 処 理 コ ン ビナー トま で と はいわ な くと も、 情報 処 理 シス テ ム

の 接 続 につ い て メー カー か らの 申入 が 出て 商 社 と して対 策 に困 惑 し てい る ケ

ース もあ らわ れ てい る
。

つ ぎ に、 上記 問 題 点 とは 裏腹 な 例 を あげ れ ば 、最 近 、 オ ンラ イ ンを 実施 中

の某 都 銀 が シス テ ムの共 同 利用 を 通 じて某 地 銀 と業務提 携 し、 両者 の 預 貯金

窓 口の 相互 利 用 に踏 み切 っ た の で あ るが、 この例 は 前 記 の例 とは逆 に、 さ き

に共 同 利用 し得 べ き シス テ ムが 出来 上っ てい て 、 この シス テ ム が存 在 しなけ

れ ば想 像 もつ かな い 業務 提 携 を 可 能 な ら しめ て い る もの で あ る。 これ は今 後

の企 業 間(同 業種 間)情 報 処 理 シス テ ムの共 用 、標 準化 の可 能 性 を 示 唆 して

い る もの とい え るが 、 この 実 施 に つい て、 回 線 問題 で、 異 る企 業 間 の 回線 利

用 の 禁止 を寛 々 公社 が 固執 した 結 果 、 現実 的 に シス テ ム効果 は 半 減 され てい

る現 状 で あ る。

本 問題 に関連 して、 い かな る理 由が あ ろ うと も寛々 公 社 が 自社 開発 の地 銀

協共 同 シス テ ムを 実 施 して い な が ら、他 の シス テム に お いて は回 線結 合 を 許

可 しな い こ とは、 は なは だ し く公 正 を欠 く問 題 といえ よ う。

回 線 利用 上 の 問 題 点 は、す でに電 気通信法 の改正 につ き業界 の間 で も現法が、わ

が 国産 業 界 の シス テ ム近 代 化 を 阻 害す る 時代 遅 れ の もの と して 指摘 してい る
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と ころ で あ る。 この 問 題 に つい ては 、す でにア メ]Jカ の事例に もあるよ うに「遠

隔情 報 処 理 」と通 信(情 報 を 変 え る こ とな く伝 達 す る手 段)と の 機能 的 な分

離を 明 確 に打 ち 出 してい ると ころ で あ る。

わが 国 に お い て も早 期 に回 線利 用 の 開 放体 制 の確 立 を 計 る こ とはNIS展

開の 基 本問 題 の一 つ とい 乏 よ う。

つ 芽 に、 前 述の よ うな具 体例 に よる 問題 点を含 め、NIS展 開 上 の 姿勢 並

び に問 題点 を 要 約 してみ る と、

①NISは 国 家 と して産 業 社 会 の み な らず 市 民 社会 に とつ て も、 偏 向の

ない シス テ ムの 形 成 が 必要 で あ る。

特 に現 下 の産 業 社 会 に お け る 業 種 別 、 規 模 別の 調 整 を どの よ うに と る

か 、 特 定 の 業務 あ るい は 規模 、 あ るい は階 層 に メ .リツ ト、 デ メ リッ トが偏

在 しな い よ うな 仕 組 を どの よ うに作 り上 げ るか。

② 異 種 企 業 間 の 仕 組 に つ い て いえ ぽ、1メ ー カー、1ユ ー ザ ー の 単 一 縦

割 の 仕組 は比 較 的 容 易 で あ るが 、 マ ル チ ・メー カー 、 マル チ ・ユ ー ザ ー と

して の同 業 種 競 合 関係 の 仕組 を どの よ うに 開 発す る かは 非 常 に難 か しい 問

題 で あ る。

③ さら に、 同 業種 間 につい て は、 情報 処 理 のパターン化 は一 見 容 易 に考 え

られ るが 、 現 実 問題 と して、 企 業個 性 あ るい は 経 営 個 性 に よ る デ ー タ構

成 に い た る まで 異 な る場 合が あ る。 例 え ば、 経 営 管理 方 式が 集 権 主 義 か 分

権 主 一義か に よつ て も差 異 は実 在 す る の で あ る。

④ 前 記 に 関連 し、NISを ダ イナ ミック な もの とす るか、 単 に 指標 、 統

計作 りの た め のス タ テ ィ ッ ク な もの にす る か。

ダ イ ナ ミック の 場合、 企 業 の 管理 体 系 に まで シス テムを 浸透 させ ねば な

ら な くな り、 こ の場 合、 企 業 の 機密 性 との か ね合 い が 問題 とな ろ う。
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⑤ 同 業種 あるい は グ ルー プ(系 列産 業 集 団)の 総体 的 な 能率 と、 個 々の

企 業単 位 と して の効 果(時 間、 費 用 等)と につ い て、 両 者 の効 果 マ ツク

シマ ムを シス テ ム と して いかに と らえ る べ き か。

⑥ 上 記 に関連 し、 公 正 な 自 由競争 を標 倍 す る資本 主 義 社 会 に おい て、 個

々 の企 業 の存在 を 擁 護 しつ つ、 産 業 社 会 全体 と して、 さ ら には国 家 規 模 で

の 十 分 な 能率 と効 果 を、 矛 盾、 偏 りな く発 揮可 能か ど うか。

⑦ さ きに もふれ た 流 通 の事 例 に見 る よ うに、 産業 社 会 に お け る同 業種 間

とい うよ うな横 割 りで な く、 異 業種 間(取 引を通 じて の 縦 の 関 係)を 一 貫

した情報 処 理 シ ス テ ム とす る と らえ 方 は ど うす るか 。

⑧ 技 術革 新 に と もな う産 業 社 会 構造 の 変 革 は、今 後 一段 とテ ンポが 早 ま

る と考 え られ る。 巨大 なNISが そ の急 激 な 変革 に耐 え 得 るか。 経 営体 制、

流 通 、 金 融、 販 売 、保 管 、 さ ら には コー ド、 デ ー タ様 式 の変 化 に応 ず る弾

力 性 をNISは 持 ち 得 る か。

⑨NISは 、他 の 情報 企 業す な わちTV、 新 聞、 広 告、 教 育 な どのマ ス

コ ミユ ー ニケー シ ヨン との接 点 な い しは領域 限界 を 如 何 に 設定 した ら よい

かo

⑩NIS展 開 の 中心 的 な推 進 機 関の 設立 が望 ましい と考 え られ るが 、 こ

の 構 成、 分掌 限界 等 は いかに 考 え る べ きか 。お よび、NIS確 立 のた め の 推

進 体 制 と資 金 、 予 算 の 問題。

⑪NISに お げ る国家 と企 業 、 企 業 と個人 との 関 係 を、 そ れ ぞれ の 主権

の 擁 護 と メ リッ トの配 分 を 考 え た 上 で、 公 正 に保 つ に は い か なる 努 力 が 必

要 か。

⑫NISは い か に情報 処 理 サ ー ビス企 業 を 利 用す べ き か、 さら に資本 自

由化 と外 資 系情 報 処 理 サ ー ビス 企 業 の 取 扱 い。
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⑬NIS推 進 上 の 既 存諸 法 律 の改 廃 立 法

1)NIS内 流 通 デー タ提 出や コー ドシス テ ムの順 守並 び に強 制化 、また

は 罰 則 の設 置

2)商 法、 税 法 等 の改 正 、 立 法

3)機 密 保 持 、保 護 の た めの 立 法

⑭NIS推 進のため の 民 間企 業集 団 に対 す る補助 金 、 あるいはテストモデル と

な る同 業者 集 団、 企業 集 団 に対 す る 優 遇 措置。

以 上NIS展 開 上 で の主 と して産 業 社 会 よ りみた 基 本 的 問題 点 を上 げ たが、

つ ぎにNIS展 開 の手 段 あ る いは 道 具 で あ る コン ピュー タ、 回 線、 人 材 、 等

の面 か らの問 題 点 を 上げ る と つ ぎの通 りで ある。

(1)シ ス テ ム上 の問 題 点

① デー タ の標 準化

aデ ー タ記 録 様 式 の 設定 、 統 一 化

bデ ー タ に 使用 され る コー ド体系 の 確 立 と コー ドの統 一 化

cこ れ ら の推進 体 制

② ソ フ トウエ ア、 プ ログ ラム

a関 連 ソフ トウエ ア の集 中 開発

b主 た る共 通 言語 の 設 定、 開発

c共 通 言語 設定 の 過 渡 期 にお け る コ ンバー ジ ョ ン用 プ ログ ラ ムの 開

発

dソ フ トウエ ア、 プ ログ ラ ムの商 品 あ るいは 、 ノ ウハ ウ と して の法

制 的 保 護 と流通 体 制 の 必要 性 の検 討

③NIS内 に おけ る種 別(行 政 、 産業 、 教 育 等)層 別 標 準 出 力あ る い

は蓄積 Φ保存 デ ー タの検 討 。
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④ 問題 点で は な いが ア メ リカ国 務省 あ るい はRAND社 等 先 進機 関 よ

りの 優れ た ソフ トウエアお よび シス テ ム の 調査 研 究紹 介 は積 極 的 に な され

るべ きで あ ろ う。 ・

(2)機 器、 回 線 上 の 問題 点

①cPu、 入 出力 、 周辺 機 器を 含 め て の 利用 機 器 に 関 して

a国 産 機 メー カー とのNIS用 共通 機器 の共 同研 究 開発

b完 全 な統 一 化 は別 と して も何 等 かの方 法で 利用 機 器 及び ソフ トウ

エ アの 標 準化 が 必要

② 通 信 回 線上 の 問 題点

a現 電 気 通 信 法 上 の 回線 の利 用 制 限 の改 正

baに 関連 して 電々公 社 業務 の範 囲 の 限定

cNISの イ ンター ナ シ ョナル な回 線 利 用上 の国 際 電 々公 社 業務 と

の 調整

(3)人 材 の 育 成

NISの ため のエ ンジニア(SE、 プ ログ ラ マー一、 オペ レー ター、 ハー ド

ウエ ア技 術 者等)の 養 成 とその 機 関 の確 立。

さて以 上 あげ た 問題 点 に つ き、 政府 が 調 整 、推 進 す べ き事 項 と産 業社 会

が解 決す べ き問 題 と して分 け てみ る と次の よ うに な る。
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政府 が推進すべ きもの 民間 が推進すべ きもの

① 情報処 理高 度化のための環 ① 自律機 能体制の確立

境 整備 に関する誘導政策 a企 業 にお け る オ ペ レー シ

機 a通 信 回線問題の解決 ヨ ナ ル ・ シ ス テ ム

b標 準化問題等、利 用技術 bコ マ ン ド機 能発 揮 体制 の

上の問題 の解決 確立

c周 辺 科学 に関す る問題の c人 材 の育成

解決 dソ フ トウェ ア流通 促 進 の

d人 材の育成 た めの対策

eソ フ トウエ ア流 通促 進 の

た めの対 策

能
②NISの 確 立 の た め の施 策 ② 外部情報の調達消化機能の

a情 報処理専業 者の 育成 確立
ネ

b情 報の 入手 経 路、 情 報 源、

情 報の評価

1.官 庁 の 各 種統 計 情報 1.取 引 情 報 全般

情(

報主 2.科 学 技 術 情報 2.業 界 情 報

のな

種も
類e

3.海 外情 報 3.地 域 市 場 情報

4.商 品 市況 情 報

つ ぎに これ ら諸 問 題 の 中、 政府 が推 進 す べ き問題 点 の対 策 につ きふ れ て

み る こ とにす る 。

-95一





'





6必 要 な 対 策

6.1序 論

前 節 の問題 点の 探策 で み た よ うに、NISの 実 現 のた め に は、 民 間 サ イ

ド、 政府 サ イ ドを 通 じて 多 くの対 策 が 必要 と され る。

民 間サ イ ドの対 策 につ い ては、 わ が 国のNISの これ か らの 主 導 的 な に

な い 手 と して の十分 な 自覚 に基 づ き、 企 業、 団 体等 が 自 らの 問題 一と して そ

れ ぞれ の対 策 に取 り組 ん どい く こ とが 必要 で あろ う。

政府 サ イ ドの対 策 につ い ては 、 民間 を 中心 と したNISの 発 展 の た め の

基礎 環 境 の 整備 とNISの 発 展 を促 進 す るた め の助 成 お よび 秩 序 づ け を任

務 と して施 策 を講 じてい く こ とが 必要 で あろ う。 この よ うな 観 点か ら、 問

題 点 の探索 で述 べ た各 種 の 対 策 の うち、 政府 サ イ ドで 講 ず べ き施 策 の 主 要

項 目 と して10項 目の 施 策を 挙 げ る と次の とお りで あ る。

① 標 準化 の促 進'

② 通 信 回 線利 用の 自由化

③ ソフ トウエ アの 価 値 の確 立 と流 通 促進

④ 政 府 デー タ の民 間 へ の提 供

⑤ 情 報処 理サ ー ビス 業 にお け る国 お よび 外 資 の 役割 の位 置 づけ

⑥ 情 報 処 理 サ ー ビス 業 の規 制 と助 成

⑦ コ ミユ ニケ イ シ ヨ ン ・ギヤ ツ プの 解消

⑧ 技術 開発 の促 進

⑨ 技術 者 教 育 の 促 進

⑩ 政府 施策 推 進体 制 の強 化

以下 これ ら の10項 目 の対 策 につ い て、 政府 と して と るべ き施 策 の内 容
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の提 言 を試 み る こ と とす る。

6.2標 準化 の促 進

(1)次 の事 項 につ い て、 標 準化 を早 急 に進 め る こ とが 必要 で あ る。

事 項 内 容 例

デ ー タ コ ー ド 産業分類、商品分 類、地方 公共 団体 名等

ハ ー ド ウ エ ア 入出力機 器 イ ンタ フェ ー ス、OCR用 文字 パ タ

一 ン等

ソ フ ト ウ エ ア プ ログ ラ ム言 語、 流れ 図 記号 等

記 録 媒 体 紙 テー プ、 磁 気 テー プ等

記 録 様 式 ヘ ッ ダ ー ラペ ル 、 ト レー ラ ー ラ ベ ル 等

そ の 他 情 報 処理 用語 、 デー タ フ ァイ ル方 式 等

C2)標 準化 の方 式、 す なわ ち決 定 され た 標 準 の 法 的 ・経 済 的 効 果は 次の よ

うな 姿 にす る こ とが望 ま しい。

標準用の法的強制 標準使用の経済的効果

民 間 ナ シ(使 用 は任意) 1.低 コ ス トが 得 ら れ る。

2.コ ン バ ー テ イ ビ リテ イ

の 利 便 が 得 られ る。

官公庁 原則 と して使用 義務
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このた め に は 、 民 間 につ い て は、 現 在 のJISの 方 式 の まま で よい が 、

官 公 庁 につ い て は、 現 行のJIS尊 重 規定(工 業 標準 化 法)に 加 え て、 更

に 特 別 の 手 当が 必要 で ある。 ・

官 公 庁 に対 してJIS使 用 を 義務 づ け る こ とに よ り、 民 間 がJISを 使

用 す る経 済 効 果 が 一 段 と高 ま り、JIS使 用 へ の大 きな誘 導 効 果 が 生 まれ

よ うが、 他 面 、 民 間 の 多様 性へ の選 択 機 会を 閉 ざす べ きで な く、 民 間 に対

す る法 的 強 制 は 避 け るべ き で あ る。

(3)技 術 開 発 途 上 に あ る もの に つい て も、 標 準化 に積 極 的 に取 り組 む ぺ き

で あ る。 この 場 合 に は、 技 術進 歩 と標 準化 との 関 係 につ い て慎 重 な配 慮 が

必 要 とな るが 、 実 際 的 な解 決方法 と し て、 技 術 水 準 に より複 数 の標 準 を 設

け る こ とが 一 案 で あろ う。

なお、 複 数 の 標 準 の相 互 間 の 互換 性 確 保 の た め コ ンバ ー トテー ブル等 を

政 府 の 手 で併 せ て 作 成す ぺ きで あ る。

(4)標 準 化 に 当っ て は、 国 際 的 な標 準化 との調 整が 重 要で あ り、 民 間 ベ ー

ス、 政府 ペ ー ス の両様 の ル ー トで、 わ が 国 の意 図 す る標 準 の国 際化 を積 極

的 に働 きか け る こ とが 必要 で あ る。

この た め、 民 間 ベー ス で は、 わ が国 の民 間 公共 機 関 がBEMA、ECMA

な どの 海外 の機 関 と常時 折 衝 を保 ち、 政 府 ベ ース では、 日本 工 業 標 準 調 査

会 とISOと の連 携 を 強 化 す べ きであ る。

6.3通 信回線利用の 自由化

(1)現 在、 企 業間の通信回 線利用、情報処理 サー ビス業の通信回線利用 に

禁止 的制限が行 なわれ ている背景 には、 「通信」の範囲 に関す る思想 的混

乱 があ り、 通信の範囲を明確に概念規定す ることが 必要 である。
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米 国 で は、 「通信 とは 、情 報 を 変 え る こ とな く伝達 す る こ と 」 とされ て

お り、 わ が国 の通信 法 制 で も、 情 報 を 「送 り、 伝 え、 また は 受 け る 」こ と

とされ て お り、 遠 隔情 報 処 理 につ い て、第6.1図 のように情 報 処理 と通 信 を 明

瞭 に区 分す べ きで あ る。

第6.1図

コ ン ピュー ター に

よる デー タ の 蓄 積 、

加 工 、 検 索 等

一
情報処理

処 理 の ため の
デ ー タ の伝 達

処理結果の伝達

一
通 信(デ ー タ通 信)

コ ン ピュー タ ー に

よるデ ー タ の 蓄 積 、

加 工 、 検 索 等

ター ミナル に よる

デー タの 入 力 、出

力

(2)企 業 間 の遠 隔 情 報処 理 は 、 業務 上 緊密 関係 が あれ ば こそ行 なわ れ る も

ので あ り、 また 、 情 報処 理 サ ー ビス業 と顧 客 との関 係 も、 通 信社 に よ る テ

レフ ァクス サ ー ビス と同 様、 業 務 上 緊密 関係 が あ り、 現 行 法 上通信 回線 利

用 を 制 限 す る合 理 的 理 由 が存 在 しな い。

また 、 現在 の通 信 回 線 利 用 制 限 がNISの 発 展 の最 大 の 障 害 とな りつX

あ る こと にか んが み て、 企 業 間 の通信 回線 利 用 に つ い て、 現 行 法 の 運用 上、

た だち に 自由化 を 行 ない 、 自 ら回 線 を設 置 して利 用す る こ とも、 寛 々公 社

の 回線 を 専 用 して利 用 す る こと も認 め られ る よ うにす べ さで あ る。

(3)な お 、 情報 処 理 サ ー ビス 業 につ い ては、 その公 益性 の た め に秩 序 づ け
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の 措 置が 必要 と な ろ うが、 これ は通 信 回 線利 用 の 自 由化 とは全 く別 個 の問

題 で あ る。

通 信 は、 情 報 処 理 の た め の 一手 段 で ち り、 通 信 に関す る規 制は 、 あ くま で

で も通信 一 般 の 秩 序維 持 の 必要 性 の 枠 内 で のみ 行 なお れ るべ きで あ る。

6.4ソ フ トウエ アの 価 値 の 確 立 と流 通 促 進

(1)ソ フ トウエ ア の流 通 を促 進 す る た め には、 ソフ トウエ アの価 値 を 確 立

す る こ とが 必 要 で ある。 そ のた めの 最 も端 的 な方 法 は、 ソ フ トウエ アの権

利 化 で あ り、 特 許権 、 著作 権、 ま た は これ らに代 る新た な権 利 の創 設が 考

え られ る ボ、 権 利 化 に は、 排他 性、 独 占性 がつ き もの で あ り、 ソ フ トウ エ

アにつ い て権 利化 を行 な った場 合 に は、 か えつ て 弊 害面 が 大 き くな るお そ

れが あ る。

他 方、 現 状 の まま では 、 ソフ トウエ アの取 引価 格 が 未確 立 で、 また 第 三

者 へ の無 償 転 々 流通 の お それ が大 き く、 ソフ トウエ アの大 巾 な流 通促 進は

困 難 で あ る。

(2)こ の た め、 政 府 に よる プ ログ ラ ムの 登録 と公 開 の 制 度 を 設 け、 登 録 プ

ログ ラム に つい ては、 無償 転 々流通 の 危険 か ら プ ログ ラ ム保有 者 を 保 護 す

る よ うな措 置を とる こ と 桔必 要 で あ る。

具体 的 には、

① 政 府 は 、 プ ・グ ラ ム保有 者 の 申請 に基 づ い て

④ プ ログ ラム保有 著 名 ◎ プ ログ ラム の概 要 ◎ プ ログ ラム

の提 供価 格 を 登録 し、 これ を公 表 す る。 な お、 申請 に対 す る審 査 は 行

なわ ず 、 全 て 申請 どお り登録 す る こと とす る。

② 登 録 プ ログ ラ ムの 取 引 は、 当事 者 間の交 渉 に任 ね るが 、保 有者 は 、
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'登録 され た 価格 で の提供申入れ に対 しては
、これ に応:じ な杖拠 ぱ蜜pな い

こ ととす る。
。δ誤)ゴ

③ 登 録 プ ・ グ ラ ム の 提 供 を 受 け た 者 は 、 そ の プ 螺 グ 、ラ 治6?.内 寄 誇 他 人

に も ら し て は な ら な い こ と と す る 。:、 ・暖 ξ_言 パ}1 、己 ・

(3)上 記 の 登 録 制 度 に よ り 第6.2図 の よ う な プ ロ グ ラ ム の 流 通 が 達 成 さ れ よ

うo .・ コこc1パEll・'K]1:・

、 ・tt.、1第6・2図.、 。-rt:、.{9,、'1
、 こ「 ぐ'it、 、、 、P

政 府 の 登 録 と 公 開)訟 〕<戸・ぼ ち ミ':

1・'/・)'・ 寸:.・1ヨ.e品 う～こ川1保 有 著 名④

＼ 恒"ノ ぶ 」㌔ 〔い◎ プ
ロ グ ラ ム の 概 要 ＼

ノ 、 コL三1づc・ ⊃

,◎ 提 供 応 諾 価 格 ＼

無制噸/、 ＼＼ 二ぷ

/＼;/..N:,ij、-独 艮㌧ パ ト1

,三、;2i務 〔 ハ 〉

提供義務 　 ザ論 渓'

ミ ・:・..㌧ ヤ(・)二 譲 ∵プ
ロ グ ラ ム 渡

t/:の ・

保有 者 禁
ユて ザ ㌍ 出コ活 止 一

・∵ て(、

t"1"・!'y1 ・ …1,・h㌧ ・x・ こ ごr・ ＼0

6・.年 政 府 デひ タ4)・民 間 へ の提 供 …:.;L ,..1

(1)各 種 の政 府 デ ー タは、 民 間の 情報 処 理 の た め・1最=も重 琴な 五 部 マ ク ロ

.ダ ・『「昇 之 な挿 も・の で あ りへ秘 密 保 持 の観 点か ら除 外す呑r彰 蕊 のを 除 き、
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o

次の手順 に したがつて、政府 お よび 政府 関係機 関の保有す るデー タを民 間

ゆへ いご ジト いび

に提 供 す る、こ とが必 要 で あ る。 パ

σ 政府統託 特需 報、科 已 術情趣"海 橘 編 報等、民間からの
∵._._.._口 ぶ ・ 一 ぶ

需要が多く・杜 現揮 も麟 再興 ものに禦 ては・早急醍 供を開

顕 繊 ・るべきである‥:て 『 〔'

② 政府 または政府関係機関の業務処理(住 民登録、 自動車登録等)か
ち ム

ら生 産 され る情 報、 長 期 気象 情報 な ど,民 間か らの 需琴 は 多 い がご 提供

範 囲の 限界 、 提供 の た め の原 デー タ の 加工 につ い て検 討 示 必 要 で あ るな

ど、 提供 の た めの 体 制 づ く りに 時 間 を要 す る もの につ い ては、 民 間提 供

の基本 方 針 の 下 に必要 な検 討 と体 制 の 整備 を 進 め る べ きで あ る。

(2)こ れ ら の 政府 デー:A:の提 供 には 、:;民間 が らの 需要忙 応 じて;例 え ばい

'統 計 の特定 デ仏 テ イノピに よる集 計 な ど、 ⊇ 次加 工 まで 行 なっ た うえ で の提

供 も含 め る こ と と し、 提 供 は原 則 と して有 償 で 行 な うべ きで あ り、 この た

め 、政 府 部 内 にお ける'デLタ の'対価快 定 方 式、,'収支 処 理1のた め の特捌 会 計

ltの設 置 等 を検 討 す るに とが 必 要 で あ るb-"・ ・iiiI

イ3)デ ー'タ提 供 の実 際 の実 務 は 、 提 供 の だ めのt－次 加 工 を 含あ:原 デ ー タ

.の作 成 機 関が それぞ れ 行 な うべ き で あ るが 、 民 間の 便 と収支 処 理 の便 に資

'す るた め
、 デー タ提供 あつ せん 窓 口'ど じて情 報 案 内'セ ンター(ク リア リン

グ セ ンター)を 別 途 設 け るべ きで あ る。'-':"t

これにより、第6.3図 の よ う な 政府 デ ー タの提 供 形態 が と られ る こ とに な'る。
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第6.3図
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6.6情 報 処 理 サ ー ビス業 にお け る国お よび 外 資の 役 割 の位 置 づ け

(1)情 報処 理 サ ー ビス業 の 主体 は、 国内 の資 本 に よる民 間企 業 が にな うべ

きで あ る。

国 内 の 資本 に 限 る意 味 は 、 情報 処 理 は これ か らの 社会 経 済 活動 の 基幹 を

な す もの で あ り、 情 報処 理 サ ー ビス の 外 資 に よる制圧 は わ が 国社 会経 済 活

動 の 自立 性 を危 くす る と考 え られ る か ら であ る。 民 間 企 業 を主 体 とす る意

味 は、 情報処 理 サー ビス 業 は、 資本 主 義 社 会 体 制下 に おい て、 民 間 資 本が

活 動 す ぺ き最 も有 望 な 将来 分 野 で あ り、 また 同種 の 情報 サー ビス に つい て

民 間 企 業 の 競争 原 理 を導 入 す る ことに よ り、 サー ビス の急 速 な 向上が 期 待

で きる か らで あ る。

(2)情 報 処 理 サ ー ビス 業 に おけ る国 の役 割 は 、

① 政府 デ ー タ提 供 の 一 環 と して各 機 関 が 行 な うデー タ ー の一 次加 工

② 当 面民 間 企 業 の経 済 採 算 には乗 ら ない が 、NISの 観 点 か ら必 要 と

され る情 報 処 理 サ ー ビス
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とい う補完 的 な役 割 で あ るべ きであ る。

この 場 合、 ② の 情報 処 理 サ ー ビス は、 民 間 の情 報 処理 サ ー ビス が 経 済採

算 上 期待 で き ない 分野 に おい て のみ 行 ない 、 また 当該 サー ビス の経 済採 算

が 可 能 とな つた時 点 では 民 間移 管 を行 な うべ き で あ る。 また サ ー ビス を行

な う機 関 は 単 数 に限 らず 、 科 学 技術 情 報 、 特 許 情 報 、 海外経 済情 報 な ど、

情 報 サ ー ビス の 内 容 ご とに最 も効 率 的 な提 供 形 態 を とるべ き で あ る。

13)外 資 の 情 報処 理 サー ビス 業 へ の進 出ぱ 、 外 資 法 に よ り、 当分 の 間原 則

と して抑 制 す る必 要 が あ る。 た だ し、

① 国 内の 情報 処 理 サ ー ビス 需要喚 起 の た めの 効 果

② 国 内 の情 報 処理 サ ー ビス 業 の 技術 向上 の た め の効 果

とい うイ ンセ ンテ ィ ブ効 果 が 期 待 され る もの につ い ては、 次 の 限定 条件 の

下 に外 資 進 出を 認め る こ と とす る。

⑦ 業務 が デー タ の二 次的 処 理 で あ り、 一 次 デー タの集 収 作成 に及 ば な い

い こ とo

◎ 外 資 の 特株 比率 が50%以 下 で あ る こ と。

◎ 一 定 規模 以 下の もの で あ り、 当該 情報 処 理 サ ー ビス分 野 の支 配 や 国

内 の 情 報処 理 技 術者 の 引 き抜 き な どの 弊 害 を 生 じな い こ と。

⇔ 国 産 の ハ ー ドウエ アの優 先 使用 を 行 な うこと。

(4)以 上 に ょ り第6.4図 の よ うな情 報処 理 サー ビス業 の分 担 が達 成 さ れ よ

う。
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第6.4図

非経済採算部門の補完

イ ンセ ンテ ィ ブの た めの 限 定 補完

6.7情 報 処理 サ ー ビス 業の 規 制 と 助成

(1)情 報 処 理 サ ー ビス業 の準 公 益的 性格 と、 全 ての情 報 処理 サ ー ビス 業 を

民 間 に 開放 す る ことに か んが み て、 ユーザ ー 保護 の た め に、何 らか の規 制

措 置を と る ことが 必 要で あ るっ

この場 合 、 許 可 制 の よ うな 規 制 は 、 競争 原 理 の 導入 に よ る情報 処 理 サー

ビス の発 展 を 阻 げ るお それ が大 きい の で 、営 業 は 全 て 自 由 と し、 秘 密保

持、 ユ ーザ ーサー ビス等 に つ い て 必要 最小 限 度 の 遵守 基 準 を 政 府が 設 け、

これ を 守 る優 良事 業 者 にそ の 旨 の表 示 を 認 め、 ユー ザ ー の 事 業者 選 択 に待

つ よ うな方 式 を とるべ き で あ る。(第6.5図 参 照)
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政 府 の 役 割

↓

専守基準の決定公表

登 録

↑

第6.5図

営 業 は 自由

サ ー ビス 業

:

1登 録事業者の表示

(一ナービス業一)一 ー 一

護保一ザ
↓

一ユ

ユ
ー

ザ

ー

選

択

の

原

理

遵守基準適合

②(11の 措置は、通信 回 線 利 用 の 有無にかかわ らず、 全ての情報処 理サ

ー ビス業者 に適 用され るが
、 通信回線 問題 については、上記 の ように全面

的使用の 自由化を行 な うとともに、別 途通 信一般 の秩序確 保の必要性 の範

囲内で、 現行通信法 制に より、 通信回線 と情報処理機器の接続条件 の規制

(技 術基準の設定)を 行 な うべ きであ る。

(3)情 報処理サー ビス業の資金 調達力を強化 し、技術者養 成のための企業

負担を軽減す るため、国 に よる信用保証 制度等 の資金確保 措置 と税制上 の

優遇措置を新設すべ きで ある。

6.8コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン.ギ ヤ ツプ の 解 消

(1)電 子計 算 機 の技 術 、 経 済 性 の急 速 な発 展 と比較 して、 遠 隔情 報 処 理の

た め 通信 の 技術 、経 済 性 の 向上 は 、相対 的 に停 滞が め だ ち、 特 に米 国 との

間 に コ ミ一 二 ケー シ ョ ン ・ギ ャ ッ プ ともい うべ き格 差 が あ り、 そ の解 消を

早 急 に 図 る こ とが 必 要 で ある。
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(2)こ の た め、 遠 隔 情報 処 理 の ため の 高速 専用 回 線 の 整備 を 図 り、 電話 交

換 網 に計 時 機 構 を 設 け た うえ 遠 隔情 報処 理 の た め の使 用 を可 能 と し、 現 行

通 信 料金 体 系 を 再 検 討 の うえ情 報処 理 の ため の 回 線 コス トの引 下げ を行

な うべ き で あ る。

(3)こ の ほ か、 米 国 に お い て もい まだ未 解決 の 問題 では あ るが 、回 線 の 使

用 効率 を 高 め 、 そ の コス トを 引下 げ るた め に、 専 用回 線 の 複 数 の ユー ザ ー

に よる時 分 割 使 用、 多 重使 用 等 を認 め る方 向 で検 討 を 進 め るべ きで あ る。

6.9技 術 開 発 の 促 進

(1)NISの 発 展 の た め に は、 ハー ドウエア、 ソ フ トウエ アの 両 面 に つい

て、 意 欲 的 な 技術 開発 を 進 め る こ とが必 要 で あ るが 、 これ らの 技術 開 発 に

つい ては 、 欧 米 諸 国 で は、 軍 需 、 宇 宙 開発 な どの観 点 か ら、 政府 が 膨 大 な

資金 を 投 入 して開発 を 主 導 して お り、 わ が 国 に お い て も、 政 府 が積 極 的に

イ ニ シ アテ ィ ブを と りつ つ推 進 に 当 るべ き分 野 で あ る。

12)技 術 開 発 の対 象 は 、 現 在 大 型 プ ロ ジェ ク トと して進 め られ てい る超高

性能 大 型 シ ス テ ムの 開 発 の ほ か 、 バ イ オ ニ クス、 オ プ トエ レク トロニ クス

等 の 将 来 基礎 技術 の 開 発、 マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ ラク シ ョンの向 上 な ど多

方 面 に 及 ぶ が、 特 に 当面 の 問題 と して、 コ ン トロー ル プ ログ ラム、,言語 プ

ロセ ッサ、 サー ビス プ ログ ラ ム、 基 本 ア プ リケ ー シ ョン等 の共 通 ソ フ トウ

エ アの 開 発 を早 急 に進 め るべ きで あ る。

(3)技 術 開 発 につ い ては、 政府 が 自ら これ を行 な うほ か、 先導 的 な大 規模

ア プ リケ イ シ ョ ン ソフ トウ エ ア等 に つい て、 民間 が 実用 化 の た め に開 発 を

行 な うもの に対 して、 重 要 技 術 試 験 研究 補助 金 の 交付 な ど、 積極 的 な援 助

措 置を とるべ き で あ る。
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6.10技 術者 教 育 の促 進

(1)NISの 発 展 の た め には 、 情報 処 理 に従 事 す る多数 の 専 門 技術 者 の育

成確 保 が 必要 で あ る。

これ らの うち、 シス テ ム エ ンジ ニ アに つ い て は 絶対数 の不 足 が 著 し く、

プ ログ ラマ ー に つい ては技 術 能 力 の 不 均質 が 著 しい。 良 質 な技術 者 の 育 成

確 保 の た め に は何 よ りも学 校教 育 の改 善 と充 実 が 必要 で あ り、 大 学、 短大

高 等 専 門 学 校 等 の教 育 に つ い て、 専 門 学 科 の新 設 ・拡 充 、 周辺 科学 に関 す

る教 育 の 思 い 切 っ た改 革 が急 がれ るが 、 これ と同 時 に、 シス テ ムエ ン ジニ

ア ・プ・ログ ラマ ー につい て そ れ ぞれ 次 の よ うな施 策を 講 ず る 必要 が あ る。

i2)シ ス テ ムエ ンジ ニアに つ い て は、 現 在 政 府 が 民間 機 関 に委託 して作 成

を進 め てい る。 「上 級 情報 処 理 技 術 者 育成 指 針」 の完 成 を 急 ぐ と と もに、

シス テ ムエ ンジ ニ アの専 門教 育 機関 の拡 充 を積 極 的 に 助成 す べ き で あ る。

(3)プ ログ ラマ ー につい て は 、 国 に よる技 術 認 定 を 行 ない 、 これ を通 して、

プ ・グ ラマ ー 教 育 の水 準 の 均 質化 と向 上 、 プ ・グ ラマ ーを 採用 す る企 業 の

利便 、 プ ログ ラ マーの 社 会 的地 位 の 向上 と優 秀 な人 材 の吸 収 な どに資 すべ

き で あ る。

6.11政 府 施 策推 進 体 制 の強 化

α)情 報 処 理 に関 す る施 策 は 、 これ まで政 府 部 内 にお い ては 主 と して通産

省 に よつ て進 め られ て きてい るが、NISと い う観点 か ら上 記 の 広範 囲 の

施 策を 進 め るた め には、 政 府 全 体 と しての統 一施 策 を確 立 し、 また 政府 の

最 重点 施策 の一 つ と して こ れを 強 力 に 推 進 す る体 制 が 必要 で あ る。

(2)こ のた め、 内閣 に 関係 閣僚 に よる 「情 報 処 理 閣僚 会議 」 を 設け 、 最高

方 針 の決 定 、 娼 係各 省 間 の 施策 の調 整、 全体 と して の情報 処 理 施 策 の 重点

一109一



推進に当 り、 この下で各省庁が情報処 理関係施策を分掌 して実施す る体制

を確立すべ きである。
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補 論 1.今 後 予 想 され る 情 報 ネ ッ トワーク の例

今 後 形 づ くられ る と予 想 され る情報 ネ ッ トワー ク を、 考 える に当 たっ て

は、 そ の対 象 となる情 報 の内容(質 、 量 な ど)か ら考 えな け れ ば な らな い。

情報 を 質 的 に分類 す る と、 先ず 企 業 を対 象 とす る もの と、 個 人 向 け の も

の とに分 け られ、 更 に企 業 を対 象 とす る もので は生 産 ・販 売 ・購 買等 の経

常業 務 を運 行管 理 す るた め の 「オ ペ レイ シ ヨナル な 情報 」 と、 そ れ ら経常

業 務 の企 画 立 案等 経 営 上 の判 断 に 資す るた め の 「プ ラ ンニ ン グに 関す る情

報 」 とに分 け られ る。

この よ うに分類 してみ た場 合、 最 も強 い ネ ッ トワー クが構 成 され る と考

え られ る のは、 や は り企 業 の オ ペ レ イ シ ヨナ ルな情 報 に関 して で あ る。 企

業 の オペ レイ シ ョナル な情 報 は、 生 産 ・販 売 ・購 買 ・経 理等 の 経 常運 行 業

務 に 関す る主 と して伝 票 的 な情報 で あ り、 そ の対 象範 囲 は取 引先 に限 られ

るが、 量 的 に も多 くか つ ス ピー ドの 速い こ とを要 求 され る情報 で あ る。 第

1図 に 自動 車製 造業A社 につ い て 「原 材 料、 部 品b)購 買→(生 産)→ 製 品

の販 売」 の線 に沿 っ て画 い た 情報 上 のつ なが りを 示 す。 その他 の製 造 業 に

つ い て も、 ほぼ これ と同様 の 「購 買、(生 産)、 販 売」 の 流 れ に沿 っ た 関

連 が あ り、 それ に伴 う 「情報 上 の つ な が り」 が で き る と考 えて よい 。 ま た、

製 造 業 の後 段 に 当た る販 売業 につ い て も、 それ を 中心 に してみ る と、 「仕

入 → 販 売 」 のつ なが りが あ り(第3図 に総 合 商社 を 中心 と して みた つ な が

りの例を示 す)、 この図 で ヨ コ系 列 にな つ て い る銀 行 や輸 送業 に つ い て も、

それ を 中心 と した取 引 先 とのつ な が りが考 え られ'る(同 様 の タテ系 列 の 図

を 画 くこ と もで き る)。 した が つ て、 取 引 先 を対 象 とす るタ テ系 列 、 ヨ コ
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第1図 オペ レイシ ョナル な情報 の つなが り

(自動車製造業A社 を中心として見たつながり)
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プ ラ ンニ ングに関す る情報 の つ なが り(自 動車製造業A社 を中心 としてみたつ なが り)第2図
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系 列 の ネ ッ トラー クが 多数 形 成 され る こ とに な る。 これ らの個 々の ネ ッ ト

ワー クは取 引 上 の 関係 の ほか、企業 グルー プ ・金 融 系 列 ・技術 提 携等 の 関 連

に よつ て、 相互 にタ テ ・ヨコ ・ナ ナメ に複 雑 に か らみ合 う部分 もあ る ので、'

一 見、 国家 規模 の ネ ッ トワー ク に発 展 す る ので は な い か と思 わ れ る が、 個

々 の取 引 ネ ッ トワー クの結 び付 きの強 さお よび その範 囲 が制限 され て い る

こ とか ら考 えて、オペ レイシヨナル な 情報 は個 々 の企 業 の取 引 ネ ッ トワー ク

の単 位 で発 達 し、 それ が 或程 度 相 互 に 関連 した もの にな つ てゆ くとい う程

度 に考 え るべ きで あ ろ う。

オペ レイ シ ョナル な情 報 に次 い で"必 要性 が高 く強い ネ ッ トワー クが 形

成 さ れ る"と 考 え られ る の は、プランニングに 関 す る情報 であ る。プランユン

グ に 関す る情 報 と して は、 もち ろ ん 前記 の オ ペ レイ シ ヨナル な情 報 も含 ま

れ る が、 その 主体 とな る ものは マ ー ケ ッテ ィ ング情報 ・技 術 情報 等 の 当該

業 界 にお け る経 営 情報 で あ り、 その 機 密的 部 分 は 企 業 ご とに調査 社等 に依

頼 調査 され る が、 公 開的 な一 般 的 な ものの大 部 分 は工 業 会等 の産業 団 体 か

ら入 手 され る。 また、 さ ら にそ の一 部 分 は業 界 単 位 よ りも広 い一 般 的 な サ

ー ビス機 関 か ら入 手 す る こ とにな る。 第2図 に、 こ の企 業 におけるプランニ

ング に 関す る情報 のつ な が りを示 す。 これ は、 自動車 製 造業A社 を 中心 と

し、 同業B・C・Dt・E社 等 を グル ー プ とす る 自動 車 業 界 の情 報 が、 自社で

依 頼 し入手 した情 報 と共 に、 産業 団体 ・学 会 等 の業 界 内情報 の ネ ッ トワー

ク に よ り形 成 さ れ て い る こ と を 示 し て い る 。 自 動 車 業 界 の ほ か 、

各 種 製 造 業 界 、 販 売 業 界 、 金 融 業 界 等 に お い て も ほ ぼ こ れ と同

様 の 形 態 の 情 報 ネ ソ ト ワー ク が考 え られ る(第4図 に総合 商 社 に おけ る

例 を示 す)が 、 前 記 のオ ペ レー シ ョナル な情 報 ネ ッ トワークの 外 に、そ れ ら

の取 引上 の ネ ッ トワー ク よ り少 し大 規 模 な業 界単 位 の 情報 ネ ッ トワー ク が
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第3図 総合商社 におけるオペ レーショナルな情報のつなが り
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総合商社におけるプランニングに関する情報のつながり第4図
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通商産業省における行政上の情報のつながり第5図
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第6図 中央官庁の対外情報サービス
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形成 さ れ る こ とは 確 か で あ ろ う。

こ の よ うな情 報 ネ ッ トワー ク は、 オ ペ レー シ ヨナ ルな 情報 か らプランニン

グの 情報へ 進 む に つれ て、 そ の情 報 は 一般 的 かつ 広 域 的 にな るが 、 そ れ と

共 に、 そ の情報 的 関 連性 は段 々 と稀 薄 にな つ て い くと考 え られ る。

また、企業 サイドにおけ る情報交流 の最 も外殻 と考 えられ る海 外情報 、 行政 情

報 等 の一 般 情報(第2図 右下 参 照)は 、 本 項の初 め に述 べ た分 類 の個人 向

け 情 報 の時 事 的 ・百 科 辞典 的 知 識 情報 の応答 サ ー ビス と も対 応 し、 国家 規

模 の情 報 ネ ッ トワー ク と して結 び付 くこ とに な る と思 わ れ る。

次 に、 官公庁 におけ る情報 ネ ッ トワー ク につ い て考 え てみ る と・ 官 公庁 と

くに 中央 官庁 にお け る情報 の種 類 は民 間 の場 合 と若干 異 な つて い る。 す な

わ ち、 中央 官 庁 に おけ る業 務 の多 くは企 画 立 案 的 な もの で そ の情 報 も大 部

分 プ ラ ンニ ング に 関す る もの と考 え られ、 ここで い うオ ペ レー シ ョン的 な

業 務 と して許 認 可 、 登録 等 の事 務 が考 え られ る。

しか し、 これ らの許 認 可事 務 所 も行 政施 策 的 な判断 を要 す る意 味 にお い

て プ ラン ニ ン グ的 で あ り、 必ず しもオペ レー シ ョ ン的 な 業務 と割 り切 れ な

い。 した がつ て情 報 の 面 で み て も、 プ ラン ニ ン グに 関す る情 報 とオベ レイ

シ ヨナ ル な情 報 とに区 分 した 異 な る情 報 パ ター ンは現 わ れ て こな い。 第5

図 に、 通産 省 を 中心 に してみ た情 報 面 のつ な が りを示 す◎ な お、 第5図 で

は行 政事 務 の 遂 行上 必要 なつ な が りのみ を(し か も、 そ の うち主 た る もの

のみ を)示 してい るが、 行 政事 務 上 収 集 され る情報 の うち 、 経済 分 析 ・消

費動 向 ・工 業統 計等 の情 報 は 、 民間 に お い て も有 用 な情 報 で あ り、 民間 か

ら の需 要 に応 じて提 供 さ れ る こ とに な る と思 わ れ る。 第6図 に、 各 中央 官

庁 か ら これ ら の情 報 が 民間 へ 滲 出す る状 況 を示 す。
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第7図 情報 のつなが りとサー ビス業
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以 上 み て きた よ うに、 情 報 ネ ッ トワー クは、 オ ペ レイ シ ヨナ ル な情 報 を 通

じて の取引 先 単 位 の もの を中 心 に、 プ ラン ニ ン グ情 報 の た め の 業界単 位 の も

の、 そ れ よ り更 に 大 きな単 位 の もの な どが形 成 され てゆ くと考 え られ るが、

そ れ ら の形 成 を 通 じ て各種 の情 報処 理 サ ー ビス業 が興 り、 そ れ を促 進 してゆ

くもの とみ られ る。

第7図 は 、 あ る製 造 業 におけ る情 報 のつ な が りにつ いて、 第1図(オ ペ レ

イ シ ヨナル な情 報)、 第2図(プ ラ ンニ ング情 報)お よび第6図(官 公 庁 の

行 政 情 報)を 総 合 し、 さ らに そ れ らに関連 す る情 報処 理 サ ー ビス 業 を 含め た

全体 図 で あ る。 この 図 では、製 造 業 を中 心 に してオ ペ レイ シ ヨナル な情報 が

縦 方 向 に、 プ ラ ン ニ ン グの情 報 が 横 方 向 につ なが つ てい る。
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補 論 2.米 国 に お け るNIS

(村 上 巌 委 員)

米 国 に おい て情 報 が 国家 的 要 求 の下 に シス テ ムを構 成 し、 ここ にNIS

とな る過 程 が3つ あ る。

(1)科 学 技 術 情報 につ い てNISを つ くろ うとす る動 きは、1950年 代

に既 にあ つた が、 これ が具 体 的 な動 きを示 した のは1960年 に入 っ てか

らで あ り、特 に宇宙 、 電子 、 化 学、 物 理 学、 海洋 、 生 物 学 、 医 学 等 につ い

て の ネー シ ョ ン ・ワイ ドのNISを 確 立 しよ う とす る計 画 が ワイ ンベ ル グ

SRI、 ピシン スキ ー、 大統 領 科学諮 問委 員会、COSATI等 で 提案 さ

れ、 最終 的 に は国 立 の科学 技術 情報 の運営 機関 と して ナ シ ョナル ・サ イエ

ンテイフイツク ・テ ク ニ カル 。イ ンフ オ メー シ ヨソ ・エ ジ エ ン シー の設 置

(1985年 完 成 目標)が 提 案 され てお り、 また最 近 で は、 連 邦 政 府 に ナ

シ ョナル ・デー タ ・セ ンタ ー を設 置 しよ う とす る与 論 もで て き てい る。

ずなわち、このようκ科 学 技術 の方 面 か らコ ミニユテイー 単 位 でNISを 開発

し よ うとす る動 きが あ る。

(2)他 は ナ シ ョナル ・ コ ミニュ ケ ー シ ョン ・シス テ ム とい つ てNISと 同

意 義 に解釈 で きるか否 か疑 問 で あ るが、 要 す る に大 統 領 の下 に 国務 省、 共

通 役 務 省 国務省、NASA、 連 邦航 空 局 等 の コ ミニュ ケ ー シ ョン 。シス チ ー

ムを 統轄 す る もので あ り、 これ は まさ に連邦 政 府 そ の もの の情 報 シス テム

で あ る。

(3)第3の 動 きは コ ミユ テ ィ単位 の 科学 技術 情報 のNIS、 また、 連 邦

政 府 内 のNISと は 異 り、 ビン グ ・サ イエ ン ス、 ピッ ク ・テ クノクラシー、
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ビッ グ研 究 開発 を ベ ー ス に おい た複 雑 な シス テ ム的 性格 を もつ た ナ シ ョナ

ル ・プ ロジェ ク トを い かに完 遂 す る か につ い てのNISで ある。

従 っ て これ は前2者 と異 り、 ナ シ ョナル ・プ ロジェ ク トに応 じ るため に

国家 的 資源 で あ る 情報 を い かに設 計 す るか に あ り、 コ ンセ プ トと しては、

プ ログ ラ ム ・マ ネ ジ メ ン ト・コ ンセ プ トで あ り、 そ の内容 は シス テ ムズ ・

アナ リシス 、 シス テ ムズ 。エ ン ジ ニヤ リング、 シス テ ムズ ・マ ネ ジ メ ン ト

であ り、方 法 論 は シろ テ ム ・ライ フ ・サ イクルkSよ びPATTERNに よ る レ

レノミソ ド ・ツ リー方 法 で あ る。

本 論 で は未 だ潜 在 的 では あ る が、 宇宙 開 発 で 開発 さ れた シ ステ ム ・ア プ

ロー チ の方 法 が今 後 必 らず社 会 開 発 の各 プ ロジェ ク トに適 用 され る事 が予

測 され 、 ま た必 然 で あ る ので、 こ こで は ナ シ ョナル ・プ ロジェ ク トを開発

す る場 合 の情報 シス テ ムをNISと 解 釈 す る こ とにす る。 この意味 におけ

るNISへ の ア プ ロー チ には2つ あ り、 ひ とつは 歴 史 的 ア プ ロー チ で、 即

ち ナ シ ョナル ・プPジ エ ク トの発 展 の過程 の 中で 如 何 にNISが 発 展 して

来 た か 、 他 は シ ス テ ム 。ア ブP－ チ で あ る。

① ナ シ ョ ナ ル プ ロ ジ ェ ク トに お け るNISの ヒ ス ト リ カ ル ・ア ブP－

チ

米国 において国家的要求 によ り国家的規模(国 家、民間企業、大学、

研 究 所、 ・ンサ ルタ ハ 業)で 資 金装 置・・マ ン ●パ ワー 方違 員 され・ こ

こに ナ シ ョナ ル ・プ ログ ラ ム またはプ ロジェ クトが生 れ て くる。 しか し、

この初 期 の ナ シ ョナ ル ・プ ロジェ ク トの 目的 は物 量 的拡 大 で あつ た が、

1950年 の後 半 以後 の そ の 目的 は その プ ・ジエ ク トを完 遂 す るた め の

情報 シス テ ム開発 に変 りっっ あ り、最近 ではNISと は ナ シ ョナ ル ・プ ロ

ジ ェ ク トを 開 発 す る情報 シス テ ムで あ る と解釈 で きる。 以 下従 来 の ブ ロ
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ジエ ク ト開発 に おけ るNISの 発展 を み れ ば、 下 記 の如 くで あ る。

a)TVAプ ロジェ ク ト時 代 のNIS

最初 の段 階 は1930年 代 の フ ラ ン ク リン ・ルー ズベ ル ト大 統領 の

景 気 回復 策 すなわちナショナル ・レ カ・ミリー ・ア ク ト(産 業 復 興 法)時 代

の 情 報 シス テ ムで あ る が、 特 にテ ネ シー河域 開発 プ ロジェ ク トは ま さ

に ナ シ ョナ ル ・プ ロジ ェ ク トで は あ つ た が、 そ こには、 今 日い わ れ て

'・▽ る よ うな情 報 シス テ ムは 存 在 しな く当 然N$S応 な か つた。'ま たメ電

子 計算 機 も適 用 され ず、 シス テ ム ・ア ナ リシ ス、 シス テ ムズ ・エ ンジ

ニヤ リン グ、 シス テ ムズ ・マ ネ ジ メ ン トも存在 しなか つた。

b)マ ンハ ッタ ン ・プ ロジェ ク ト時 代 のNIS

次 の 段 階 は、1940年 代 の トルー マ ン大統 領 に よる マ ソハ ツタ ソ

・プPジ エ ク ト(原 爆 計 画)時 代 の情 報 シス テ ムで あ る が、1g40

年 の 当初 、全 く新 しい科学 と技術 をベ ー ス に マ ンハ ッ タ ン 。 プ ロジェ ク

トが秘密裡にマネー ジして行 くた め に そ の 当 時 と して の情報 シ ス テ ム

・澗 発酵 た訳で晶 すなわち大統領以下、醒 館 騙 政策グループ・

軍 事 政策 委 員長、 航 空 部隊 総 指 揮 官、 軍 事作 戦 計 画部 長、 参謀 総長 、

英 米連 合 委 員 会等 の下 に グ ロー ブス小将 が原 爆 計 画総 指 揮 官 と な り、 ・

マ ンハ ッタ ン 工 兵 管 区 を 指 揮 し た こ の 機 構 は ま さ に プ ロ ジェ

ク トを 遂 行 す るた めの情 報 シス テ ム ・フ ロー そ の もの で あ る。 この意

味 に おい てNISが 新 しい 科 学技 術 にベ ー スを お いた ナ シ ョナ ル ・プ

Pジ エ ク トの発展 の 中 で萌芽 え た の は この マ ンハ ッタ ン プ ロジェ ク ト

か らでは な いか と推 測 され るが、や は り当 時電 子 計算 機 も適 用 さ れ ず、

そ こには 、SA、SE、SMも 存 在 しなか つ た。

c)国 防 フ.・ジエ ク ト時代 のNIS
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第3.段 階 は1950年 代 の トル ー マ ン ・ア イゼ ンハ ワー 両大 統領 に

よる国 防 が 国家要求 で あ つ た 当 時 の 国防 プ ロジェク トのた めのNISで あ

り、 プ ロジ ェ ク トがSAGEシ ス テ ム とかBMEWSの よ うに ネー シ ョ

ン ワイ ドの コマ ン ド・コ ン トロー ル式 の もとに なる におよん で、は じめ

て ナ シ ョナル ・プ ロジェ ク トを完遂 す るた め には、NISを 開発 しな

け れ ば な らぬ とい うこ とが認 識 さ れ た。

こ の1950年 代 を境 に して、 ナ シ ョナル ・プ ロジェ ク トの対 象 が

物 の拡 大 生産 で な く、む しろ技術 革 新 の テ ン ポが急 速 に な り、 しか も変

化 多 き複 雑 な シス テ ムを 開発 しな け れ ばな らな くなつ た 時(例 えば シ

ス テ ム ・コス トお よび・ミー フオ マ ンス が断 切 しな い よ うに)、 その プ ロ

シエ ク トの情 報 シス テ ムは 国 家 的 な規模(科 学技術 の イ ンター リス シ

ブナ・リー 及 び マ トリック ス組 織 に よるマ ネ ジメ ン ト)す なわち政府 軍、

大 学、 メー カー、 研 究所 、 コ ンサ ル タ ン ト等 の 協力 に よつ て 開発 され

ねば な らな くなつ て来 た。 これ が プPグ ラ ム 。マ ネ ジメ ン ト 。コ ンセ

プ トで あ りまさ に1950年 代 の ナ シ ョナル プ ロジェ ク トの収 獲iは プ

ログ ラ ム ・マ ネ ジ メ ン ト・コ ンセ プ トとい うNISを 開発 した こ とで

あ る。

例 えば 巨額 の国 家資 金 、 新 しい科 学、 技術 を動 員す る複 雑 な ミ リタ

リー ・シ ス テム が研 究 開発 段 階 、 調達 段 階、 利 用段 階 とい うが ごとく発

展 して行 く場 合 、 それ にお きるあらゆる変 化 に 応 じる こ とが出 来 る(モ
k',

デ ユー ル構 想 とパ ッケー ジ ン グ技 術)ダ イ ナ ミックな コ ンセ プ トが必

要 で あ り、 』この ため に は基 本 的 目的 を遂 行 するのk必 要 な機 能 的 活 動 を

イ ソテ グ レー トし、 コー デ ネ ィ トす る こ とが必要 にな り、 この ナ シ ョ

ナ ル ・プ ロジェ ク トの開発 シ ス テ ムがNISで ある。 この結 果 、特 に
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BMEWS開 発 の段 階 か ら近 代 的 マ ネ ジ メ ン ト・コンセ プ トと して シス

テ ムズ ・ア ナ リシス、 近代 的技 術 と して、 シス テ ムズ ・エ ン ジニ ヤ リ

ング、 近 代 的 組織 と して シ ス テムズ ・マ ネジ メ ン トが や や認 識 され 開

花 しは じめ た。

d)宇 宙 開発 プ ・ジエ ク ト時 代のNIS

第4の 段 階 は1960年 代 の ケ ネデ ー大統 領 に よ るニュ ー ・フ ロン

テ アー で代 表 され る宇宙 開発 で あ り、 そ の具 体 的 プ ロジェ ク トが マー

キ ュ リー 、 デ ミニー、 アポ ロ ・プ ロジェ ク トで ある。

この宇宙 開 発、3軍 統 合 に よるア ー ム ド・フオ ー スの 結 成 の過 程 を

経 て、 始 め て ナ シ ョナ ル 。プPジ エ ク トを開 発 して行 く場合 の プ ロセ

ス す なわ ちシス テムズ ・アナ リシス、シ ステ ムズ ・マ ネ ジ メ ン トが 実 を結

び 完 成 し た の で あ り、 こ れ と と も に 具 体 策 と して の 方 法 論 が 開

発 さ れ た 。

ちようど20世 紀 の初期 物 の生産が経 済 成 長 のベ ー ス であ つ た時 に 自動

車工 業 が誕 生 し、 物 に 関す る大 量 生 産方 式 が確 立 した如 く、20世 紀

の後半 宇 宙 開発 の副 産 物 と して物 を つ くるの で な く、 物 の利 用 の最終

形体=シ ス テ ム を つ くるた め の情 報 の大 量生 産 方式(情 報 の 多重 目的

を 果す た め の モ デュ ー ル 構想 とパ ッ ケー ジン グ技術)が 今 や確 立 した

こ とで あ る。

従 っ て こ こ に ナ シ ョナ ル ・プ ロジェ ク トの 目標 が物 を拡 大 生 産 す る

段階 か ら社会 開発 とい う複雑 な多重 システ ムの開 発 に移 行 して行 く場合 ま

さ に社 会 開発 の エ レメ ン トであ る情 報 シス テム、 都 市 開 発 シ ス テ ム、

輸送 シス テ ム、 住宅 シス テム、 エ ネ ル ギー シス テ ム、 宇 宙 海洋 シス テ

ム等 この シス テ ム相 互 間 の マ ト リック ス構 造 や 設 計 す る こ とが新 しい
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時 代 のNISの 目標 に なつ て 来 た。

e)社 会 開発 プ ロジェ ク ト時 代 のNIS

この次 の段 階 が1960年 代後 半 か ら1970年 代 ～80年 代 にか

け て の 国家 要 求 で あ る社 会 開発 で あ り、 これ こそ ジ ョン ソ ン大 統 領 の

政 策 レ ソテ ル で あ る 「偉大 な社 会」澄 よび次 期 大 統 領 の政 策継 承 で あろ

う。 こ の ナ シ ョナ ル ・プ ロジ ェ ク トは 従 来 の ナ シ ョナ ル ・プ ロジェ ク

トのTVA計 画、 マ ンハ ッ タ ン計 画、 国 防 計画 、 宇 宙 高 度 国 防 計画 の

ごとく単一目的 の プ ロジェ ク トでな く、 情報 シス テ ム、 都 市 開 発 シス テ

ム、 輸 送 シ ス テム、 住 宅 シス テ ム、 エ ネル ギ ー シス テ ム、 宇 宙 海洋 シ

ステ ム等 のごと く多重 目的 を もつ た機 能 的、 シス テ ム的 の もの であ る。

しか もこの 多 目的 な シス テム を 開発 して行 くた め には宇 宙 開発 の プ ロ

セ ス で開発 され た シス テ ムズ ア ナ リ シ ス、 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ヤ リ

ング、 シ ス テ ムズ ・ス ネジ メ ン トが役 にた つ て来 た の で あ る と共 に、

近 代 建築 理 念 で あ る モデュ ール 構想 とパ ッ ケー ジ ン グ技 術 も大 き く役

だ つ て 来 た。

この次 の 時 代 の 目標 が社 会 開発 で あ り、 そ の 内容 が パ ブ リッ ク ・シ

ス テ ムで あ る とい うこ とは、 プ ラン ニ ング ・ リサ ー チ社 長 の 「シス テ

ム ア ナ リ シス、 電 子 計算機 、 プ ・フエ シ ヨナ ル サ ー ビ ス の将 来 」

コ ン ピュ ー タ オ ー ト メ ー シ ョン誌1968年7月 号参照、お よびH・

チ ェ ス ナ ッ ト著 「シ ズ テ ム ズ ェ ン ジ ニ ヤ リ ン グ メ、ソ ー ド」の8章

のシス テ ムズ ・エ ン ジ ニヤ リング の将 来像 に お い て も、 如何 に今 後 の

シス テ ム ズ ア ナ リ シ ス及 び シス テ ムズ'エ ン ジ ニ ヤ リ ングの対 象 が

情報 シス テ ム＼ 都 市 開発 シ ス テ ム、 輸 送 シス テ ム、 住宅 シス テ ム、 エ

ネ ル ギー シス テ ム、 教 育 ・医療 シス テ ム、 宇 宙 海 洋 シス テ ム、 州 シス
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テ ム、 水 資 源 シ ス テム等 で あ るか が認 め られ る。 こ こにNISの 未 来

の大 き な夢 があ る。(第2.1図 参 照)

第2口 図 米 国産 業 構 造 フ ロー

科

学

と

技

術

宇

宙

海

洋

産

業

産

業

設

備

投

資

情

報

産

業

マ 製

リ 造

ツ 産

ク

ス 業

宇 宙 海 洋 産 業
エネルギー産業

住 宅 産 業

情 報 産 業

都 市 開 発 産 業

輸 送 産 業

②NISの シ ス テ ム ・ア プ ロー チ

三体宇宙開発は何 のために行なったか、その収獲は何であつたか。 これ

こ そ 宇 宙 開 発 の プ ロ ジ ェ ク トを 開 発 す る た め の プ ロ グ ラ ム ・マ ネ ジ メ ン

'

トー、 コ ン セ プ トの 誕 生 、す なわ 拭 シ ス テ ム ズ ア ナ リシ ス 、 シ ス テ ム ズ

づ ジ ー ヤ ・ン グ、 シ ステ ムズ マ ネ ジ ・ ン・てあ つ た・

しか し、 現 実 的 な 問 題 と しては こ の プ ロ ジェ ク ト開発 の方 法論 で あ り、
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これは 陸軍 のCCCS、 海 軍 のCCIS、 空 軍 の コマ ン ド・シス テ ム の

開発 と共 に具 体 化 され、 今 やAFSCM375-5シ ス テ ム ・ライ フ'

サ イ クル の発 表 に よ り、 プ ロジ ェ ク ト開 発 の方 法論 が明 確 にな った の で

あ る。(第2.2図 参 照)

技 術革 新 の テ ンポ が 非常 に ア ク セ レー ト して行 く時代 に変化 を予 測 し、

そ の シス テ ム効 果 パ ー フ オ アマ ゾ ス効 果 を 測定 しな が ら複 雑 な シス テ ム

を開発 して行 くた め には ひ とつ の確 固 と した プPジ エ ク ト開発 理 念 が 必

要 であ り、今 や 国防 省 、NASA以 外 で もIBMの シス テ ム ズ ・リサ

ー チ 。イ ンス チ ユ ー ト
、GEのTEMPO、 ロソキ ー ド・ミサ イ ル ・ス

ペ ー ス、SDC、RAND等 にお い て鋭 意 研 究 中で あ るが、 事 実 民 間 企

業 側 にお い て も、IBM、 ロッキ ー ド ・ミサ イル ・ス ペー ス では 実 際 に

適 用 され て い る。

次 の方 法論 は ハ ネ ウエ ル社 が国 防省 及 びNASAに 提 案 したP卿

の レ レバ ン ド・ツ リー方 式(第2.2図 参 照)で あ る が、 あ る ナ シ ョナ ル

プ ロ ジ ェ ク トを開 発 して行 く場 合 この問 題 を と くた め に い かに技術 を

ベ ー ス に して開 発 して 行 くか、 この ため に現在 シナー ジテ ソクス 的 な ア

プローチが開発 されつつ あ り、 技術 予 測 の問 題 が、 シ.ス テ ム ア プ ロ ー チ

(ト ッ プダ ウン式)さ れ て来 た 。

③ 社 会 開発 に おい て シス テム 開 発 方 法 論 の 適 用=次 の時 代 のNIS

の意義 及 び 目的 ・'

従 っ て今後 米 国 に お い て次 の ナ シ ョナル ・プPジ エ ク トは何 で あ る か

とい うと前 述 した如 く社 会 開発 で あ る とす るな らぽ、 次 の 大 きな課 題 は

社 会 開発 のエ レメ ン トで あ る情 報 シ ス テ ム、 都 市 開 発 シス テ ム、 輸 送 シ

ス テム、 住宅 シス テ ム、 エ ネル ギー ・シス テム、宇 宙海洋 システ ムすなわち
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パ ブ リッ ク シス テ ム それ ぞ れ に つい て いかに この シス テ ムサ クル方 式 と、

PATTERNに よる レレ・ミン ト・ツ リー 方 式 を採 用 し、 最終 的 にはそ

の上 部 に総 合 的 な社 会 開発 情 報 シス テ ムを.ら かに設 計 す るか で あ る。従

っ て結 論 と しては 、 次 の197・O年 代 ～80年 代 にお け るNISと は社

会 開発 エ レメ ン トで あ る上 述 の各 プ ロ ジェ ク ト開発 の 情報 シス テ ム にな

るであろ う。す でにs現 在 米 国 にお いて は パ イ ロッ トテス トと して各 都市 に

再 開発 プ ロジェ ク トが あ り、 同 時 に都 市情 報 シス テ ムが研 究 開発 中で あ

る(例 、 カル フオ ニや州 情報 シス テ ム、 デ トロイ ト市・ メー リラ ン ド州 晃
く

唯 問題 は この総 合 社 会 開 発情 報 シス テ ムを設 計 す る場 合、6つ のプロジ

ェ ク トに 共 通 な ベ ー ス に なる 技術、 代 用 サ ブ シス テ ム、 機能 エレメント、サ

ブ ・シス テ ム、 シス テ ム ・コ ンセ プ ト、 イ ン テ レス ト、 タ ー ゲ ッ ト、 パ

ポー ズ、 オ ブジェ ク トをい か程 選定 し、 これ らの各 フ ァ クタ ー の相 聞 を

如 何 程決 定 す るか で あ る。

現 在、 そのた めRANDに おい て も、 また 先 日の 科 学技 術 と経済 θ)会で

ドナル ドシ ヨ ン氏 が 述 べ ていた ごと く、米 国 に お い て は ソ シャ ル ・パ ラメ

ータ が 「す で に研 究 開発 中 で ある とい つ て い .だゆ

－r"134-一



ー

　
ω

O
－

策2.3図Relev'anceTree

LEVEIＬnationalspaceobj.εctive

-

ip・ur・ ・sc・fend・ ・v・・(・ ・re-・)→S…ncei・ ・paceU・ ・1]
、za・ ・… τ ・・splace

iiT。,g。,,(、5。1_,、)_L-。 。'

「一「
iiiFi。1と 、 。fi。t。,e・t・(63。1㎝ 。nt・)一[:こ 二'ユ(lorrrp。 、iti。n'

iVTasks(301elem∋nts)→ 「DetermineGrossScintifica㎡

Chemical

VCip,,a,、 。。、1、。ncep,,(45。1㎝ 印,,)_一 一 瓢 隠,er、 。r鷲 罐

mannedlunar

scientificcolont

vis,、,ems(、 。5。1㎝ 。n,,)一'_L。 。。lea,p_pl。n,「

ViiSubsysterτB(788elements)→Auxiliary

l

VmFanctionalelements(537elerrEnts)』 →Pσwersource

ixAl,。,na,,,ub、y,,err,、c。n,、,,,a,、 。。、_… 一⊥M。lea,Reac,。,r・h。,m。 。・、一
×Tec㎞・1・曝 ・:{黙

)一 一 鷲:。 ㍑S…ld・ ・g－麟d霊 鑑

助cescience

andutilization

(㎞cept

Breakcut

[[bchnology

、Breakout'



ObjeCt

Purpose

Target

Interest

Task・

Concept

SyStem

SubSystem

Fu:mctional

Element

Altanative

Subsystem

T6chnology

総A

社 会 開 発

情報 ステム

(4)NIS設 計 におけ る日、 米 間 の 同 質性 と異 質 性

①NISを 設 計 す る場 合 、 重 要 な 問 題 は 、 米 国 で は 、1940

年 代 か ら ナ シ ョナ ル プ ロジ ェ ク トの 発 展 と と も にNISが 開発 さ

れ、 宇 宙開発の結果、 シス テム開 発 の 方法 論 が確 立 さ れた に もか か わ らず》

わ が国 の場 合 、 ナショナルプロジェク トの経 験 な く、 また、 シス テ ム 開発

の方 法 論 を開 発 した 経 験 もな く(国 鉄 の新 幹 線 は 除 く)、 この ま ま社 会
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開発 プ ロジ ェ ク トに移 行 す る場 合、 日、 米 間 に大 きな差 が あ る。

② 最近 わ が国 の社 会経 済 機 構 が米 国 と同 じ く生産型 か ら消費 型 また は

マーケット ・オ リエ ン ト型 に な り、 ぎ ら に シ ス テ ム ・オ リ エ ン ト型

(コ ン グ レメ レー トは こ θ)タイプ)に な る、 ここ に同質 性 の あ る ことを

認 め る が、 産業 構 造 の 基盤 と して こ の企 業 の 国有 度、 寡 占度 が、 日米大

き く異 る のでcこ こに もNIS適 用 の可 能性 に 問題 がお き て来 る6

③NISの 設 計 を地 域 開 発 と結 び つ けた場 合 、 帯状 方 式 か 星座 状 方 式

か の問題 が お ぎ る が、 米 国 は あ ま りに も分極 化 され てい るの に反 して、

わ が国 は細 長 いためむしろ帯 状方 式 と星 座 状方式 の他 に表 日本 と裏 日本 す

なわち陽 と蔭の地域開発方式 が考え られ、同 質 性 の 中 にや は り異 質 性 が認 め

られ る。

④ 社 会開 発 が 次 の 時代 の ナ シ ョナル ・プPジ エ ク トの 目標 に な る と、

シス テ ム産 業 の境 界領 域 の 問題 が企 業 に お き るだ け で な く官 庁 体 制 に も

お きて 来 る。 こ の 問題 は 日 ・米 共 に同質 的 の問題 で あ り特 に情 報 シス テ

ム、 都 市 開発 シス テ ム、 住宅 システ ム の開発 の場合 には 多省 間 の カ ップ

リン グ、 各 産 業 の介 入 の問 題 が お きて来 る。 また都 市 開発 の場合 輸 送問

題 がか らみ あい、 米国 で もボ ス トン、 ニュー ヨー ク、 メ リー ラ ン ド、 ワ

シ ン トンを結 ぶ3州 高 速 鉄 道 は 他方 ハ イ ウエ イ とも併 行 し、 こ こ に社 会

工 学 の必 要 性 が お きて来 る が、 これ は、 日米共 に 同質 性 の 問題 で あ る。

⑤ 今 後 米 国 の社 会経 済 構 造 が ソシオ ・ボ リチ コ ・エ コノ ミッ クに なつ

た場 合 、 技 術 構 造、 産 業構 造、 就 業構 造、 企 業構 造 等 各構 造 の 変化 が 経

済 機 構 を経 て社 会 機構 のみ な らず政 治機 構(個 人)に ま で影 響 して来 た

場 合 、NISは 社 会 開 発 を指 向 す る6つ の シス テ ム産 業 の情 報 シス テ ム

の マ ト リック ス を 開発 す る の み な らず 、さらに社 会 機構 の変 革 が政 治 機構
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フ ィー ドパ ッ ク 機 構

今 後 の ブ イ ニ ト・・ツ ク 破

壊

‡＼
経 社 政

産業髄 の変化＼ 済A治

就業構造・の変化→ 機→ 機__機

/構 構 ノ 構
企業構造の変化 創

造

工

学

従 来 の フ ィー ドバ ッ ク

に影 響 す る1す なわ ち人間 が6つ の社会 システムの中 で い か に権 私 義務 を果 す

か の情 報 シス テ ム ま で発 展 拡 大 して来 るで あろ う。 こ こに今後、社会工学

を進 展 す る上 において▽社 会工 学 と創 造 工 学 を併 行 してや つ て行 か なけ れ

ば な らぬ 問題 が起 き て きた。 こ の点 が今後 、 脱 工 時代 に おい てい か にN

ISを 設 計 す るか の 日本 の シス テ ム ・ア ナ リシス トの知 識、 見 解、 ビジ

ョンの差 に な つて 来 る で あ ろ う。 ジ ョ ンソ ン大 統 領 の 「偉 大 な社 会 の宣

言 の 中 に あ る人 類(個 人)と 知 識 の結 合 」eそ 、これ か らのNISの 大 き

な 目標 で あろ う。
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